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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『……過日のフォートノクス王国の騒そう乱らんに加担せし竜りゆうどもは、確かに不ふ埒らち千せん万ばんの輩やからにて厳げん罰ばつは当然と存じ上げます。しかしながら他国の竜族及びその子孫の竜帝国シヤンバラ召しよう還かんにつきましては、平ひらにご容赦賜たまわりたく御願い申し上げます。

　そもそも古いにしえより竜と人とは互いに相和してこの世界を作り上げる使命を与えられた種族、決して一いつ時ときの過ちで裂くことのできぬ間柄でございます。秩序安あん寧ねいはプラネッタの球のごとく御ぎよし難がたいものなれど、竜と人のどちらが欠けても成り立ち得ぬものでございます……』


─────ウルス公国宰さい相しようグングニルより竜りゆう帝ていアレクシス宛あての書しよ簡かん









　　　序章







「かつて人類は機械とともにあった……機械の文明が滅び、暗黒の時代が訪れた。竜が現れて、人類を暗黒から救った。以来、人類の世界は竜とともにある」

　薄暗い室内に声が響ひびく。窓の鎧よろい戸どを下ろし、何重もの羅ら紗しやで囲われた部屋には、日光はあまり届かない。焚たきしめた白びやく檀だんの残のこり香ががまだ漂っている。通りから物売りの声が山びこのように響いてきた。

　アバディーン王国の首都サン・クレルは、王城を取り囲む中心街と、その外側に広がる裏町に分かれている。亀き裂れつのような路地で分離された裏町は、格こう子し状じように延びる大通りで区画された中心街とまったく様子が違っている。裏町の中でも特に小さな家々の密集した区域に、竜脈ナーデイ占いの店がひっそりと佇たたずんでいた。

「……この国に古くから伝わる言い伝えなんだ」

　大人おとなびた口調に似合わず、その声は声変わりする前の甲かん高だかい少年のものだ。暗い中でもきれいに整えられた赤い髪がよく見える。彼は絨じゆう毯たんの上に背筋を伸ばして座っていた。

「生まれた時から、竜りゆうという存在に価値を見いだせなかった。ぼくにとっては不快な存在でしかない……それがぼくの人に言えない悩みだった」

「なぜそれをわたしに話すのですか」

　香こう炉ろを挟んで向かい合っている占い師が、低く抑えた声で尋ねた。

「ご家族に話せる人はいないのですか」

　竜脈ナーデイを見る仕事をしている彼女に、身の上話をする客は少なくない。しかし、大たい抵ていは日々の暮らしに疲れた大人おとなたちだ。自分とそう年の変わらない少年が語り出すのは珍しかった。

「父は竜という存在が大好きなんだ。人間は竜なしで生きていけないと思いこんでいる。それは揺るがない信仰のようなものだ……とても話す気にはなれないな」

「……他ほかのご家族は」

「母はいない。弟が一人いる」

　と、彼は言った。

「ぼくとは正反対なんだ。平凡で素直で、野心もなにもない。責任や義務は全部長男のぼくが負うものだと思いこんでいる……ぼくへの対抗心すら持ち合わせていないんだ。あいつにも話す気はしないな。話したところで気の毒だよ」

　一いつ瞬しゆん、彼の言葉が途切れる。

「ぼくもあいつみたいになれたら、よかったと思うことはあるけどね」

　しかし、父親について話す時と比べて、その言葉には暖かみがある。普段、最も一緒に過ごす時間が長いのは弟なのだろう。

「……友達はいないのですか」

「いないよ」

　そう言ってから、彼はくすくす乾いた笑い声を上げた。

「この前、同い年の女の子と知り合ったよ。竜の血を引いている人間だった。大して話もしなかったし、する気も起きなかったけれど」

「そんな人間がいるのですか？」

　この国で多くの人間から話を聞いてきた占い師も、初めて聞く話だった。

「本人たちが言っているだけだから、どこまで本当か知らないけどね。父が大喜びでぼくに会わせたんだ。なにしろ竜が大好きな人だから」

　沈ちん黙もくが流れる。占い師は無言で相手の言葉を待った。以前も彼はこの店を訪れている。その時は弟だといううり二つの少年と一緒だった。同じ占い師を二度訪ねるのは不幸な人間だけ、という古い諺ことわざをふと思い出した。

「このままいけば、ぼくは否いや応おうなしに竜と交わり、竜にまみれた一生を送るはずだ。自分一人の力でそこから逃げることはできない」

　弟と二人でこの店に現れた時から、彼らが何者か見当はついていた。ちょっとした物腰や言こと葉ば遣づかい、服の仕立てや持ち物に人間の出しゆつ自じはにじみ出るものだ。特に兄弟にははっきりとした特徴があった──赤い髪と紫の瞳ひとみ。

　それはこの国の王族の特徴だった。

「もう、ぼくが何者か分かっているんだろう？」

　彼はつぶやいた。

「ぼくには知りたいことが多すぎる。どうして人と竜りゆうが同じ世界で生きることになったのか、どこから竜は現れたのか……そしてなにより、ぼくたちは本当は何者なのか」

「あなたはヴィクトル・アバディーン王子でしょう。アバディーン王国の第一王子」

　と、占い師は言った。

「その答えだけでは不満ですか？」

「そうだね。それだけではとても足りない」

　じりっと少年は彼女の方に膝ひざを寄せた。小柄な彼の体が一回り大きくなったような圧迫感を覚えた。

「ここから西にあるレガリオン帝国は、以前からぼくたちの住む海ユ洋ニ連オ合ン側の国々にスパイを送りこんでいると噂うわさされていた……各国の内情をつぶさに調べ上げているらしい。軍事や地理や経済だけではなく、そこに住む人々の気質や生活に至るまで」

　二つの紫色の瞳が、占い師のフードの奥をじっと見すえていた。

「おそらく内通者が各地にいるに違いない。そうすると、必要になるのは内通者から情報を受け取り、本国に伝える役割を担う者だ。排他的な土地に滞在し、大勢の人間と会っていても怪しまれず、素顔を晒さらさずにできる職業の者……」

　王子の手が伸びてきて、占い師のフードに手をかけた。深くかぶっていたフードが外れ、その下から闇やみのように黒い髪と黒い瞳が現れる。占い師はまだ十代としか見えない若い娘だった。

「やっぱり、君はレガリオン人だな。思ったとおりだ」

　彼女は唇に薄い笑みを浮かべた。

「……正体を見破られるのは初めてだよ」

　久しぶりに素の口調に戻って言った。アバディーン王国に潜せん入にゆうしたのはもう半年近く前だ。辺境で最も大きなこの国の内情を、彼女はつぶさに観察していた。内通者たちだけではなく、無数のアバディーン人の「客」を占ってきたが、疑われたことは一度もない。

「この国の人間はいささか間が抜けているな。わたしの国ではこうはいかないだろう」

「長い間、保守的な王家のもとで、変化のない生活を送ってきたんだ。少しは大目に見てやってもらいたいな」

　さほど同情しているとも思えない声で彼は言った。

「それで、わたしをどうするつもりだ？　この場で捕らえて、レガリオン帝国からのスパイとして王城に突き出すのか？」

　そのつもりがないことは分かっていた。このような会話を続けているのがなによりの証拠だ。

「違うさ。むしろ君に協力しようとしているんだ。ぼくでは役に立たないかな？」

　彼女は即答を避さけて、部屋の隅に視線を走らせた。手を出すな、という合図だった。壁かべ際ぎわの衝つい立たての奥には、彼女に危険が及んだ場合に備えて護ご衛えいが控えている。

「……ありがとう」

　と、王子は笑顔で言った。護衛の存在も見通していたらしい。彼が罠わなを張っている可能性は否定できないが、彼女の直感がこの王子と組むべきだと告げていた。

「その分では、わたしの正体も知っているのだろうな」

　それは一種の試験だった。もしその答えにもたどり着いているのであれば、内通者に──いや、自分の側近として使っても構わない。

「あなたはただのスパイじゃない」

　少年はこともなげに即答した。

「内通者と本国を繫つなぐだけであれば、生きつ粋すいのレガリオン人を使う必要はない。レガリオン軍にはそのような役目を担う亡命者たちの部隊があるはずだ。生粋のレガリオン人であるあなたにこの任務が許されているのは、レガリオン軍の中にあなたを止める者が誰もいないからだ。そのような地位に就くことができ、それだけの剛胆さを兼ね備えている、あなたと同年代の人間は一人しか思い浮かばない」

　彼女は鷹おう揚ように笑った。軽い世辞まで含んだ見事な回答だ。やはり直感を信じて正解だった。少年は片かた膝ひざを立てると、胸に手を当てて臣下の礼を取った。

「ご挨あい拶さつが遅れまして、誠に申し訳ございませんでした」

　と、彼は言った。礼を尽くしてはいるが、同時にどこかおどけているようにも見える。

「……グロリア・レガリオン皇女殿下」
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　ほとんど波のない穏おだやかな海を、古いタグボートが東へ進んでいる。

　ずんぐりした船体の両りよう舷げんで鉄の羽根のついた外がい輪りんが水しぶきを上げて回転していた。船首と船尾には奇妙に長いマストが立っている。

　小回りの利かない大型船を港湾へ牽けん引いんするために、タグボートは大きな外輪と帆を備えている。優雅さなどかけらもない外観だが、堅けん牢ろうな造りと高い推進力から外洋への航海に使う船乗りも少なくない。

　この船の持ち主であるリンケもその一人だった。たるんだ巨体をかろうじて水夫のジャケットに詰めこみ、側頭部にだけ残った白髪を微風になびかせながら、丸みを帯びた舳へ先さきでどっかりとあぐらをかいている。自他ともに認める悪あく人にん面づらで、眉まゆ根ねに皺しわを刻んで眼光鋭く水平線をにらむ姿はまるで海賊だが、実際のところは引退した貿易商だ。険しい顔つきをしているのは、自分の船の遅さに苛いら立だっているからだった。

「おじいちゃん」

　背後から子供の声が聞こえる。

「院長と呼べ、アナ」

　野太い声で訂正しながら振り向くと、大人おとな用の眼鏡めがねをかけた六、七歳の少女が立っている。この老人の強こわ面もてに臆おくした様子もなく、アナと呼ばれた少女は隣となりにちょこんと腰を下ろした。

　貿易商をやめたリンケは故郷のフリデクで孤児院を運営している。三年前のアバディーン戦せん役えきで祖国を滅ぼされたアバディーン人の戦災孤児たちを育てているのだ。アナもその一人だった。

「……まだ島につかないの？」

　そう言いながらアナはリンケを見上げた。

　タグボートは二日前にフリデク島を出発し、辺境を離れて海図上の空白海域にさしかかっている。航海は至って順調だ。目的地は竜騎士ドラグーンの養成施設のある島──学院島だった。

「そろそろ、見えてくる頃ころだ」

　リンケの声がわずかに小さくなる。おそらくアナにも不安は伝わっているはずだ。親のいない子供は驚おどろくほど大人の顔色を読むことに長たけている。リンケ自身も貿易商だった父親を幼い頃に亡くしているからよく分かる。父親は荷を届けに行ったフォートノクス王国で、内戦に巻きこまれて命を落としていた。お世辞にも篤とく志し家かとは言えなかったリンケが戦災孤児たちを育てる気になったのも、遠い昔の自分の姿を思い出したせいかもしれない。

「ジャン、元気かな」

　と、アナはつぶやいた。

「元気に決まっとる」

　ぶっきらぼうに言ってから、リンケは渋い顔で付け加えた。

「もし会っても、『ジャン』なんて呼んだらいかんぞ。今はヴィクトルという名前だからな」

「うん……ヴィクトルさん、ヴィクトルさん、ヴィクトルさん」

　自分に言い聞かせるように、アナは口の中で何度も繰くり返した。本当は幼い子供を連れてくるつもりはなかったのだが、いつのまにか船室に忍びこまれてしまっていた。ジャンに会いに行くとうっかり口にしたのがまずかったらしい。

　ほんの二ヶ月前まで、リンケはジャン・アバディーン──アバディーン王国の第二王子を孤児院に匿かくまっていた。ジャンはアナを始めとするもっと幼い子供たちの世話を手伝っていたが、今は騎士学院グランデコルに通っている。神童と呼ばれた双子の兄・ヴィクトル・アバディーンになりすまし、竜騎士ドラグーンの資格を得ようとしているのだ。

　もちろん露ろ見けんすれば投獄されかねない不正行為だ。すべてはアバディーン王国を滅ぼしたレガリオン帝国──作戦の立案から前線の指揮までを担っていた、「黒の鉄姫」こと皇女グロリア・レガリオンに復ふく讐しゆうを遂とげるためだった。

　十日前、「黒の鉄姫」率いるレガリオン軍の機甲竜ヒユドラ部隊が、学院島を襲しゆう撃げきしたという知らせを聞いた。一いつ切さいの宣戦布告もない空からの急襲で、まるでアバディーン戦せん役えきの再現だったという。

　ジャンの入学と関係があるとリンケは直感した。グロリアの方もアバディーン王家には並外れた執着を持ち、アバディーン戦役後も生き残りの王族を捜し続けていると噂うわさされていたからだ。

　幸いにして騎士学院グランデコルの生徒たちは、犠ぎ牲せいを出しつつもレガリオン軍を撃退したという。しかもその先頭に立っていたのはヴィクトル・アバディーン──つまりジャンだったらしい。騎き竜りゆうである竜帝国シヤンバラの皇女ティアナレルドとともに単騎で戦況を覆くつがえし、「黒の鉄姫」をあと一歩で倒すほどの活かつ躍やくを見せたということだった。

　リンケは胸を撫なで下ろしながらも半信半疑だった。彼の知っているジャンはどこにでもいる平凡な少年で、大それた戦功を立てられるとは思えない。まったく別人の話を聞いているような気分だった。

　とにかく頃合いを見て、もう一度学院島へ行ってみようと思っていた矢先、奇妙な噂が流れ始めた。騒さわぎ始めたのは島唯一の電信所に寝起きする通信技師だった。

　海ユ洋ニ連オ合ンの島々は海底の電信線によって結ばれており、各島の電信所間で短い信号文をやりとりすることができる。レガリオン帝国で発達しつつある無線通信を除けば、今の時代で最も速い長距離通信手段だ。

　レガリオン軍の襲しゆう撃げき以降、学院島の電信所は沈ちん黙もくしたままで、どの島から通信を送っても反応がないという。レガリオン軍を撃退し、復旧が進んでいるという情報はあてにならないかもしれない──。

　驚おどろいたリンケがフリデクの港にいる船乗りたちに話を聞くと、学院島から定期的に竜りゆう鱗りんを売りに来ていた商船が最近一度も姿を見せていないという。それもおかしな話だった。

　竜鱗の武具の生産しか目立った産業のない学院島は、食料を始めとする生活物資の多くを外部からの輸入に頼っている。破は壊かいされた施設を復旧するにはより多くの物資や人員が必要で、その確保のために今まで以上の取り引きをしなければならないはずだ。出航できる船がないほどの被害を受けたのなら、辺境各国に輸送の要請があるに違いない。なぜ逆に船の往来が途切れ、情報すら遮断されたままなのだろうか。

　振り返ってみるとレガリオン軍の襲撃以来、学院島の人間に会った者は辺境で一人もいない。レガリオン軍を撃退したという情報は各島の行政府からもたらされたものだけだ。

（なにか妙だ）

　直感に促うながされたリンケは、貿易商をやめた後も手放さなかったタグボートを出港させた。学院島へ行くつもりだった。島を統治する騎士学院グランデコルは外部の人間の出入りを厳きびしく制限している。着いたところで上陸できないかもしれなかったが、一体なにが起こっているのか確かめずにはいられなかった。




（……やはり妙だな）

　タグボートの上にいるリンケはいっそう眉まゆを引きしめた。視界の良好さにもかかわらず未いまだに島しま影かげすら見えない。さっき現在位置を測量で確かめ、航路の計算を終えたばかりだが、もう目的地から二粁キロと離れていないところまで来ているはずだ。

（計算を間違えたか？　いや、まさか）

　場所さえ分かっていれば学院島目指して船を走らせるのはたやすい。複雑な潮しお目めの変化もなく、荒れやすい海域もない。迷うことなどありえない。

（幻の島）

　ふと、幼い頃ころに父から聞いた学院島の別名が頭をよぎった。父の世代の船乗りたちは、騎士学院グランデコルのある島をそう呼んでいた。公式の海図には決して載っていない、常人にはたどり着けない土地──。

　リンケは鼻を鳴らして疑念を振り落とした。馬ば鹿か馬鹿しいにもほどがある。そんなものはただの迷信だ。そもそもレガリオン軍に襲撃される直前、リンケ自身がこのタグボートで学院島を訪れたばかりではないか。

「……おじいちゃん」

「だから院長と呼……こら、なにしとる！」

　我に返ったリンケは声を荒げた。さっきまで隣となりにいたアナが、船べりから大きく身を乗り出している。もし船から落ちれば外がい輪りんに巻きこまれて即死しかねない。細い体を持ち上げて引き戻そうとした時、アナが右前方を指さした。

「あそこに、なにかある」

　指先を追ったリンケは息を吞のんだ。長いポールを生やした円えん錐すい形の物体が、波の上でゆらゆらと揺れている。

「面おも舵かじ三〇度、機関停止！」

　リンケは甲かん板ぱんに突き出たラッパのような伝声管の蓋ふたを開けて叫ぶ。操そう舵だ室しつと船底の機関室から次々と復唱が返ってきて、タグボートは右へ回頭しながら外輪の動きを止めた。なおも惰性でゆるゆると前に進み、ちょうどその漂流物に接せつ舷げんするように停止した。

「これはなに？」

　アナが言った。

「……浮ブ標イだな。ちょっと変わった形をしとるが」

　喉のどになにか絡まったような声でリンケは答えた。浮ブ標イの先に取り付けられたポールには、端はしのちぎれた旗がぶら下がっている。渦を巻く竜りゆうの紋章が白地に染め抜かれていた。それは騎士学院グランデコルの象徴だ。間違いなく学院島が設置した浮ブ標イだった。

「これを目印にして港に出入りするんだ。どの島のそばにも似たようなもんがある」

　入港する船は浮ブ標イの右側を、出港する船は左側を通って衝しよう突とつを避さける決まりだった。十日前、リンケはこの浮ブ標イを目印にタグボートを入港させている。あの時は目と鼻の先に桟さん橋ばしがあった。

「おじいちゃん」

　大きすぎる眼鏡めがねを両手で支えながら、アナは青ざめた顔で周囲を見回している。

「島はどこ？」

　リンケは黙だまっていた。それは彼の疑問でもあった。港の入り口を示す浮ブ標イがあるということは、間違いなくここは学院島があった場所だ。しかし、ボートの周囲には静かな海が広がっているばかりだ。

（島が、消えとる）

　まるで幻のように。アナが怯おびえたように抱きついてくる。

「ジャン……」

　無む意い識しきに少女の頭を撫なでながら、リンケは低くつぶやいた。

　なにか想像もつかないようなことが起こっている。ジャンは今どこにいるのだろう。

　果たして無事でいるのだろうか。
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　リンケが洋上で呆ぼう然ぜんとしている頃ころ、すでに学院島の消失は辺境の島々にも知れ渡っていた。その海域を二日前に通り過ぎたフリデクの商船が異変に気づき、リンケたちの出港と入れ替わるように港に戻っていたからだ。

　当然のように人々は考えた──レガリオン軍の襲しゆう撃げきを撃退したというのは真っ赤な噓うそで、騎士学院グランデコルもろとも海の底に沈んだのだろう、と。かつて多くの大陸が失われた大破局エンドロールのように。このような災厄に遭そう遇ぐうした時どうするか、辺境の海の民たちでは古くから取り決めを交わしている。まずは合同で船団を組み、調査と同時に生存者を捜索するのだ。

　あわただしくその準備に取りかかろうとした時、それぞれの島の行政府から一いつ斉せいに布令が出された。どの布令もほとんど判で押したように同じ内容で、「学院島は沈没などしていないので、救援活動など必要はない。詳しい状況は海ユ洋ニ連オ合ンの本部で調査することになっている。冷静にその発表を待つように」というものだった。

　むろん「冷静に」などなれるはずもない。沈没していないならなにが起こったのか。なぜ救援活動が必要ないと分かるのか。なぜ海ユ洋ニ連オ合ンの本部がいちいち調査などしているのかを問いただしたが、どの為い政せい者しやの口からも明確な言葉は返ってこなかった。ただ苦りきった顔つきで「もう少し待つように」と繰くり返すばかりだった。

　洩もれ聞いたところによれば、他ほかならぬ騎士学院グランデコルから各国に無事を知らせる通知が届いているらしい。しかし、その内容にいささか信じがたい部分があるので、海ユ洋ニ連オ合ン本部に確認を取っている、ということのようだった。

　意気消沈したリンケたちを乗せたタグボートが、フリデクの港に現れたのはそんな時だった。学院島があった場所をいくら捜しても漂流物さえ見つからず、自分の船だけではこれ以上できることはないと判断して戻ってきたのだ。騎士学院グランデコルから王城へ通知が届いていることを知ると、リンケは急いで王城へ向かった。ただ無事だと聞かされただけでは納得できない。通知の内容を教えて欲しいとフリデクの国王に直じき訴そを迫るつもりだった。

　むろん、国家間で交わされた文書を一国民に教える必要はなかったが、フリデク国王自らが接見してくれることになった。辺境で名の通った元貿易商の頼みを、断らない方が得策だと判断したのかもしれない。

　国王の前に進み出たリンケは、孤児院で養やしなっていた少年が騎士学院グランデコルにいるので、その安否が知りたいと頭をこすりつけるように繰り返した。即位して十年と経たたない若い王は最初こそためらっていたが、やがて老人の必死の懇こん願がんに心を動かされたらしい。

　まだ確認が取れていないので誰だれにも口外しないように、と前置きしてから、騎士学院グランデコルになにが起こったのかを話し始めた。

　すべてはレガリオン軍襲しゆう撃げきから三日後、騎士学院グランデコルで行われた表彰式の日に遡さかのぼるという──。




「三日前、わたしたちは大きな困こん難なんに立ち向かいました」

　壇だん上じようから背の高い銀髪の老女が語りかける。爬は虫ちゆう類るいめいた細長い瞳ひとみ、鱗うろこの生えた長い右腕は彼女が竜りゆう族ぞくであることを示している。騎士学院グランデコルのみならず、島全体を統治する学院長ガートルードだった。

　何百年も前に建てられた講堂には、生徒と職員たちが一堂に会していた。

「数十年ぶり、いや、数百年ぶりの危機だったと言っていいでしょう。わたしたちは多くの犠ぎ牲せいを払いましたが、この騎士学院グランデコルを守りきることができました。すべてはあなた方の働きによるものです」

　演壇のすぐ近くの列に立っていたジャン・アバディーンは、ガートルードがちらりと自分たちを見たことに気づいた。ジャンはレガリオン軍との戦いで表彰された生徒たちの列に並んでいる──アバディーン戦せん役えきで命を落とした「ヴィクトル・アバディーン」として。赤い髪と紫色の瞳ひとみが特徴的な容よう貌ぼうは、昔から兄とほとんど見分けがつかなかった。

　生前は「神童」と呼ばれたヴィクトルと違って、ジャンは頭の出来がいいわけでも、剣の腕が立つわけでもなかった。誰だれからも顧かえりみられないただの「凡人」だった。

　それが今は伝説の砲剣「ペイルライダー」の使い手となり、レガリオン軍の機甲竜ヒユドラ部隊から島を守りきった功績を称たたえられている。他ほかの生徒たちにも拍手と喝かつ采さいを浴びた。あまりの変化にまだ慣れていなかった。

　もちろん、ジャンだけの力でそうなったわけではない。

　彼は隣となりにいる小柄な女子生徒の横顔を窺うかがった。黄金色の長い髪に大きな帽子をかぶった、匂におうような美しい少女──ジャンと契約を結んだ騎き竜りゆうであり、竜帝国シヤンバラの皇女でもあるティアナだった。

　今、この島でジャンの正体を知っているのはこの竜の少女だけだ。彼女がヴィクトルになりすまして騎士学院グランデコルに入学するよう勧めたのだった。

「どうかしたのか？」

　軽く首を傾けて、ティアナの耳元にささやく。彼女ははしばみ色の目を細めて、菱ひし形がたのタイルを敷しきつめた床を見下ろしていた。嵌はめこみ窓から射さしこむ丸い光が、ちょうど彼らの足下に届いていた。

「……今、地面が揺れたような」

　ジャンはまったく気づかなかった。他の者たちも反応していない。

「地震だろ」

　別に珍しくもないことだ。故郷のアバディーン王国でも小さな地震はしょっちゅう起こっていた。しかし、ティアナの顔色はどこか冴さえない。白磁の肌は青ざめてさえいた。

「……苦手なのか？　地震」

「なにを言っているのです、馬ば鹿か馬鹿しい」

　彼女は呆あきれたように言った。

「ここは人工島ですよ」

「え……？」

　ジャンはぽかんと口を開けた。この学院島は丸い器うつわのような形をした巨大な浮島だ。もともと大破局エンドロール以前の旧文明時代に造られた要よう塞さいだったという──つまり海底には繫つながっていない。地震など起こるはずがなかった。

「なんで揺れるんだ？」

「それを考えていました。この島でこんなことは初めてです」

「……お前の勘違いじゃないのか？」

　ジャンがそう言ったとたん、ティアナはむすっと唇を尖とがらせた。幼い頃ころから騎き竜りゆうとして英才教育を受けてきたエリートだ。近寄りがたい性格だと思われているが、意外に子供っぽいところもある。
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「失礼な。確かに揺れました」

　ティアナの声が大きく響ひびいた。周囲の生徒たちが一いつ斉せいに振り返る。少し離れたところに立っていたクリス・キッドマンまで怪け訝げんそうに二人を見ている。黒髪と黒い瞳ひとみが印象的な騎き士し候補で、学生寮りようではジャンと同室だった。

「妙な言いがかりはおやめなさい。わたしまで恥をかきます」

　ティアナは低い声で言った。

「大声出したのはお前だろ」

　式典の最中にこれ以上口論するわけにはいかない。しぶしぶ前を向くと、学院長の話はまだ続いていた。

「……わたしはこの場を借りて、今後騎士学院グランデコルがなにをすべきか、どこへ向かうべきかをはっきりと示そうと思います」

　ガートルードはかぎ爪づめと鱗うろこの生えた大きな右手を人々に示した。節ふしの立った五本の指が、虹にじ色いろの石が嵌はめこまれた首飾りを二つ握っていた。

「あれは……」

　ジャンとティアナは目を瞠みはった。ついさっきまで二人の首にかかっていたものだった。虹色の石は特殊な竜ル気ンのこめられた竜珠テイグレで、離れた場所にあると互いを引き寄せる性質を持っているという。ガートルードはその首飾りを無理やりティアナに着けさせていた。彼女がこの島から逃げ出さないようにするために。

「レガリオン帝国がこの騎士学院グランデコルを侵略する意図があることは明確になりました。近い将来、先日のような戦いが再び起こることでしょう。しかし、わたしたちの態勢はレガリオン帝国と戦うに万全とは言えません。海ユ洋ニ連オ合ンの国々の助力が必要です……さしあたって騎士学院グランデコルは南へ向かいます」

　講堂にいる生徒たちの間に軽い戸惑いが広がった。「南へ向かう」という言葉をどう受け取っていいか分からなかったからだ。

　ガートルードは祈るように目を閉じ、かすかに唇を動かし始める。突然、手の中にあった二つの竜珠テイグレが輝きを帯びた。光の帯があふれ出し、彼女の半身を七色に染める。誰だれもが啞あ然ぜんとして壇だん上じようを見つめていた。

「……どうなってんだ？」

　ジャンはティアナに尋ねる。あの首飾りはただの「拘束具」ではなかったのか。

「わたしにも分かり……」

「この二つの竜珠テイグレは」

　ガートルードの声がいっそう大きく響ひびいた。

「この島の奥深くに眠る、偉大な『力』を呼び覚ます鍵かぎです」

　ジャンは人工島の最深部に足を踏み入れた時のことを思い出す。神殿のような巨大な広間に、竜りゆう鱗りんの結晶と化した竜が安置されていた。渦を巻く両目のない竜。おそらくガートルードが言っているのはあれのことだ。

（詳しくは君たちの学院長にでも訊きけばいい。代々、彼女たちがこの怪物を管理してきたのだから）

　この島に忍びこんでいたレガリオン軍のスパイはそう言っていた。重要なものであることはジャンにも察しがついている。騎士学院グランデコルの紋章に描かれた渦を巻く竜は、最深部にいたあの竜をモデルにしたものだろう。しかし、それが「怪物」とはどういうことなのか──。

　突然、タイルに覆おおわれた床がみしみしと音を立て始める。今度はジャンにもはっきりと分かった。揺れるはずのないこの島が揺れている。決して強い振動ではなかったが、いつまで経たってもやむ気配がない。講堂のあちこちから驚おどろきの声が上がった。

「アバディーン、あれを」

　ティアナが床を見るよう促うながした。丸い窓から光が射さしこんで、二人の足下に白い楕だ円えんを形作っている。その円ははっきりと分かるほどの速さで、演えん壇だんの方へ移動しつつあった。

（なんだ、これ）

　ジャンは目を丸くした。光源である太陽が異様な速さで移動しているのだ。生まれて初めて見る光景だった。

「行きましょう！」

「え？　どこに行……」

　質問を口にし終える前に、ティアナは踵きびすを返していた。混乱する生徒たちを機き敏びんに避よけて、扉を押し開けて出ていってしまう。つい数日前に重傷を負ったとは思えない動きだった。

　後を追ってロビーに出ると、彼女はスカートの裾すそを翻ひるがえして螺ら旋せん階段を駆け上がっていくところだった。

　講堂の上には実技の訓練場がある。階段を上りきったジャンは、正面からの太陽の光に棒立ちになった。ありえない出来事に頭の中が混乱する。自分が向いているのは北の方角のはずだ。北の空に太陽が浮かんでいるはずがない。

（これって、まさか……）

　振動は相変わらず足下から這はい上がってくる。頭の中で一つの考えが形を持ち始める。今、起こっているのは地震などではない。

『アバディーン』

　頭の中に声が聞こえる。振り向くと金色に輝く竜りゆうが飛び立とうとしている。竜族の真の姿に戻ったティアナだった。

『早く乗りなさい』

「空なんか飛んで大丈夫なのかよ？　怪け我が治ってねえだろ」

『乗らないなら置いていきます』

　仕方がない。ジャンは舌打ちをして、鱗うろこに覆われた背中に飛び乗った。

　彼女の両脚が敷しき石いしを蹴けるのと同時に、翼つばさが力強く羽ばたいた。撃うち出された砲弾のように、ほとんど一直線に急上昇していく。背中にのしかかる重みに耐えるうちに、やがて島全体を見下ろせる高度にまで到達した。ティアナは翼つばさを広げてゆっくり旋せん回かいを始める。

　黒い外がい壁へきに覆おおわれた円形の人工島がジャンたちの真下にある。よく目を凝こらすと、白い波跡が一方の海面だけに延びている。波間で揺れている浮ブ標イから、学院島はゆっくりと遠ざかりつつあった。ジャンはようやく確信する。

（太陽が動いてたんじゃない）

　動いていたのは自分たちの方だ。さっきのガートルードの言葉はそのままの意味だ──。

　騎士学院グランデコルそのものが、南へ向かって動き出していた。
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　巨大な地下の空間で、結晶と化した竜りゆうが色とりどりの光を放っている。ティアナは竜の頭と向かい合う格好で立っていた。まるで生きているかのように、空っぽの眼がん窩かがかすかに震えている。

「五十年もの間、この場所に学院長以外の者が入ることは禁じられてきました」

　背後からガートルードの声が聞こえる。

　最近、この学院長はこの最深部で過ごす時間が多くなっている。ティアナは彼女の名で呼び出され、地上から下りてきていた。

　学院島が移動を始めてから十日近く経たつ。島が動くという前代未聞の事態に驚おどろく者も多かったが、徐々に以前と変わらない生活へと戻ってきている。機甲竜ヒユドラ部隊に再び襲しゆう撃げきされる危険があるので、少しでもレガリオン帝国から離れる、という説明でおおむね理解が得られていた。もともと周辺の島々と交流が少なかったせいか、住み慣れた海域から離れることに抵抗も少ないようだった。

　唯一、彼らが気にしているのは、まだ明かされない学院島の行き先だった。教官たちから洩もれてくる噂うわさによれば、目的地はとある南国らしい。そこの指し導どう者しやとガートルードが会談する予定になっているという。

「この竜……ニドヘグ王ははるか昔に竜りゆう帝ていからこの島を与えられ、最初の統治者となったといいます。彼は引力を操あやつる特殊な竜ル気ンの持ち主でした。死後はこうして結晶化しましたが、体内には生前蓄積された莫ばく大だいな竜ル気ンがまだ残っています」

　ティアナはガートルードを振り返る。老女の胸元には二つの首飾りが光っていた。数年ぶりに両方とも本来の持ち主の元に戻っている。

　昔からずっと不思議に思っていた。なぜ本国から遠く離れた海域に、竜帝の所有地があるのか。なぜ海ユ洋ニ連オ合ンの海図にこの島は描かれないのか。なぜ古い記録に正確な学院島の位置が載っていないのか。

　すべては海上を移動していたからだったのだ。この島は竜ル気ンを動力源とする巨大な船のようなものだ。

「二つの竜珠テイグレはこのニドヘグの目だったのですね」

　と、ティアナは言った。ちょうどこの竜りゆうの眼がん窩かにすっぽり収まる大きさだ。ガートルードはかすかにうなずいた。

「この両目にも同様の竜ル気ンがわずかながら残っています。これらの結晶は特定の者の命令に応じて、竜ル気ンを放出する性質を持っています。両目と体がすべて揃そろっていれば、このように島をも動かせるのです……この巨大な力を制御することが、わたしたち学院長に代々課せられた義務でした」

「どうしてわたしにも隠していたのです？　父の命令ですか？」

「竜りゆう帝てい陛へい下かのお考えではありません。わたしの判断です」

　ガートルードは淡々と告げた。

「しかるべき騎き士しの騎き竜りゆうとなり、皇女として竜族の規き範はんを示すことがあなたの義務です。この島について詳しく知る必要はありません」

　取りつく島のない物言いに苛いら立だちが募つのった。養よう育いく係であるガートルードとは血の繫つながった家族より長く一緒に暮らしているが、親しみを感じたことはほとんどない。特にこの数年はまともに話す気さえ失うせていた。

「事情をお教えしなかったことがご不満ですか？」

　老いた竜の瞳ひとみが鈍にぶく光った。

「隠しごとをしているのはあなたも同じです……なにを隠しているとしても、いずれ露ろ見けんするでしょう」

　目を背けて答えを避さける。ジャンを「ヴィクトル・アバディーン」と偽いつわってこの島へ連れてきたことは、誰だれにも知られていない。もちろん、今後も隠し通すつもりだった。

「……話はそれだけですか？」

　と、ティアナは言った。騎士学院グランデコルの門でジャンと待ち合わせをしている。こんな話を続けるより、パートナーの下へ戻りたかった。この島で唯一ティアナの気持ちを理解してくれる相手だ。いつも言い合いばかりだが、一緒にいないと落ち着かない。

「なければ、わたしはこれで……」

「話したかったのはアバディーンのことです、ティアナ様」

　ガートルードは厳きびしい声で言った。アバディーンという名にぴくりと体が反応した。

「このところ、一日中あなたと過ごしているようですね。学院の中でも外でも一緒にいることが多いとか」

「それがどうしたのですか？　彼はわたしが契約を結んだ騎士です」

　監視していることを隠そうともしない態度に腹が立った。レガリオン軍との戦いを経た今も、ガートルードは彼を信用していない。二人が不正を働いているのでは、と疑い続けている。

「あなたはアバディーンに対してどのような感情を抱いているのですか」

「……は？」

　予想外の問いにティアナは戸惑った。

「なにを言っているのですか、あなたは」

「人であれ竜りゆうであれ、あなたと親しい者はアバディーンの他ほかには一人もいません。事実上、彼はあなたにとって初めてのパートナーです。前のパートナーと契約していたのは、ほんのわずかな間だけでしたから」

　ティアナの体がこわばった。かつて契約を結んだルシアン・ギンズブルグの死は、彼女にとって生々しい痛みを伴う記憶だ。三年経たった今でも癒いえていない。

「あなたには常に騎き竜りゆうとして、そして皇女としての節度が求められています。一線を踏み越えることがないよう、注意して下さい」

「一線、というのはどういう意味ですか？」

　なにを言いたいのかよく分からない。ガートルードはじっとティアナの顔を凝ぎよう視ししている。感情の動きを見逃すまいとしているようだった。

「恋愛をするなということです」

　地下の広間が水を打ったように静まり返る。ティアナの頰ほおがかっと熱くなった。

「ば、馬ば鹿か馬鹿しいにもほどがあります！」

　騎き士しとの恋愛は騎士学院グランデコルの規約で禁じられている。ティアナにその理由を教えたのはガートルード自身だ。

　大昔は異なる種族であっても交際は認められており、人間と結婚する竜も少しはいたという。しかし、五十年ほど前にフォートノクス王国で起こった内戦以来、竜りゆう帝ていは竜帝国シヤンバラの民に人間との自由な交際を禁じた──反乱軍の中核が、人間と結婚して移住した雌めすの竜たちだったからだ。彼女たちは反乱軍に参加した家族を守るために、鎮ちん圧あつにあたった海ユ洋ニ連オ合ンの連合軍に立ち向かい、深刻な損害を与えた。

　竜の持つ力は強大であり、一部の人間の利益になってはならない、と竜帝は判断した。竜騎士ドラグーンと騎竜の関係にも大きな制限が設けられた。騎士学院グランデコルの規約に恋愛を禁じる項目が加わったのもその直後だったという。

「邪推される謂いわれはありません。わたしたちはただのパートナーです」

　ティアナはきっぱり否定する。こんな下らない話、笑い話にしかならない。

（……え）

　ティアナははっと息を吞のんだ。馬鹿馬鹿しいと言いながら、彼女は笑う気になれなかった。どうして真剣に腹を立てているのだろう。

「今後、この話は一いつ切さいしません。そのつもりでいるように」

　動揺を断ち切るように言い、広間の出口へ向かって歩き出す。ニドヘグの台座から遠ざかるに連れて視界が暗くなっていった。うつろな足音が高い天井から跳ね返ってくる。

「一つだけ忠告しておきます、ティアナ様」

　背後からガートルードが言った。

「どんな騎き士しも、最後には人間の相手を選ぶものです」

　一いつ瞬しゆん、足を止めそうになる。ガートルードの声には憂うれいの響ひびきがあった。彼女自身がそのような騎士を大勢見てきたというように。ティアナは振り返ろうとしなかった。ジャンが地上で待ちくたびれているだろう。

（……最後には人間の相手を選ぶ）

　半ば無む意い識しきにその言葉を繰くり返す。

　どんな相手を選ぶかなど、今のジャンは考えていないはずだ。彼の目的は『黒の鉄姫』を倒すこと──万が一、誰だれかを選ぶにしてもずっと先だ。

　騎士学院グランデコルには人間の女性はいないのだから。




　ゆっくりと移動を続ける学院島の上空を、一体の竜りゆうが飛んでいた。

　赤い鱗うろこに覆おおわれた背の上で、小柄な騎士候補が砲剣に弾丸を装そう塡てんしていた。整った顔立ちに風になびく黒髪──二年の「青組」に所属するクリス・キッドマンだった。

　今日きようは騎士学院グランデコルの授業も休みで、他ほかに飛んでいるのは哨しよう戒かいの任に就ついている竜ぐらいのものだ。クリスは騎き竜りゆうのフリデリカに頼んで、空中での射しや撃げき訓練を自主的に行っている。

　頭上に広がった筋状の雲の間からまぶしい光が射さしている。よく晴れた午後で、視界も良好だ。訓練にはもってこいの天気だった。

「……始めるよ」

　フリデリカに呼びかけると、頭の中に返事が聞こえてきた。

『分かったわ』

　クリスはポケットから赤く塗られた木製のボールを取り出す。玉突き遊びに使われるような小振りのものだが、芯しんがくりぬかれていて風船のように軽い。手を放したとたん、気流に乗ってたちまち背後へ遠ざかっていった。

　旋せん回かいするフリデリカの上で、クリスは愛用の砲剣「ファイアーフォックス」の銃口を赤いボールに向ける。精密な遠距離射撃に特化した銃身の長い砲剣だ。

　不安定な竜の背からの射撃は、竜騎士ドラグーンにとって決して欠かすことのできない技能だ。それを維持し続けるために、この空中訓練は正式な騎士たちの間でも広く行われている。この訓練に似た竜騎士ドラグーンたちだけの競技も存在するらしい。

　クリスは基本どおり両目を開けたまま照準を微調整する。たとえ空中であっても、この距離で外すことはまずない。射撃の正確さでは学年トップの実力と評価されていた。

　先日のレガリオン軍との戦せん闘とうでも、この射撃で多くの仲間たちの命を救い表彰された。もちろん、活かつ躍やくしたのは自分たちだけではない。最も戦功を立てたのは「最速の雷らい竜りゆう」ティアナレルドとそのパートナーの──。

（あっ……）

　突然、赤毛の少年の顔が脳裏をよぎった。動揺のせいで人差し指に余計な力がこもり、銃身がわずかに揺れる。

　鋭い銃声が耳を叩たたいた。

　砲剣のボルトを引いて薬やつ莢きようを排出する。目を凝こらすとボールはまだ空中を舞まっていた。弾が当たった様子はない。

『もう、なにやってるのよ、クリス』

　パートナーの声が響ひびく。

『最近、なんか変。具合でも悪いの？』

　フリデリカの言うとおり、このところ実技の授業でもよく的まとを外す。わざわざ休日に自主訓練をしているのもそのためだった。

「具合は悪くないよ」

　クリスは曖あい昧まいに答える。集中できない理由は自分でもよく分からない。ただ、大事な時に学生寮りようで同室のアバディーンの顔がやたらと頭に浮かぶ。今いま頃ごろなにをしているんだろう、などとどうでもいいことが気になってしまう。

「今日きようは戻ろう、フリデリカ」

　クリスは額ひたいににじんだ汗を拭ぬぐった。これ以上続けても成果は上がりそうにない。フリデリカは翼つばさを縮め、首を地面に向けて騎士学院グランデコルに向かって降下を始めた。

　黒い外がい壁へきに囲まれた学院島は、海流に乗って南下し続けていた。弓なりに曲がった目抜き通りを、いつもと同じように島の人々が行き来している。気温が上がっているせいか、半はん袖そでのドレスで歩く女性が目につく。

　住民たちの生活の「場」がまるごと移動している光景はつくづく不思議だ。

（これから、どうなるんだろう）

　と、クリスは心の中でつぶやいた。どこかの南の国に向かっているとしても、その後はどうするのか。レガリオン帝国が騎士学院グランデコルの殲せん滅めつを諦あきらめるとは思えない。移動を続けていてもいずれ攻こう撃げきに晒さらされるだろう。機甲竜ヒユドラ部隊がどこを拠点に出撃したのかすら、未いまだに分かっていない。

　騎士学院グランデコルの門の上を越えたクリスたちは、講堂の屋上へ向かって低空で飛ぶ。ふと、前庭の噴ふん水すいのそばに、一人の男子生徒がいることに気づいた。寝ぐせのある鮮やかな赤い髪。口径の大きな砲剣を腰に提さげている。

　ヴィクトル・アバディーンだ。クリスの口元に喜色が広がった。声をかければ聞こえるかもしれない。

「アバ……」

　校舎から現れた別の人ひと影かげに気づいて、クリスは口をつぐんだ。ふわふわした長い金髪に大きな帽子をかぶった美び貌ぼうの少女。アバディーンのパートナーであるティアナだった。

　はずんだ足取りで噴ふん水すいに向かって駆けていた彼女は、アバディーンが振り返ったとたんに歩調を緩ゆるめた。急いで来たことを悟られたくなかったらしい。ぶすっとした顔つきでなにか言う。アバディーンの方もティアナを指さして言い返す。

　二人は激しく口論しながらも、寄り添ったまま門に向かって歩き出した。

　クリスは振りかけた手を下ろして、フリデリカの背にきちんと座り直す。浮き立った気持ちが噓うそのようにしぼんでいる。アバディーンは最後までクリスに気づかなかった。

『どうしたの？　クリス』

「……今、アバディーンがいた」

『え？　休みの日なのに？　なにやってるのあいつ』

　留年したフリデリカは、アバディーンやティアナと同じ一年の「黒組」に籍せきを置いている。

「さあ……ティアナ様と一緒だったよ」

　クリスは力なく言った。このところ、アバディーンとはあまり話していない。朝はティアナと一緒に学院へ行き、放課後日が落ちるまで一緒に過ごすことが増えたからだ。ティアナの方がなにかと理由を付けて彼のところへ来るらしい。二人が歩いているのを見ると胸がざわつく。少しべたべたしすぎている気もする。

（なにを考えてるんだ）

　恥ずかしさのあまり赤面した。騎き士しと騎き竜りゆうが一緒にいるのは当たり前だ。クリスもフリデリカに求められたらそうするだろう。アバディーンの行動はどこもおかしくない。

　ヴィクトル・アバディーンは、フリデリカ以外で心を許せる唯一の相手だ。レガリオン帝国に家族を殺されたという境遇が似ているだけではない。なにより彼はクリスの秘密を知っている──クリス・キッドマンが女だという秘密を。

　彼女が性別を偽いつわって入学していることを、アバディーンは誰だれにも口外していない。騎士を目指している以上、不正には潔けつ癖ぺきな考えを持っていてもおかしくないのに「きちんと入学試験を受けたのだから」と黙もく認にんしている。

　十日前、レガリオン軍のスパイがティアナを狙そ撃げきし、クリスにその罪をなすりつけようとした時も、彼女を信じて真犯人を見つけ出してくれた。彼がいなければ今いま頃ごろどうなっていたか分からない。

　がくんとつんのめるような衝しよう撃げきに我に返った。フリデリカは講堂の上に着地している。ため息をつきながら、クリスは竜の背から飛び降りた。

（結局、ぼくが幼稚なんだ）

　数少ない「友人」が遠ざかったようで寂しいだけだ。そのうちきっと慣れるはず、と自分に言い聞かせた。

（そういえば、まだちゃんとお礼をしてなかった）

　嫌けん疑ぎを晴らしてくれた礼をすると約束していたのに。がっかりさせるのは嫌いやだと迷っているうちに、日にちが経たってしまった。男として暮らしているが、同じ年とし頃ごろの男の子が贈られて喜ぶものなど見当もつかない。いっそ本人に訊きいた方がいいかもしれない。

「行きましょ、クリス」

　人間の姿に戻ったフリデリカが言う。クリスはうなずいて階段へ歩き出した。

　突然、二人の行く手を遮さえぎるように大きな灰色の竜りゆうが着地する。島の周辺を巡回していた見張りの竜らしい。その背に乗っているのが誰だれか気づいたとたん、クリスはざらりとした不快感を覚えた。あまり話したくない相手だった。

「やあ、キッドマン」

　竜の上から上じよう機き嫌げんな呼びかけが降ってくる。眉まゆに傷のある大柄な騎き士し候補が、一ひと癖くせありげな笑顔を浮かべて地面に降り立った。

「……自主訓練の帰りか？」

　アダマス・バルバートル──騎士学院グランデコルの生徒会長だ。




　　　　４




　クリスは黙だまって「ファイアーフォックス」を背負い直した。どう答えようか迷ううちに、フリデリカがつかみかかりそうな勢いでアダマスに食ってかかった。

「クリスになれなれしく話しかけないでよ卑ひ怯きよう者もの！　自分がなにをしたのか覚えてないの？」

　もともとフリデリカは尊大な生徒会長を快く思っていなかったが、ティアナの暗殺未み遂すい事件を境に見るのも嫌いやな相手に変わったらしい。クリスに嫌疑がかけられた時、大半の生徒たちは彼女を犯人扱いしたが、その雰囲気をあおり立てたのが生徒会だった。特にアダマスはクリスを激しく非ひ難なんし、今すぐ正式に投獄するよう働きかけていたらしい。

「……ぼくは生徒会長として当然のことをしただけだ。恥じるようなことはなにもしていない」

　一いつ瞬しゆん口ごもってから、アダマスは落ち着き払って答えた。

「キッドマンは犯行現場に武器を持って立っていたんだ。誤解されても仕方のない状況だった。先生方もキッドマンを犯人だと思いこんで拘束していたじゃないか。申し訳なかったと思うけれど、ぼくは生徒会長として騎士学院グランデコルの規律維持に努める立場だ。容疑者には厳きびしい態度を取らなければならない……ぼくの対応になにか間違いはあったか？　キッドマン」

　急に水を向けられてクリスは面食らった。確かにスパイが仕掛けた罠わなは、身を隠しながら用意したとは思えないほど大胆で巧妙だった。自分もアダマスの立場に置かれていたら信じたかもしれない。

「……間違いがあったとは思っていないけど」

　信頼してくれとさんざん言っておいて、あまりにもあっさり手のひらを返してきたことが残念なだけだ。つい心の中でアバディーンの態度と比べてしまう──彼はそんなことをしなかった。

「今すぐ信じてくれとは言っていない」

　アダマスはフリデリカを押しのけるように進み出て、クリスの手を握りしめた。

「仕方のない状況だったということを分かってくれればそれでいいんだ」

　反射的に手を振り払いそうになった。プライドの塊かたまりと言っていい生徒会長が、レガリオンからの亡命者である自分にここまで膝ひざを屈する理由が分からない。わざわざ関係を修復せずに無視してもいいはずだ。友人になりたいというだけでは説明のつかない、ねばりつくような執着を感じる。

「クリスに触らないで！　汚けがらわしい。適当なこと言って、またクリスを追いつめるつもりなんでしょ？」

　フリデリカが二人の間に割って入った。汚らわしいとまで言われて、さすがにアダマスの顔色が変わる。底光りのする鋭い目で竜りゆうの少女を見下ろした。オレンジ色の髪を逆立ててフリデリカもにらみ返す。慌ててクリスが口を挟もうとした時、

「あ、あのっ！」

　うわずった声が響ひびき渡った。三人が同時に振り返ると、灰色の髪を三つ編みにし、眼鏡めがねをかけた瘦やせぎすの少女がぶるぶる体を震わせている。自分に視線が集まると真っ赤になってうつむいてしまう。怒っているのではなく緊きん張ちようしているらしい。

「ア、アダマス様を悪く言わないで下さい！　そ、そんな方ではありまぜ……む……」

　途中で舌を嚙かんでしまったらしく、ますます真っ赤になって首を縮こませる。アダマスのパートナーであるソーニャだった。彼と同じく二年の「白組」に属している。いつ人間の姿に戻ったのか、クリスもフリデリカもまったく気づかなかった。

「たっ確かに少し……その、お考えがわ、分かりにくい時もありますけど……ど、どうか信じてさ、差し上げて下さい！」

　クリスは彼女が大声を出したことに啞あ然ぜんとしていた。この騎き竜りゆうがアダマスと行動をともにすることは滅多になく、一緒にいる時も侍女のように付き従っているだけだ。彼女の名すら知らない生徒が大勢いるだろう。無口で影かげのように印象の薄い少女だった。

　とはいえ、アダマスが使っている強力な「氷」の竜ル気ンは、ソーニャが契約によって分け与えたものだ。騎竜としての能力はフリデリカをもしのぐだろう。感情をあらわにした彼女には有無を言わせない迫力がある。

　フリデリカは毒気を抜かれた様子で、アダマスから目を背けた。

「とにかく、あたしが今言ったこと忘れるんじゃないわよ。行こ、クリス」

　取りつくろうように言い、クリスの腕をつかんで歩き出した。

「……もちろん、肝に銘じておくさ」

　薄ら寒いものを感じてクリスは振り返った。アダマスは愛想のいい笑みを貼はりつけて二人を見送っている。胸の内にかすかな不安が芽吹いた。アダマスの示す好意や悪意は極端すぎる。周囲にいる者には想像がつかない、複雑な感情を溜ためこんでいるような気がする。




　ソーニャは激しい動どう悸きを抑えながらクリスたちを見送っていた。緊きん張ちようのあまり今にも気を失いそうだった。フリデリカと違って自分の考えを伝えるのは苦手だが、我慢できずについ口を出してしまった。少しはアダマスの役に立てたかもしれない。

　しかし、アダマスと目が合ったとたんに誇らしい気持ちはたちまち萎しぼんでいった。彼は感情のない目でソーニャを凝ぎよう視ししている。クリスたちに見せていた笑顔など微み塵じんも浮かべていない。

「誰だれがお前に弁べん護ごを頼んだ？」

　アダマスが冷たく言った。

「このぼくがお前の助け船を欲しがっているように見えたのか？　ふざけるのもいい加減にしろ」

　胸一杯に後悔が広がっていく。また失敗したんだわ、と彼女は思った。悪いのは自分だ。

「も、申し訳ありませんでした。あの、わたし……さ、差し出がましいことを言いました」

「これからは気を付けろ」

　刺とげ々とげしい言葉を浴びながら、ソーニャは深く頭を下げた。太い三つ編みがゆらゆらと揺れる。アダマス・バルバートルの言葉は彼女にとって唯一無二のルールだ。

　ソーニャは竜りゆう帝ていの側近を輩はい出しゆつした名門の家系に生まれた。幼い頃ころから騎き竜りゆうとしての素質があると言われ続けてきたが、騎士学院グランデコルに入学してからの成績はずっと下位だった。特に実技ではいつも失敗ばかりだ。内気で人見知りの激しい彼女は、他者の前では思うように実力を発揮できなかった。

「凡ぼん庸ような者どもに後れを取り、我らが一族の面目をつぶすつもりか」

　竜帝国シヤンバラの故郷へ戻った折、親族たちから一いつ斉せいに責め立てられた。期待に応こたえられないプレッシャーが重くのしかかり、それが新しい失敗を生む。泥沼に沈んでいくような日々を送る彼女に近づいてきたのが、同じ組にいたアダマスだった。

「ぼくと契約しろ、ソーニャ」

　口を利いたのはそれが初めてだった。騎き士しの方から契約を申し出るのは不作法だとされているが、アダマスはまるで気にしていなかった。傲ごう慢まんとしか言いようのない態度に、ソーニャはなにも反応できなかった。完全に気を吞のまれていた。

「お前はぼくのパートナーになるべき竜だ」

　その言葉は天啓のように彼女の全身を貫いた。今まで素質を評価されたことはあっても、誰だれかに必要とされたことは一度もない。アダマス・バルバートルが運命の相手であることを彼女は直感した。すべてが収まる場所にぴたりと収まった気分だった。

　契約を結んで以来、ソーニャはアダマスの指示に沿った生活を送るようになった。一日のスケジュールから予習復習のやり方に至るまで、一方的に申し渡されたのだった。しかし、彼女は不満を感じなかった。自分の行動を自分で決めるより、判断を委ゆだねる方がずっと楽だった。

　みるみるうちにソーニャの成績は上がり始めた。アダマスと一緒に受ける実技の試験では、学年トップの点数を収めることができた。自分に才能があると実感したのは生まれて初めてだった。アダマスへの信仰に近い忠誠心は否いや応おうなく強まった。

　もちろん、ソーニャはアダマスの意図を察している。入学以来、彼は自分の手足になる騎き竜りゆうを探していた。強い竜ル気ンを持ち、騎竜としての素質に恵まれているが、決して逆らうことなく黙もく々もくと付き従う都合のいいパートナー──彼女はその条件に合致しただけだ。

　それでもソーニャは満足していた。もし彼が現れなければ、自分はパートナーも持てず、なにもできないまま終わっていた。すべてを変えてくれたのはアダマスだった。

（この人の役に立とう）

　彼女はアダマスに心酔していた。いつも後をついて歩きたかったが、契約したての頃ころに鬱うつ陶とうしいと叱しかられてから我慢している。その代わり、アダマスのしていることをいつも遠くからこっそり眺めていた。必要ならすぐ飛んでいけるように。

　ティアナが狙そ撃げきされた日の午後、ソーニャは図書館裏にある倉庫のかげに立っていた。図書館にアダマスがいるのを知っていたので、窓の外からこっそり彼の姿を捜していたのだ。生徒たちがほとんど足を踏み入れない場所で、あたりには他ほかに誰だれもいなかった。

　奇妙なことが起こったのはその時だった。アダマスが裏口の扉から人目を忍ぶように出てきたのだ。彼はソーニャに気づかずに講堂の方へ走っていった。自分の砲剣とは別に、細長い武器のケースを抱えていた。後から思えば、クリス・キッドマンのいつも背負っている砲剣に似ていた。

（どうして、アダマス様が……？）

　侵入していたレガリオン帝国のスパイがクリスの砲剣を盗み出し、講堂の屋上からティアナを狙撃した、それが暗殺未み遂すい事件の概要だ。誰もがそう思っている。しかし、考えてみればスパイ自身は自白していないし、狙撃した瞬しゆん間かんを見た者がいるわけでもない。他の者が犯人の可能性もある。

（そんな、まさか）

　彼女は自分に言い聞かせる。アダマスの不可解な行動には、なにか深いわけがあるのだろう。万が一、アダマスが罪を犯していたとしても、自分のやるべきことは変わらない。パートナーとして彼を支え、どこまでもついていくのだ。

「なにをぼんやりしている！　報告に行くぞ」

　アダマスの叱しつ責せきが飛んできた。哨しよう戒かいの任を終えた生徒は、学院長のガートルードに報告する義務になっている。

「は、はい」

　ソーニャは後について歩き出す。ここ最近、彼はいつも不ふ機き嫌げんだ。以前よりも情緒不安定になっているようだった。

「……いちいちぼくの足を引っ張るな」

「はい……申し訳ありません」

　苛いら立だちの原因はきっとヴィクトル・アバディーンだ。レガリオン軍の襲しゆう撃げきから島を守りきったのは彼とティアナだと言われている。アダマスは戦せん闘とうの終わりにかろうじて参戦しただけで、大した活かつ躍やくもできずに終わってしまった。

　このところ騎士学院グランデコルでのアダマスの影かげは薄い。哨戒のような地味な任務にも率先して当たり、生徒会長として誰だれよりも熱心に働いているのに、生徒たちはあまり注目しようとしない。

　エリート然とした生徒会長への反発もあるのだろう。特に「黒組」を中心とした成績不良の生徒たちの中に、アダマスと仲が悪いアバディーンをむやみに持ち上げる向きがある。「生徒会長は肝心な時になにもできない」などと陰口を叩たたく者も現れていた。

　ソーニャはパートナー同様、ヴィクトル・アバディーンを嫌きらっていた。いくら「ペイルライダー」の使い手とはいえ、どうしてティアナがあんな頭の悪そうな下品な人間と契約する気になったのか理解できない。アダマスにも失礼な物言いばかりしている。

（……いなくなればいいのに）

　表向きはアダマスも自制しているようだが、内心では同じことを考えていると思う。

　不意にソーニャはアダマスの背中にこつんと額ひたいをぶつけた。いつのまにか彼は立ち止まって空を見上げていた。

「も、申し訳ありません」

　慌てて飛びのきながら頭を下げた。触れてしまった額が熱くなっている気がする。もっと謝あやまるべきかもじもじしながら迷っていると、アダマスがくるりと振り返った。

「もっと下がれ！」

　鞭むち打うつような鋭い声に、ソーニャは棒立ちになった。自分とぶつかって嬉うれしいはずがないだろうが、ここまで厳きびしく叱しつ責せきされるとは思っていなかった。

「は……はい」

　暗い気持ちで後ずさりしようとした時、アダマスは一いつ足そく飛とびにソーニャとの距離を縮めた。

「え？」

「危ないと言ってるんだ！　馬ば鹿かが！」

　アダマスは覆おおいかぶさるようにソーニャの両肩を突き飛ばす。思わず尻しりもちをついた彼女の前に、漆しつ黒こくの大きな竜りゆうが隕いん石せきのように落下してくる。小石混じりの風がぶわっと彼女の三つ編みを揺らした。

（機甲竜ヒユドラ？……じゃ、ない）

　光こう沢たくのある鱗うろこに覆おおわれた、正真正銘の黒こく竜りゆうだった。騎士学院グランデコルの生徒にも教官にもこのような竜はいない。

　上空にはアダマスたちと交替した騎き士し候補たちが哨しよう戒かい中ちゆうだ。彼らに見つかることなく着陸するには、よほどの高々度から凄すさまじい速さで落ちて来るしかない。どうやら只ただ者ものではなさそうだった。

　黒い竜の全身からまばゆい光が放たれる。尾や翼つばさが溶けるように失うせて、人間の姿へと変化していった。

「驚おどろかせてしまって申し訳なかったの」

　ソーニャは驚いた。しわがれた男性の声だったからだ。光が消えた後には、濃い色の背広と折り目のついたズボンを身に着け、つばの広い帽子をかぶった老人が立っていた。引退した教師か老学者といった風ふ情ぜいだった。

「久しぶりに空を飛んだもので、着地をやりそこなってしまったよ。怪け我がはなかったかな？　若いお嬢じようさん」

　老人は身を屈かがめてソーニャの顔を覗のぞきこむ。顔にも首筋にも深い皺しわが刻まれているが、身のこなしは軽やかだ。

（……雄おすの、竜）

　雄の竜は竜帝国シヤンバラでも数少ない。生まれる子供の多くは雌めすだからだ。大たい抵ていの雄は一族の家長として、複数の妻に囲まれながら静かに一生を過ごす。竜騎士ドラグーンと契約するどころか、生涯竜帝国シヤンバラから出ずに終わる者も少なくない。海ユ洋ニ連オ合ンのど真ん中に現れるのは珍しいことだった。

「何者だ、お前は」

　アダマスが腰の砲剣を抜いて構えている。老人はつかみどころのない穏おだやかな目でアダマスを眺めた。

「坊ぼつちゃんは騎士学院グランデコルの騎士候補かな」

「ぼっ……？」

　幼児に呼びかけるような物言いに、アダマスは面食らった様子だった。老人は砲剣をまったく意に介していない。自分の家にいるように落ち着き払っている。

「わしらはウルス公国からの使節だ。ナジム・アル＝ウルス大公より、ガートルード学院長への伝言をお持ちした」

　ソーニャははっとした。ウルス公国と言えば、赤道に位置する小国だ。海ユ洋ニ連オ合ンで最も長い歴史を持ち、工業と貿易で栄えていると聞く。この老人はウルス大公に仕えているに違いない。

「……それは失礼した」

　アダマスは砲剣の切っ先を地面に下ろした。しかし、まだ腰に収めようとはしない。完全に相手を信用しているわけではないのだ。

「『わしら』ということは、他ほかに使節もおられるのか？」

　老人の眉まゆが困惑したように寄った。かすかなため息が口から洩もれる。

「……いや、いささか事情があってな。騎士学院グランデコルに参ったのはわし一人だ」

「事情というのは？」

　重ねて問いただすと、老人は穏おだやかに微ほほ笑えんだ。察して欲しいという風にも、そんなことも分からないのかという失笑にも受け取れた。アダマスは気を吞のまれたように口をつぐむ。

「とにかく、まずは学院長に取り次いでもらえんか？　グングニルが来たと知れば、会うと言うだろうよ」




　　　　５




　学院長室は島全体を見下ろせる塔の中にある。

　地下から戻ってきたガートルードが扉を開けて入っていくと、窓まど際ぎわに立っていた老人が振り返った。学院長室に通されていたグングニルだった。

「お久しぶり、お嬢じようさん」

　軽く帽子を脱いで挨あい拶さつした。なでつけた銀髪の間から、太い角が見える。

「もう少女ではありません、グングニル様」

　ガートルードはにこりともせずに答える。そう呼ばれるのにふさわしかったのはもうはるか昔のことだ。この老人と最後に会ったのは四十年以上も前──先々代のウルス大公の使者として、グングニルが竜帝国シヤンバラの首都を訪れた時だ。当時のガートルードは竜りゆう帝ていアレクシスの側近だった。

「ついこの前会ったばかりだと思っていたのだがな……お前さんもわしとは違う時の流れに身を置いておる」

　グングニルは寂しげに微笑んだ。この老人が何歳なのか、ガートルードは正確に知らない。竜の雄おすは雌めすよりもはるかに長い年月を生きるが、年齢を尋ねることは不作法とされている。以前会った時には今とほとんど同じ姿の老人だった。少なくとも三百年、ひょっとすると五百年以上生きているかもしれない。竜族の中でも並外れた長命を保っていた。

　竜の皇族に連なる血筋であり、竜帝国シヤンバラでさまざまな要職に就ついてきたグングニルだが、百年ほど前に祖国を出てからはウルス公国の宰さい相しようとして過ごしている。実質的にウルス公国を治めているのがこの老竜であることは間違いなかった。

「それで、お前さんからの手紙に書いてあったことは本当なのかね？」

　と、グングニルは言った。

「本気でわが国と軍事同盟を結びたいのか？」

「ええ、レガリオン軍が騎士学院グランデコルを放置しておくとは思えません。あなた方の力をお借りしたいのです」

　島を動かす直前、彼女はウルス大公あてに同盟締てい結けつを申しこむ親書を送っていた。いずれまた騎士学院グランデコルは戦火に見み舞まわれるだろう。今の生徒たちだけではこの島を守りきることはできない。かといって海ユ洋ニ連オ合ン本部に竜騎士ドラグーンの派遣を要請するわけにはいかなかった。すでに海ユ洋ニ連オ合ン直属の騎き士したちは、レガリオン帝国に領海を接する島々を警けい護ごするために辺境に散っている。騎士学院グランデコルに兵力を割けば、軍隊もろくに持たない島々の守りが薄くなる。

　現在の海ユ洋ニ連オ合ン加盟国で、自国軍に強力な竜騎士ドラグーン部隊を擁ようしているのはウルス公国だけだ。他ほかの国の竜騎士ドラグーンたちは、ほとんどがアバディーン戦せん役えきで死亡や引退に追いこまれ、新たな人員も育っていない。

「しかし、わが国の守りにも竜騎士ドラグーンは必要でな」

　老人は苦笑しながらあごを撫なでた。

「危険は承知しています。これは取り引きです」

　ガートルードは回り道をせずにはっきりと言った。腹の探り合いなどするつもりはなかった。どうせこの老人には生なま半はん可かな交渉術など通用しない。

「わたしたちに協力していただければ、この島で増産中の竜りゆう鱗りんの武具をすべて無償で提供します。この島の砲剣鍛か冶じたちに伝わる竜鱗加工技術も公開しましょう」

　グングニルの目が軽く見開かれた。老齢の竜の体から排出される竜鱗は貴重な素材で、鋼鉄をしのぐ硬度と竜ル気ンを蓄たくわえる性質を有している。竜帝国シヤンバラは竜鱗を騎士学院グランデコルだけに輸出している。この島の商人たちはそれを素材のまま、あるいは武具に加工して他国に販売していた。

　確実に外貨を得られる産業のおかげで、騎士学院グランデコルは諸国からの資金援助を必要としない。教育機関としての独立性を保つために与えられた特権と言われている。

「竜鱗の武具をウルスでも作れるようになれば、お前さんたちが困るんじゃないかね？　わしらは潤うるおう代わりに、この島の武具が売れにくくなるだろう」

　竜鱗の加工には特別な技術が要る。素材の供給に事欠かないこの島の職人たちは、古くから卓越した技術を誇ってきた。それを門外不出にすることで、歴代の学院長たちは島の産業を守り続けてきたのだ。島民の出入りを厳きびしく制限しているのも、元々はそういう事情からだった。

「そんな小事に関かかわっている時ではありません。この島が陥落すればどうせ技術など失われるのです。一人でも多くの騎士に、より優すぐれた武具が行き渡ることの方が重要でしょう」

　今にして思えば、レガリオン軍による襲しゆう撃げきには、工房を破は壊かいする目的もあったのかもしれない。新たな騎士と新たな武具を生み出す拠点を同時に消すことができる。

「ふむ……」

　考えこむグングニルを、ガートルードは無言で観察した。宰さい相しようが使節として送りこまれてきた以上、ウルス大公はこの同盟に前向きだと考えるべきだ。しかし、ガートルードは一抹の不安を禁じ得なかった。アル＝ウルス大公家の人間に常じよう識しきが通用するか分からないからだ。

「ウルス大公の考えをお聞かせ願えますか。伝言をお持ちなのでしょう」

「その話なのだがな……どうか驚おどろかずに聞いて欲しい」

「どうぞ」

「ナジム様はお前さんに会いたいとおっしゃっておる。学院島がわが国に接岸しても一向に構わぬそうだ」

「同盟についてはなんと？」

「なんともおっしゃっておらん」

　ガートルードは拍子抜けした。直接会ってこちらの出方を知った上で結論を出すつもりなのだろう。為い政せい者しやとして自然な対応だ。一体、今の話のどこに驚く要素があるのだろう。

「ただ、お前さんに必ず訊きいておいてくれと頼まれたことがある……どんなゲームで勝負したいか、とな」

「は？」

　ガートルードは思わず聞き返した。

「いつも同じ相手と遊んでばかりでつまらん、新しい相手なら誰だれでも歓迎する、だそうだ。同盟の話などする暇もなかったよ……お前さんも知っとるだろうが、あの方は『勝負師大公』だからな」

　ふう、とグングニルは大げさにため息をついた。

　ウルス公国は竜りゆうと人との契約が初めて成立し、海ユ洋ニ連オ合ンが設立された由緒正しい土地だ。しかし、国を治める大公家の男たちは代々遊びほうけてばかりだった。とにかく勝負と名の付くことが大好きで、国政にはほとんど興味を示さない。特に今のナジムは「勝負師大公」などと自称するほどで、その常じよう識しき外れの行動は各国の地位ある人々からしばしば非ひ難なんされている。ここ数年は「クズ大公」とまで呼ばれるようになっている。

　原因はアバディーン戦せん役えき時のナジムの言動にあった。バルバートル王国にある海ユ洋ニ連オ合ン本部で、アバディーン王国奪回のために首脳会議が行われたのだが、いつもは国政をグングニルに任せきりのナジムが珍しく姿を現した。爆ばく撃げきで死亡したアバディーン国王マキシムと若い頃ころから親交があったので、奪回に積極的なのだろうと誰もが思いこんでいたが、会議が始まってから驚きよう愕がくさせられた。

　一いつ切さいの援軍を送らない、戦費も支払わないとナジムが涼しい顔で言いきったからだ。古くからの顔なじみを失ったのは残念だが、俺おれは自分が楽しめない勝負に金も人も一切注ぎこむつもりはない、と。グングニルを寄よ越こさず自らが出席したのは、勝手に援軍を出しかねないことを心配したからだという。

　むろん囂ごう々ごうたる非ひ難なんがナジムに浴びせられ、ウルス公国を海ユ洋ニ連オ合ンから除名しようという動きすらあった。しかし、赤道近辺を流れる二つの海流の間に位置するウルス島は、海ユ洋ニ連オ合ンの南方地域の貿易の中心地だ。大きな経済力と軍事力を維持しているこの国が、万が一レガリオン帝国側に寝返ったらたまらないという危き惧ぐがあったのだろう。宰さい相しようグングニルの必死の外交も功を奏し、いつしかうやむやになってしまった。

「本当にウルス大公は、わたしを遊び相手としてしか考えていないのですか」

「うむ……そうだな。ナジム様は過去のウルス大公と比べても特に自由奔ほん放ぽうな方だ。少しは他ほかのことも考えておるかもしれんが……しかし……」

　グングニルは言葉を濁にごして腕組みをする。

　ガートルードはナジムの評判をどこまで額がく面めんどおりに受け取るべきか迷っていた。それなりの事情があるとはいえ、単なる「クズ大公」にグングニルが仕つかえ続けていることには違和感がある。かといって演技だとすると、わざわざ自分を貶おとしめる理由が分からなかった。

「お前さん、なにかゲームはできんか？　札遊びでもサイコロ遊びでもなんでも構わんのだが」

「いいえ」

　うんざりしながらガートルードは答えた。幼い頃ころから宮きゆう城じよう勤めだった彼女は、賭かけ事ごとをするどころか遊んだ記憶すらほとんどない。

「そうか……ナジム様はお前さんのように真ま面じ目めで頭のいい相手を好まん。会談を円滑に進めたければ、誰だれか脳天気なバカを伴っていった方がよかろう。わが国はちょうど竜りゆう人じん約やく祭さいの季節でもあるのでな」

　竜人約祭は世界でもウルス公国にしかない祭りだ。太古の昔、竜りゆう族ぞくが人間たちの前に出現し、世界の秩序を守ると約束したことを祝って毎年行われ続けている。アル＝ウルス大公家の遊び好きを反映してか、国を挙げてひたすら馬ば鹿か騒さわぎを繰くり広げるらしい。

「……考えておきましょう」

　大公が頼りにならない相手だとしても、このままウルス公国へ赴おもむく以外に方法はない。今の状況で騎士学院グランデコルの助けとなりうる国は他ほかになかった。

「ところで、使節はグングニル様お一人ではないそうですね」

　ふと、ガートルードはアダマス・バルバートルの報告を思い出して言った。他にも随ずい行こう者しやがいるような口ぶりだったらしい。

「うむ。実のところ、わしは副使に過ぎん。正使は他におられるのだが……」

　ガートルードは驚おどろいた。宰さい相しようが副使ということは、それ以上の地位にいる者が正使に選ばれたことになる。大公に準じるほどの重要人物──一人しか思い当たらなかった。

「今、どちらにいらっしゃるのですか？」

　グングニルは肩をすくめた。

「なにぶん気まぐれな性格でな。この島のどこかへ勝手に降りてしまったよ……なんでも、許婚いいなずけに会いたいそうだ」
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　ジャン・アバディーンは腹を空かせていた。

　今朝は朝食の合図の鐘かねでも目を覚まさずに寝坊してしまった。普段なら起こしてくれるクリス・キッドマンは、自主訓練で朝早く出かけていた。ティアナとの待ち合わせの時間が迫っていたので騎士学院グランデコルへ行ったのだが、彼女と学院長の話し合いは思ったよりも長引き、姿を現した時には正午をとっくに過ぎていた。

「……結局、朝からなにも食ってねえんだよ」

　胃袋を押さえながら、ジャンは力なく言う。猛烈な空腹で足までもつれそうだ。

「それはもう聞きました」

　ティアナは彼の隣となりを歩いている。二人は騎士学院グランデコルの門を出て、商店の集まる坂道へ向かっている。

「わたしも昼食を取っていません。どこかの店に入りましょうか」

「そうだな……なんか食いたいもんあるか？」

「あなたの好きなもので結構です」

　ジャンは思わずティアナの横顔を見た。彼女が他人に譲ゆずるのは珍しい。食事のことではなおさらだ。見た目によらずよく食べるし、味にもうるさい。

「じゃあ、ガレットの店でいいか？　シチューが食いたかったんだ」

　そう言っただけで舌に味が蘇よみがえってくる。骨付き肉と野菜をとろとろに煮込んだ香草シチューは、この島の名物料理だった。

「いいです」

　素そっ気けなくティアナは答えた。やっぱり態度がおかしい。こっちの目をまったく見ようとしないし、ジャンから微妙に距離を置いて歩いている。

　昨日きのうの夕方まではいつもと変わらなかった。とすると、原因は一つしか思いつかない。

「学院長となんかあったか？　さっきなんか言われたとか」

　ティアナの肩がびくっと震えた。

「……い、いいえ、別に。どうでもいい話でした！」

　心持ち顔を赤くして答える。なにをむきになっているのか知らないが、話したくないということだけは伝わってきた。こういう時にしつこく訊きいても彼女は答えない。

　学院島の目抜き通りに入ると、武具工房の集まる区域にさしかかる。どの工房の煙突からも炭を燃やす黒煙が噴ふき出している。職人たちはガートルードの指示で一いつ斉せいに武具の増産にかかっていた。ジャンの持つ「ペイルライダー」を作ったラフエッジもこのところずっと工房にこもりきりだ。

（……あれ？）

　そのラフエッジ工房の扉を開けて、眼鏡めがねをかけた黒い服の女が出てくる。外見は二十代というところで、瑠る璃り色の髪を高く結ゆい上げている。ジャンの在ざい籍せきする「黒組」の実技教官マグノリアだ。彼女はすぐ二人に気づいた。

「おお、誰だれかと思えばアバディーンのクズか。なにをこんなところでダラダラ息している？」

　ジャンは顔をしかめた。息ぐらいさせて欲しい。優秀な教官なのは確かだが、やたらと口が悪く指し導どうも厳きびしい。逆らえる生徒はいなかった。

「先生こそこんなとこでなにやってるんですか」

　竜りゆう鱗りんの武具はあくまで人間のためのもので、竜りゆう族ぞくのマグノリアは工房に縁えんがないはずだ。

「ん？　ああ、いや」

　彼女はラフエッジ工房の方をちらっと振り返った。

「さっきよそ者がこのあたりに入りこんだと小耳に挟んだんでな。見た者はいないか聞いて回っていたところだ。お前たちは見ていないか？　ウルス人らしいという話だが」

「え？　さあ……どこから入りこんだんですか？」

　外国人が入りこむなど考えられなかった。レガリオン軍の襲しゆう撃げき以来、生徒たちが交替で空や海を見張っている。今、港にも外国の船は来ていない。

「知らん。当人に訊きくしかないだろう。とにかく見ていないんだな？」

「俺おれは見てないけど……」

　ジャンはティアナの顔を見た。彼女も黙だまって首を横に振る。

「そうか。一応、怪しい奴やつがいないか注意しておけ……ティアナ様もよろしいですか？」

「はい」

　マグノリアは二人に背を向けて、狭い路地に姿を消した。ジャンはあたりを見回す。坂道のどこにも外国人など見当たらなかった。本当にそんな人間が島の中にいるのだろうか。

「ウルスといえば、赤道近くの小国でしたね」

　と、ティアナが言った。ジャンもウルス公国のことは多少知っていた。兄のヴィクトルが教えてくれたことがある。大公が父の古い友人だとか、アバディーンよりも小さな国だが貿易が盛んだとか、年に一度なんとかという祭りが開かれるとか。他ほかにも確か──。

「竜の血を引く人間が住んでるんだってな」

「な、なんの話ですか突然」

「俺もよく知らねえけど、前にそう聞いたんだ。すごく昔に竜と人が結婚して、その子孫がまだウルスにいるって……」

「聞いたことありません、そんな話！」

　いきなりティアナは声を張り上げた。

「確かに五十年ほど前までは、その……け、結婚する者もいたそうですけど、その子孫たちも竜帝国シヤンバラに移住したと聞いています。人間の国には一人も残らなかったはずですよ」

　強く言われるとジャンも自信がなかった。兄さんは物もの識しりだなと思いながら聞き流していたので、ひょっとすると記憶違いかもしれない。なにしろもう何年も前の話だ。

　ふと、突き刺さるような視線を頰ほおに感じた。ティアナが上うわ目め遣づかいにジャンの顔を見つめている。

「な、なんだよ」

「人間と竜りゆうの結婚に興味があるのですか？」

　問いつめるような口調にジャンは戸惑った。ティアナは「人間と竜の結婚」にやたらと反応している。ひょっとすると竜族にとっては下品な話題なのかもしれない。

「いや、全然。そういう話を聞いただけだって」

　気を遣ったつもりできっぱり言いきると、ティアナは力が抜けたように「はあ」とため息をついた。

「……そんなことだろうと思いました」

「は？　なに言ってんだお前」

「うるさいですね。行きますよ！」

　彼女は怒ったようにすたすた歩き出してしまう。いつにも増してなにを考えているか分からない。仕方なくジャンは後を追った。




　緩ゆるいカーブを描く下り坂の途中にガレット料理店がある。鋳ちゆう鉄てつでできた看板が見え始めたあたりで、ジャンの足がぱたっと止まった。とうに昼食の時間は過ぎているのに、通りにせり出したバルコニーまで人だかりができている。この島では一番広い食堂で、混んではいても満席になることなど滅多にないのだが。

「すぐに食えそうもないな、あれじゃ」

　ジャンは運の悪さを呪のろった。名物料理人のガレットが作ったシチューを胃袋が身もだえしながら待ち受けている。他ほかになにを食べるか考えるだけでも面倒だが、席が空くのを待っているのはもっと嫌いやだった。とにかく腹が減っているのだ。

「どうする？　どこか他のとこに……」

「ちょっと待って……店が混んでるわけではないみたいです」

　と、ティアナが料理店のバルコニーを指さした。布のひさしの下にはいくつかテーブルが並んでいて、そこで通りを眺めながら食事することもできる。人々は食堂の入り口ではなく、バルコニーのテーブルを遠巻きにしているようだった。

　ジャンとティアナは食堂に近づいていった。よく見るとバルコニーを囲んでいるのはジャンと同じ制服姿の男子生徒がほとんどだった。騎士学院グランデコルの規約で休日の外出も制服の着用が義務づけられている。ブレザーの肩と肩の間からバルコニーを覗のぞきこむと、テーブルの前に一人の少女が腰を下ろしていた。

（な、なんだあれ……）

　南方の生まれらしく濃い褐かつ色しよくの肌の持ち主で、それより明るい色の長い髪を後ろで束たばねている。下半身は足首まである派手な色の長いスカートだが、上半身は飾りのついた布で胸のあたりを覆おおっているだけだ。薄いベールを肩にかけているものの、引きしまった細い腕や腰があらわになっている。

　卵形の小顔にくりっとした黒目がちの瞳ひとみが際きわ立だっていて、人気急上昇中の踊り子といった趣おもむきだ。どう見てもこの島の人間ではない。音楽が始まれば今にも立ち上がってステップを踏みそうだった。

　彼女は椅い子すに腰かけて、澄すました顔でカップを傾けている。周囲に集まっている野次馬たちは、呆ほうけたように口を開けてそれを眺めていた。カップを置いて周囲に微ほほ笑えみかけると、皆釣りこまれたように笑顔になった。口笛を吹く者までいる。明らかに不審人物だが、誰だれも不審には思っていないらしい──。
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　突然、ジャンの耳がぎゅっと引っ張られる。

「いてっ。なにすんだよ？」

　ティアナは怒りのこもった目でジャンをにらみつけている。

「口元が緩ゆるんでいますよ。みっともない」

　ジャンははっとして口を覆おおう。つい自分も空腹を忘れて見とれてしまっていた。

「なにをぼんやりしているのですか？　彼女はウルス人です」

「あ、そっか」

　ついさっきマグノリアから話を聞いたばかりだ。どこからか学院島に入りこんだというウルス人。まさかこんな目立つ場所に堂々と座っているとは思わなかった。

「ど、どうする……？」

　小声でティアナに尋ねる。

「とにかく、彼女から事情を聞いて……」

「あ、あのー」

　裏返ったような声が聞こえた。野次馬の一人がバルコニーに上がって話しかけていた。がっちりした体つきの髪の短い少年だ。顔には見覚えがある。確か白組の生徒だったと思う。

「君、どこからここに来たの？」

　勇気を振り絞ったのだろうが、少女の興味を引くことはできなかった。彼女はちらりと彼の顔を一いち瞥べつすると、無言で南の方角を指さした。ジャンたちに見えるのは黒い外がい壁へきだけだ。なおも少年が話しかけようとした時、突然彼女の顔色が変わった。

「ちょっと、そこの赤毛の君！」

　少女はカップを置いて叫んだ。誰だれだろう、と思って周囲を見回したが、髪の毛が赤いのはジャン一人だった。

「……え？　俺おれ？」

「そう君！　ヴィクトル・アバディーンでしょ？　久しぶり！」

　彼女はジャンに向かって大きく手を振った。氷の矢のような視線が四方から突き刺さる。アバディーンの知り合いかよ、またあいつか、死ねばいいのに、といったつぶやきが周囲から聞こえた。彼女に話しかけていた白組の男子は憎々しげに舌打ちをしている。

「わたしわたし！　憶おぼえてるよね？」

「……知り合いですか？」

　耳元でぼそっとティアナがささやきかけてくる。彼女の声が一番冷ややかだ。ジャンは無言で首を横に振る。どう見ても初対面の相手だった。

　面食らっているジャンに向かって、彼女はじれったそうに叫んだ。

「ほらわたし！　サラ・アル＝ウルスだよ！」

　その場にいた全員が凍りついた。国名を姓に持つということは、ウルス大公と血の繫つながりを持つということだ。つまりは──。

「ウルスの公女のサラだってば。あと許嫁いいなずけ。父とう様の使いでここまで来たんだけど、宰さい相しようのじい様に用事を任せて遊びに来ちゃった。このあたりは外にいてもあまり暑くないね……あ、でもそのうちもっと暑くなっちゃうか。島ごと南へ動いてるんだもんね。わたしとここに座ってお茶でも飲も。それともなにか食べる？　この店のお茶おいしいんだよ。わたしが今飲んでたのはねー……」

「ちょっと待って下さい……今なんと言いましたか？」

　いつまでも止まらない公女の言葉をティアナが遮さえぎった。カップの中身を見せようとしていたサラは、宙を見ながら考えこんだ。

「『この店のお茶おいしいんだよ』……？」

「そこはどうでもいいです！　もっと重要なことです」

　なんか言ったっけ、とジャンは思った。早口だったので聞き逃してしまった。分かったのはサラがおしゃべりだということだけだ。

「えっと……『外にいてもあまり暑くないね』？」

「違います！　もっと前」

「『宰さい相しようのじいさまに……』」

「いい加減にしなさい！　わざとですか」

　ティアナは吐き捨てるように言った。

「今、『許嫁いいなずけ』と言ったでしょう？」

　そういえばそんなことを言っていた──大公の娘ならどこかの王族や貴族との結婚が決まっていてもおかしくない。一体、誰だれと婚約しているのだろう。

「うん、言った言った。さすがにそれは憶おぼえてるよ、ねー？」

　サラはなぜかジャンに向かって首をかしげた。思わずごくりとつばを吞のみこむ。まさか、という疑念が胸の中に広がっていった。

「だ、誰の許嫁ですか……？」

「そんなの決まってるでしょ」

　ティアナの問いに、サラは椅い子すから立ち上がって胸を反らせた。小ぶりだが丸みを帯びたバストが薄布越しに強調される。

「わたしはヴィクトル・アバディーンの許嫁！　……でさ、そう質問する君はどこの誰なのかな？」
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「……さっきはどこの誰とか言ってごめんごめん」

　ジャンたちが料理の注文を終えてから、サラは笑顔でティアナに片目をつぶってみせた。

「竜りゆうの皇女はすごく速くて強いって聞いてたから、もっとごつくて大きくて怖そうなのを想像してたんだ……君みたいにちんまりしたお人形さんみたいな子だなんて思ってなかったよ」

　ジャンたちは食堂内の丸テーブルに移っていた。外の騒さわぎを聞きつけた店主のガレットが、これ以上人目につかないようにと三人を建物の中へ通し、糖とう蜜みつ入りの紅茶までサービスしてくれていた。

　ただ、その気き遣づかいにあまり効果はなかった。外にいた野次馬たちは広い食堂の中にそのまま移動し、周囲のテーブルで聞き耳を立てているからだ。いや、さっきより数が増えている気がする。きっと噂うわさを聞きつけた連中がどんどん集まってきているのだろう。

「いえ、別に怒ってませんから」

　と、ティアナが仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。言葉と表情がまるで一致していないが、サラは気にした様子もなくにっこりと白い歯を見せた。

　ふと、近くの丸テーブルによく知っている少年が交じっていることに気づいた。栗色の髪にひょろりと瘦やせた体。同じ一年の「黒組」に在ざい籍せきするカジカ・サカイだった。

　ジャンはがっくりと肩を落とす。カジカはこういう騒さわぎがなにより好きだ。これで確実に明日──いや今日きよう中じゆうに「ヴィクトル・アバディーンに許嫁いいなずけが会いに来た」という噂が尾ひれつきで広まるだろう。今から休日明けが憂ゆう鬱うつだった。

「それでさ、ヴィクトルは」

　サラは椅い子すごとジャンの方に向きを変える。呼び捨てかよ、と思った──いや、ヴィクトルの「許嫁」という話が本当なら別におかしくはないのだけど。

「本っ当にわたしのこと憶おぼえてないの？」

　よく見ろと言わんばかりに身を乗り出して、息がかかるほど顔を近づけてくる。南国の花のような甘い肌の香りに、ジャンの体が硬直した。

「あー、うん……わ、悪いけど……」

「彼はアバディーン戦せん役えき以降、昔の記憶が混乱しているのです。そんな風にべたべたしてもあなたの顔など思い出しませんよ」

　ティアナが刺とげ々とげしい声で言う。さっきよりもさらに不ふ機き嫌げんそうだった。

「そうなんだ……大変だったんだもんね。それもしょうがないか」

　サラは残念そうに顔を引く。しかし、いつのまにかすぐ隣となりの席に移ってきていた。体をジャンに向けているせいか、膝ひざが彼の太ももに押しつけられている。ちゃんと話そうにも気になって集中できない。

「一体どういうことなのですか？　あなたが彼の……その、許嫁というのは」

　むすっとした顔でティアナが質問する。サラは腕組みをしながら天井を見上げた。店にいる全員が彼女を見守っていると、

「決まったのは四年くらい前だったかなあ」

　と、おもむろに語り始めた。

「バルバートル王国で今の王様の即位式があってね、わたしも父とう様に連れられて出席したんだ……君もアバディーンの王様と一緒に来てたんだよ。それは憶えてる？」

「うん……少しは」

　ジャンは曖あい昧まいにうなずいた。父のマキシムと兄のヴィクトルが、バルバートル王国を訪問したことは知っている。しかし、結婚の話が出たことなど聞いていない。無口だった父が話さなかったのは分かるとしても、ヴィクトルがジャンに黙だまっていたのは不思議だった。

「でもね、父とう様たちは最初は全然そんなこと決めるつもりなかったと思うよ。わたしもヴィクトルとは挨あい拶さつしてちょっと話しただけだったし。バルバートル王国って大きい国だけどあんまり行くところがなくて、わたしほとんど部屋の窓から外見てるだけだったんだ。あ、でも竜騎士ドラグーンがすごく大勢いて、いっつも竜りゆうが列になって空飛んでるのは凄すごかったな。やっぱり海ユ洋ニ連オ合ンの本部があるからなんだろうね。なんか毎日見てるうちに我慢できなくなっちゃって、止められてたんだけどつい……」

「話が逸それてます。早く続きを」

　聞き耳を立てていた野次馬たちも首をかしげ始める絶妙のタイミングで、ティアナがぴしりと話を遮さえぎった。サラは照れ笑いを浮かべながら本題に戻った。

「ごめんごめんごめん……えっと、即位式の後だったと思うけど、王族の男の子ばっかり集まって、武術大会みたいなのが開かれて、わたしと父様が見物しに行ったの。なにしろアル＝ウルス家の人間だからさ、勝負好きの血が騒さわいだわけ。で、わたしの父様とアバディーンの王様が隣となりで盛り上がってて、後から聞いたらヴィクトルがどこまで勝ち上がるか賭かけようって話だったみたい。で、父様が『もしヴィクトルが優勝したらうちの一人娘を嫁にやろう』って言ったんだって」

　サラは熱っぽく潤うるんだ目でちらっとジャンを見上げた。直視できずに慌てて視線を逸らした。

「ヴィクトル、本当に強かったんだよ！　最後の試合なんかすっごい強そうな奴やつをほっそい剣であっさりやっつけちゃったの！　こんな！　こんな感じで！」

　その時の興奮が蘇よみがえってきたのか、スプーンを剣に見立ててぶんぶん振ってみせた。ジャンとティアナは思わず顔を見合わせる。どう受け取っていいか分からない話だ。

「……つまり、こういうことですか」

　しばらく経たってから、ティアナが呆あきれ顔で言った。

「武術大会でのちょっとした賭けの結果、気がついたら結婚することになっていたと」

「そうそう、そのとおり。君、まとめるのがうまいね！」

　サラは一人でうんうんうなずく。

「感心してる場合じゃねえだろ」

　ジャンも思わず口を開いた。こんなふざけた話は聞いたことがない。

「それって本気で賭けてたのか？　ただの冗談じゃなくて？」

「君のお父様も同じこと言ったみたいよ。わたしの父様が本気で言ってると思ってなくて」

　それはそうだろう。いくらなんでも自分の実の娘を賭けで結婚させるなど普通は考えない。あの生き真ま面じ目めな父ならなおさらだ。

「でも、よく考えたら悪い話じゃないってことで納得してくれたんだって。それできちんと話も決まって……」

「いや、そうじゃなくて」

　ジャンは苛いら々いらしながら言葉を遮さえぎった。

「あんたはそれでいいのかよ？　親同士のわけ分かんねえ賭かけなんかで、ろくに話もしたこともない奴やつと結婚させられるんだぞ？」

　サラはぱちりとまばたきをする。長い睫まつ毛げがいっそう際きわ立だった。

「アル＝ウルス家では勝負は神聖かつ絶対のものだよ。後からやめるなんて言ったりしないの。わたしは君のこと嫌いやじゃないから、結婚は全然構わないよ。どうせいつか誰だれかとするんだし、これからお互いよく知っていけばいいんじゃないかな？　ところでさ……」

　不意に言葉を切ると、表情を改めてジャンの顔をまじまじと見つめた。

「君、なんか変わったね。あの時は父とう様たちの決めたことにうなずいてるだけだったのに……言こと葉ば遣づかいとかもそうだけど、あの時とは別人みたい」

　ジャンの胃袋がぎゅっと縮こまった。ついヴィクトルのふりをしていることを忘れて、自分の本音を口にしてしまった。確かにヴィクトルなら父の決断には黙だまって従うだろう。こんなところで正体を見破られたらなにもかも水の泡だ。

「やだもー、心配そうな顔しないでよ！」

　いきなりサラがジャンの背中をばんと叩たたいた。息が詰まるほど強い力だった。

「別に今みたいな君も嫌いやじゃないよ。ちゃんとわたしの気持ちまで考えてくれてるわけでしょ？　結婚するならそういう人の方がいいし」

　どうやら疑っているわけではないらしい。ほっと胸を撫なで下ろしたジャンに、サラは次の矢を放った。

「それで、ヴィクトルの方はわたしのことどう思ってるの？　結婚したい？　それともしたくない？　結婚相手として魅力あると思う？」

　テーブルに置かれたジャンの腕に、サラは自分の両手を乗せる。肌の温かさに頭がくらくらした。彼女が魅力的なのはこれ以上ないくらいにはっきりしているが、結婚なんて生まれてから一度も考えたことがない。

「近づきすぎです、サラ・アル＝ウルス！　いやらしい！」

　ティアナがテーブルを叩いて立ち上がった。

「いやらしいってひどいなー、ちょっと触っただけじゃん」

　ぶつぶつ言いながらサラはジャンから手を放した。解放されてほっとした──が、正直もう少しそのままでいてもよかった。ティアナに知られたら殴られそうな気がするが。

　突然、ジャンの目の前に湯気の立つ深皿が置かれた。肉と野菜と香草の入り混じった深い香りが鼻をくすぐる。振り返ると丸々と太った中年女性が笑顔で大きな盆を持っていた。さっき注文した料理が来たのだ。

　彼女はティアナの前にも辛から子しを添えた子豚のロースト、干しリンゴの載ったパイ、蒸した平目のソースがけ、山盛りのパンを次々と並べている。ジャンよりも注文した料理が多いのは、見た目によらず彼女がよく食べるからだ。

「わー、おいしそうだね！　わたしこういう料理大好き」

　サラが隣となりで目を丸くしている。ガレットはサラにも微ほほ笑えみかけてから厨ちゆう房ぼうへと戻っていった。ジャンはシチューから突き出している柔らかそうな鶏とりのもも肉を見下ろす。話に夢中で空腹だったことをすっかり忘れていた。

「とりあえず食っていいか？　俺おれ、朝から飯食ってなくて」

「うん、どうぞどうぞ。でさ、さっき訊きいたことどう思う？　わたしとの結婚」

　答えを聞かずに済ませるつもりはないらしい。

「しつこく尋ねても無駄ですよ」

　ティアナが素そっ気けなく言った。さっそくナイフとフォークを手に取っている。

「今のアバディーンは結婚どころではありません。騎士学院グランデコルに入学したばかりですし、彼には目的もありますから」

「え？　なに？　目的って」

　と、サラはジャンに問いかける。

「……竜騎士ドラグーンになって『黒の鉄姫』を倒したいんだ。俺の故郷を滅ぼした奴やつをこのままにしておけない」

　騎士学院グランデコルに潜もぐりこんだのもその思いからだった。ようやく授業にも慣れ始め、ティアナという騎き竜りゆうも得た。すべてはこれからだった。

「だから、結婚とか今は……」

「あー、なんだ、なに言い出すかと思えば。そんなの結婚してもできるじゃない」

　サラは落ち着き払って言った。

「はあ？」

　ジャンとティアナは声を揃そろえる。

「だって騎士学院グランデコルを卒業するまで何年もかかるでしょ？　わたしと今すぐ結婚すれば、君はアル＝ウルス家の一員だよ。うちの国は小さいけど軍隊は強いし、竜騎士ドラグーンも大勢いる。『黒の鉄姫』を倒すんだったらここにいるより近道だと思うけど？　……あ、このシチュー一口もらえる？　これ本当においしそう」

　答えを返す前に、彼女はシチューをスプーンですくい取って口に運ぶ。ゆっくり味わうように目を閉じた。

「わたしの味つけとは違うけど、これはこれでありかな……わたしね、こう見えても料理とか家事は得意なんだ。おいしいもの毎日食べさせてあげるよ！　いいと思うでしょ？」

　ジャンは言葉に詰まった。あまりにも突然すぎるし強引すぎる。ただ、断る理由もはっきり思いつかない。確かにグロリア・レガリオンと戦うには、何年もかけて正式な竜騎士ドラグーンになるより、一国の軍隊を動かした方が話は早いかもしれない。

「なにを勝手に話を進めているのですか！」

　ティアナの鋭い声で我に返った。

「彼はわたしと契約を結んでいます。あなたが彼をウルス公国に連れていこうとしたところで、騎き士しと騎き竜りゆうはそう簡単に契約を解消することはできません」

「別に解消しなくてもいいでしょ」

　彼女は屈託なく笑った。

「えっ？」

「君も一緒にウルスへ来ればいいんだよ。喜んで二人とも歓迎するし、君のこともわたしがちゃんと世話してあげる。別になんの問題もないじゃない？　竜騎士ドラグーンが誰だれと結婚しようが、騎竜とはなんの関係もないんだから」

　子豚のローストを切り分けようとしていたティアナの手が止まる。血の気が失うせた顔から、ジャンは目を離せなくなった。食事中にどんな話をしていようとも、彼女は滅多に食べるのをやめない──本気で怒っている時を除いては。

「わたしはあなたに世話などされたくありません。第一、家事などできそうに見えませんし」

「はあ？　なに言ってんの？　アル＝ウルス家の女はね、身の回りのことはできるように教えられてるんだから。今、ここに並んでるような料理だって自分で作れちゃうよ！」

「なにを自慢しているのですか？　その程度のことはわたしにもできます」

　ティアナはふんと挑発するように鼻を鳴らす。ジャンは驚おどろいた。彼女が家事をするなど今まで聞いたことがない。

「君こそ料理できるようにはとても見えないなー。パートナーの前だからってちょっと見み栄え張りすぎじゃない？」

「ご自分を鏡で見たらいかがですか。先ほどからアピールが必死すぎですよ？　見ていて痛々しいです」

　サラの頰ほおがぴくっと震えた。テーブル上の料理を挟んで二人の視線が激しくぶつかり合う。間に挟まれたジャンの背中から冷や汗が流れ始める。この前、レガリオン軍に襲しゆう撃げきされた時よりも恐ろしいかもしれない。

「……君よりわたしの方が器用だと思うけど？」

「口で言うだけなら誰でもできます」

　事態の緊きん迫ぱくを感じ取ったのか、野次馬たちも会話をやめてなりゆきを見守っている。近くのテーブルからカジカが身振りでサインを送ってきた──アバディーン、なんとかしろ。

　確かにこのまま放っておくと大惨事になるような気がする。なんだか分からないが二人ともムキになりすぎだ。ジャンは勇気を振り絞って声を上げた。

「あの、二人とも、ちょっと落ち着……」

「じゃあわたしと勝負しよう！」

　サラが持っていたスプーンをティアナに突きつけた。

「どっちがちゃんと料理を作れるか！　互いの名誉にかけて！」

　なにがどうなるとそんな話になるのか。啞あ然ぜんとするジャンを置き去りにして、ティアナはふっと自信ありげに笑った。

「いいでしょう。受けて立ちます」

　どう見ても本気の目だ。ティアナのフォークの先端がジャンの方を向く。

「勝敗を決めるのはアバディーンで構いませんか？」

「うん、いいよ。これで決まりだね！」

　もはや口を挟めるような雰囲気ではない。もうどうにでもなれ、とジャンは心の中でつぶやいた。
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　日が落ちてからも気温はあまり下がらず、開け放った窓からもほとんど風が入ってこない。蒸し暑い夜だった。燃料の尽きかけたランプの光がゆらゆら揺れている。

　ジャン・アバディーンは寮りようの部屋の窓辺に椅い子すを置き、クリス・キッドマンと向かい合って座っている。ガレット料理店での顚てん末まつを話し終えると、クリスが口を開いた。

「じゃあ、ウルス公国の公女はその勝負のためにこの島に泊まっているの……？」

「うん。学院長とティアナの住んでる屋や敷しきへ行った。あいつら本気で勝負するつもりみたいでさ」

　ジャンはため息混じりに言った。この島には迎げい賓ひん館かんがない。外国からの使節を泊めるのにふさわしい建物はそこしかなかった。学院長のガートルードやウルス公国から随ずい行こうした宰さい相しようも困惑したらしいが、現大公の公女に逆らえるものではなかったようだ。

　騎士学院グランデコルはあと二、三日でウルス島に接岸する。それまでの間、この島に滞在することが決まった。

「……ウルス公国の人たちは勝負が大好きだって聞いたことがあるよ。ささいなこともそうでないことも、全部なにかの勝ち負けで決めるんだって」

　クリスは遠い目で外を眺めながら言った。それはジャンにも分かる。なにしろ大公が娘の結婚相手を賭かけで決めるぐらいだ。サラも「勝負は神聖かつ絶対」と言っていた。

　その神聖かつ絶対な勝負とやらのせいで島中が大おお騒さわぎになっている。二人の料理勝負は明日ガレット料理店を借りきって、観客の前で行われる予定になっていた。やたらとスムーズに話が進んでいるのは、あの場にいたカジカが乗り出してきて手はずを整えたからだ。以前アダマスとジャンが戦った時と同じく、間違いなく裏でどちらが勝つのか賭かけが行われている。彼らには絶好の娯楽になっていた。

「それにしても、なんでティアナの奴やつは勝負に乗ったんだろ」

　突っかかっていったのはむしろティアナの方だった。普段は腹が立つほど落ち着き払っているのに、今日きようはずっと様子がおかしかった。

「……君が原因だと思うけど」

　椅い子すの背に肘ひじを乗せて頰ほお杖づえを突いていたクリスは、横目でジャンの顔を見る。

「え？　俺おれ？」

　彼女は軽くうなずいた。

「あの方は今までほとんど一人で過ごしてた……自分に初めてできた親しい相手が、急に結婚するなんて話を聞かされたら、誰だれだって動揺すると思うよ」

　考えてもみなかったが、言われてみればうなずける話だった。彼女は「パートナー殺し」の噂うわさを立てられて、この騎士学院グランデコルの中で長い間孤立した存在だった。

「……ぼくだってそうだ」

「え？」

「ううん、なんでもない」

　クリスはぎこちなく微ほほ笑えんだ。今夜の彼女は口数が少ない。それでいてどこかそわそわして、なにか訊ききたそうな様子だった。どうせ昼間のことだろうと思って、ジャンの方から話を始めたのだった。

「それで、君は……」

　遠慮がちにクリスがなにか言いかけた時、天井から釣られていたランプの火がふっと消えた。燃料が完全に尽きたらしい。わずかな間、視界が闇やみに塗りつぶされたが、すぐに目が慣れてきた。窓から射さしこむ月の光に、ベッドや机の輪りん郭かくがぼんやり浮かび上がる。

「ランプの油ってまだあったか？」

　と、ジャンは言った。暗くなるとつい大きな声になってしまう。今までと距離は変わらないのに。

「まだあったと思う……ぼくが補充するよ」

　そう言いつつ、なぜかクリスは動こうとしなかった。暗がりの中で二つの黒い瞳ひとみがじっとこちらを見ている。妙に息苦しい沈ちん黙もくが流れた。部屋の温度が少し上がった気がする。

「それで、君は結婚するの？　ウルス公国の公女と」

　感情を抑えこむような低い声でクリスは言った。なんとなく彼女が本当に訊きたかったのはこのことだった気がした。

「まさか。するわけないだろ」

　ジャンはきっぱり答えた。

「どうして？　君の目的のためには……その方がいいと思わないの？」

「そんな理由で結婚相手を選びたくねえよ。それに、俺おれは自分が強くなって『黒の鉄姫』を倒したいんだ」

　騎士学院グランデコルを卒業せずにウルス公国に行ってしまえば、正式な竜騎士ドラグーンにはなれなくなる。ティアナとの契約を維持できたとしても、正規軍の前線で戦うことは難しいだろう。サラはウルスの軍隊を動かせると言ったが、誰だれかに命令だけして他ほかの者が傷つくのを見たいとは思わない。必要以上に殺さない、というティアナとの約束も破ることになってしまう。

「そう、分かった。答えてくれてありがとう」

　クリスははずんだ声で言った。暗くて見えていないと思ったのかもしれない。嬉うれしそうにはにかんで頰ほおに手を当てた──女の子そのもののしぐさだった。真っ暗な部屋に二人っきりだと思うと、いても立ってもいられなくなる。

　ジャンは立ち上がって、窓の外に目を凝こらすふりをした。まだ心臓がどきどきする。性別を意い識しきしないよう気をつけているが、最近よくこういうことが起こる。

　背後でごそごそと物音がする。ランプに油を注いでいるらしい。マッチを擦する音がして、部屋が再び元の明るさに戻った。

「そういえば、君にまだお礼をしてなかった」

　クリスの声が聞こえた。

「礼？　なんの？」

「表彰式の時話しただろう？　君に色々助けてもらったお礼」

　そういえばそんなことを言っていた。今の今まですっかり忘れていた。

「そんなの、別にいいって」

「よくないよ」

　クリスは珍しく強い調子で言った。振り向くと彼女の顔がぶつかりそうなほど近くにある。体温まで伝わってきそうだった。後ろは窓で下がるわけにもいかない。

「お礼ぐらいさせて欲しい。そうしないとぼくの気が済まない」

　真剣な表情から目を逸そらせなかった。一度言い出すと頑がん固こなところが彼女にはある。辞退しにくい雰囲気だ。

「……ぼくのできることならなんでもする」

　喉のどがひとりでにごくりと動いた。そんなつもりはないのだろうが、色々な意味に取れる発言だ。湧わき上がる想像を抑えこもうと慌てて口を開いた。

「わ、分かった。今度一回メシおごってもらう！　店とかは任せる！　それでいいか？」

　一番当たり障りのなさそうな答えを口にしただけだったが、とたんに彼女は黒い瞳ひとみを輝かせた。予想外に嬉うれしいことだったらしい。

「分かった。楽しみにしてて」

　と、彼女は言った。




　同じ頃ころ──。

　ロウソクに照らされたほの暗い厨ちゆう房ぼうで、ティアナは一人佇たたずんでいた。もう晩ばん餐さんの後片付けも終わり、通いの料理人は自分の家に帰っている。屋や敷しきの中はしんと静まり返っていた。

　調理用のテーブルの上には食料庫から出してきた食材が山と積まれ、その隣となりに古い料理本が開いたまま置かれていた。彼女は泥のついたニンジンをつまみ上げ、眉まゆをひそめて色々な角度から眺める。

「……切るってどう切るのかしら」

　まず一口大に野菜を切る、としか料理本には書かれていない。作ろうとしているのはガレット料理店でも出している、鶏とり肉と野菜の香草シチューだった。

　とにかくテーブルの上に食材を置いて、料理用のナイフを力いっぱい振り下ろす。ニンジンは真っ二つになったが、天板にナイフの刃がざっくり食いこんで抜けなくなる。彼女は腕組みをして、斜めに立ったままのナイフを見下ろした。

　昼間言ったことはただのはったりだ。ずっと使用人のいる環境で生活してきた彼女は、今まで料理を作ったことなど一度もない。得意なのはもっぱら食べる方だった。

（どうしてあんなことを言ったのかしら）

　サラと話しているうちに引っこみがつかなくなった、としか言いようがない。「竜騎士ドラグーンが誰だれと結婚しようが、騎き竜りゆうとはなんの関係もない」と言われてつい腹が立った。自分たちの契約が結婚などより軽いと言われている気がした。

　おろおろするばかりではっきりした態度を示さなかったジャンにも苛いら々いらさせられた。騎士学院グランデコルに入ったばかりで結婚なんてありえない、とどうして言ってくれなかったのか。

「…………まさか」

　ひょっとして少しは結婚してもいいと思っているのだろうか。さすがにそこまで流されやすい人間ではない──とも言いきれない。ティアナがフリデクまで会いに行った時、ジャンは説得されてここまでついてきた。その場の勢いでものごとを決めてしまう時がある。

「なにしてんの、こんなとこで」

　ぎくりとして振り返る。寝ね間ま着きを着た浅黒い肌の少女が、扉にもたれて立っていた。ほどいた髪がまっすぐ背中に流れている。少し短めの裾すそからすらりとした素足が伸びていた。寝間着はティアナが貸したものだが、背の高い彼女にはサイズが合わなかったらしい。

「あなたに言う必要はありません。そちらこそなにをしに来たのですか？」

「ちょっと寝る前にお水貰もらおうと思って。喉のど渇いちゃったから」

　そう言ってサラ・アル＝ウルスは厨ちゆう房ぼうに入ってきた。慌てて料理の本を閉じる。ティアナの後ろを通り過ぎたサラは、壁かべ際ぎわの棚に置かれていた陶器の水差しに触れた。

「この水って飲んでも大丈夫かな？」

　訊きかれても答えられなかった。普段はほとんど厨房に入らないので、どこになにが置かれているか詳しくは知らない。

「まあ、いいか。平気だよね、多分」

　ぶつぶつつぶやきながら、棚にあったカップを取って水を注ぐ。一口飲むと、ティアナに向かって意味ありげに笑いかけた。

「用が済んだら出ていって下さい」

　こっちにはやらなければならないことがある。しかし、サラは笑顔のまま一歩も動かなかった。嫌いやがらせのつもりかもしれない。

「そう言わないでさ、ちょっと話しようよ。すぐには眠れないし」

　なれなれしい。ティアナは無視してナイフを抜こうとする。そういえば、夕食の席でもサラはあれこれ話しかけてきた。油断させるつもりかと思ってろくに返事もしなかったが。

「わたし、ウルスに戻っても友達っていないんだよね。学校にも行ってないしさ。みんなわたしにちやほやしてくれるけど、君みたいに本気で勝負してくれないんだ」

　さばさばした口調が逆に胸に刺さった。皇女であるティアナには彼女の生活が想像できる。使用人は何十人といても遊び相手は一人もいない。開けっぴろげな態度とはうらはらに、今の自分よりずっと寂しい日々を送っているのかもしれない。

「ね、一つ訊いてもいいかな？」

　サラは真顔で尋ねる。

「…………どうぞ」

「ひょっとして君、ヴィクトルの彼女さんだったりする？」

　一いつ瞬しゆん、ティアナの全身が石のように固まる。頭の中が沸ふつ騰とうしたような気がした。

「ななななにを言っているのですか！　違います！」

「えー、ほんとに？」

　サラは疑わしそうに目を細める。

「ウルスにも騎き竜りゆうは大勢いるけど、普通はこんな勝負に乗ったりしないよ……君みたいにムキになってさ。だから、ただ契約してるってだけじゃないのかなーって」

　一線を越えないように、というガートルードの言葉が脳裏をよぎる。どうしてみんなそういう風に考えるのだろう。馬ば鹿か馬鹿しい。

「わたしは彼の恋人ではありませんし、そういう感情もありません」

　ジャンはヴィクトル・アバディーンになりすまし、ティアナは彼に協力している。言ってみれば二人は共犯関係にある。だから他ほかの騎き士しや騎竜とは少し違う印象を与えてしまう──ただそれだけのはずだ。

「それ信じていいんだよね？　ヴィクトルのこと好きなら好きでいいけどさ、分かりにくいのは面倒だし困るよ？」

「…………噓うそではありません」

　一いつ瞬しゆん、間を置いて答える。なぜ即答できないのか、自分でもよく分からない。

「あなたは知らないかもしれませんが、今は竜りゆうと人間の恋愛は禁じられています。この数十年、そういう例は一つもありません」

「うん、知ってる知ってる。でも、そんなのどうでもいいじゃない？　ダメって言われたから付き合わないってバカみたいだよ」

　軽々しい物言いにティアナはむっとした。そんな簡単な話ではない。人間のサラにはこういうルールの重みが分からないのだろう。

「種族の違いを意い識しきするのは当然だと思いますが」

　どんな騎き士しも、最後には人間の相手を選ぶ──あの言葉にティアナは異を唱えられなかった。それは変えようのない理ことわりなのだ。

「わたしはそうは思わないなー。それなりの理由もあるしさ」

「え？」

「わたしの両目、よく見てて」

　サラはぎゅっと目を閉じてしまう。見ろと言っておいてどういうことですか、と尋ねようとした時、

「ほら！」

　サラの目が再び開かれる。ティアナはあっと声を上げた。ついさっきまで黒かった瞳ひとみがはしばみ色に変わっている。針のように縦に細長い虹こう彩さい──それは人間ではない種族の特徴だ。

「あなたは……」

「びっくりしたでしょ？　わたしね、竜の血を引いてるんだ。もうずっと前のご先祖様だけどね。君と同じ竜帝国シヤンバラの皇族だったんだって。ちょっとだけど親しん戚せき同士なんだよ、わたしたち」

　彼女が軽くまばたきをすると、瞳の色は元の黒に戻った。

「あ、こういうことできるのは、アル＝ウルス家でも女だけなんだ。父とう様は普通の人間とどこも変わらないよ」

「ちょっと待って下さい……竜の血を引く人間はすべて竜帝国シヤンバラに移住したはずですよ。竜りゆう帝ていがそう決定を下したと……」

「特例ってやつみたいだよ。だってアル＝ウルス家が竜帝国シヤンバラに引っ越したら、大公がいなくなっちゃうでしょ。これあんまり知られてないことなんだよね……あ、ヴィクトルは知ってるはずだけど」

　そういえばジャンは「ウルス公国には竜の血を引く人間がいる」と言っていた。あれは大公家のことだったのだろう。きっと話の出所は「本物」のヴィクトル・アバディーンだ。

「だからさ、わたしは種族の違いなんて信じてないんだ。竜りゆうと人間は付き合えるし結婚もできるんだよ。わたしも父とう様もそれで生まれたんだから」

　サラは一気に水を飲み干すと、カップを水差しの隣となりに置いた。

「わたしそろそろ寝るね。明日の勝負楽しみにしてるから」

　再び彼女はティアナの背後を通って廊下へ向かった──が、扉の手前で急に立ち止まると、肩越しにティアナを見る。

「わたしもその料理の本持ってるけど、調味料の配分があてにならないよ。そういう本ってだいたいそんな感じだけどさ」

　ひらひら手を振って厨ちゆう房ぼうを出て行く。ティアナは一人厨房に残った。かすかに頰ほおが赤く染まっている。竜と人間は付き合えるし結婚もできる、という言葉がまだ耳の中で反はん響きようしている。

「……できるわけないわ」

　ティアナはぽつりとつぶやいた。そんなことはもうずっと昔のことだ。自分たちには関係はない。

　のろのろと彼女は料理の本を開く。そういえば、作ろうとしているシチューはジャンの好物だ。




　　　　９




　次の日の放課後、ガレット料理店は生徒たちでいっぱいだった。窓の外のバルコニーからも大勢が中を覗のぞきこんでいる。

　入り口から見て正面の奥の壁かべには、極太の字で殴り書きされた垂たれ幕がかかっていた。




「ウルス公国使節団来島記念料理大会ティアナレルド皇女殿下対サラ・アル＝ウルス公女殿下」




　その下には細長いテーブルがあり、ジャンが憂ゆう鬱うつな顔つきで席に着いている。「審査員席」と書かれたプレートがテーブルに載っている。背後の垂れ幕と同じ筆跡だった。

「お前が書いたのか、これ」

　ジャンはテーブルにもたれているカジカ・サカイに小声で尋ねる。彼は自慢げにうなずいた。

「そう俺おれ！　いい感じだろ？　盛り上がってホントによかったよな！」

　その盛り上がりのおかげで、ジャンは今日きよう一日ひどい目に遭あっていた。教室の中でも外でも、ひっきりなしに生徒たちがやって来てはあれこれ聞き出そうとする。

　ティアナとウルスの公女が口論の末料理対決、などという話が注目を集めるのは当然だが、案の定、かなり尾ひれがついていた。「ウルスの公女が勝ったら退学して結婚するんだって？」と何度も訊きかれた。勝負を面白くするためにカジカあたりが広めたのだろう。

　すでにティアナとサラは厨ちゆう房ぼうで料理を作り始めている。観客たちは料理の完成と審査の結果を心待ちにしていた。

「……なんで誰だれも止めなかったんだ？」

　騎士学院グランデコルの教官たち──特に学院長のガートルードは、こういうふざけたイベントを許すはずがないと思っていたのだが。

「ちゃんと許可は取ったぜ？　好きにやっていいってよ」

「ホントかよ。学院長もなに考えて……」

「許可を出すように勧めたのはわしだよ」

　いつのまにかジャンの隣となりに、濃い色の上下を着た背の高い老人が座っている。明らかに島の住民ではない。初めて見る顔だった。

「あー、どうもどうも。色々ありがとうございました」

　カジカと老人がにこやかに握手を交わした。

「いや、なに。サラ様も喜んでおるからな。わしもこの手の催しは決して嫌きらいではない」

　彼はそう言って、ジャンの方に顔を向けた。

「わしはグングニルだ。ウルスからサラ様と一緒に来た者だよ。審査はせんが見物に来させてもらった……どうやら料理の完成には間に合ったようだな」

　名前は聞いている。ウルス公国の宰さい相しようで、雄おすの竜りゆうだとか。何百年も前から生きているという話だった。

「坊やがヴィクトル・アバディーンかな？」

　坊やと言われてジャンは渋い顔つきになった。

「……ええ、まあ」

「ふむ……聞いていた話とはだいぶ雰囲気が違っておるな。噂うわさなどあてにならんものだ」

「どう雰囲気が違うのですか、グングニル様」

　よく通る低い声がジャンの左隣から聞こえる。冷たい汗が首筋からどっと噴ふき出した。グングニルの反対側には、いつのまにか学院長のガートルードが背筋をぴんと伸ばして座っている。普段、町の食堂になどまったく現れないのだが。

「……な、なんでこんなとこにいるんですか？」

「この島で起こるすべてのことについて、わたしには管理責任がありますので」

　ガートルードの竜の瞳ひとみがジャンを一いち瞥べつする。お前たちを監視しに来たと言わんばかりだった。別にジャンが望んで起こした騒さわぎではないのだが。

（この状況でメシ食うのか……）

　ウルス公国の宰相と騎士学院グランデコルの学院長に挟まれて、まったく食欲が湧わきそうにない。

「……ところで、ずいぶん観客が多いようですが」

　と、ガートルードはカジカに言った。

「まさか金銭を賭かけているわけではないでしょうね？」

　食堂が水を打ったように静まり返った。一応、生徒たちの賭と博ばくは規則で禁じられており、見つかった時点で金は没収だ──が、むろんここにいる全員が賭けている。かなりの金額が動いていることだろう。カジカの顔からは血の気が引いている。

「そう目くじらを立てんでもいいだろう、ガートルード」

　グングニルが苦笑しながらたしなめた。

「そんな調子ではウルスに着いてからいつも怒っていなければならんぞ。今はちょうど竜りゆう人じん約やく祭さいの時期だからの」

「その竜人ナントカってなんなんすか？」

　すかさずカジカがグングニルに問いかける。話題を逸そらそうとしているのが見え見えだったが、老人はうなずきながらそれに応じた。

「ウルスの首都シシハネで毎年行われる祭りだよ。世界中の土地から大勢の人や竜が集まってきて、ありとあらゆる勝負が行われる……ちょっとしたゲームから、プラネッタのように大がかりで激しい競技までな。もちろん賭けも自由だ。莫ばく大だいな配当の出る勝負も多い。ここにいる皆も少しは賭けてみるといい」

「そんな話を生徒になさらないで下さい、グングニル様。わたしが問題にしているのは……」

「あー、そのプラネッタって初耳なんすけど。どういう競技なんすか？」

　頭越しに続くやりとりを聞き流していたジャンは、ふと厨ちゆう房ぼうへの入り口を振り返った。作っているのは昨日きのうジャンが食べたのと同じ香草シチューだと聞いているが、それにしては時間がかかっている。

（……ティアナ、本当に料理できるのか？）

　自信満々なことを言っていたが、どうも怪しいと思う。なにかとんでもないことをしでかしていなければいいのだが──。

「うっ」

　厨房から異様な臭においが漂ってきたのはその時だった。焼いた髪の毛のような、虫の体液のような強烈な臭い。なにかの事故が起こったのではなく、料理ができたのだと思い当たるまでしばらく時間がかかった。

　観客たちの間にも不安げなざわめきが広がり始める。とんでもない失敗作が厨房で生まれつつあった。

「……やはり」

　隣となりでガートルードが小さく嘆たん息そくした。

「ティアナ様は生まれてから今まで一度も料理をしたことがありません……味覚はとても鋭い方ですが」

　ジャンは自分の不安が的中したのを悟った。異臭はますます強くなってきている。空気が薄くなったような気さえした。人間の口に入る食材で、どんなことをすればこんな異次元の香りが出せるのか想像もつかない。テーブルに座っていた観客の何人かが、青ざめた顔で口を押さえてガレット料理店から走り出ていった。

「……この催しは中止すべきです。なにか起こってからでは取り返しがつきません」

　ガートルードは重々しく告げる。この場合、取り返しがつかなくなるとしたら「審査員」であるジャンだった。

「でも、今さら中止になんのも困るんすけど」

　カジカは鼻をつまみながら言った。賭かけが無効になるのを心配しているに違いない。

「つーか、誰だれがそれを姫さんに言いに行くんすか？」

　沈ちん黙もくが流れる。口を開いたのはガートルードだった。

「わたしがティアナ様に言いましょう。皆を解散させなさい」

「ちょ、ちょっと待って下さい」

　ジャンはガートルードを止めた。

「料理も来てないのに中止にするんですか？」

　ティアナができもしない料理に挑戦しているのは、ジャンに食べさせるためだ。中止すれば彼女の気持ちを踏みにじってしまう。食べたくないのはやまやまだが、パートナーとしてそんなことはしたくない。

「この島の責任者はわたしです。わたしの判断に従ってもらいます」

「でも、それじゃ……」

「少し落ち着いたらどうかね、ガートルード」

　グングニルが手を上げてガートルードを制した。

「坊やの言うとおり、料理が出てくる前にやめるのは良いことだと思えんな。ここは『審査員』の判断に任せたらどうかね？　……さすがに一口や二口では死にやせんさ」

　はっはっは、と老人は笑った。そう言われるとかえって不安にかられる──本当に大丈夫なのか。

「それに、ティアナレルド嬢じようの負けが決まったわけではないぞ」

　そう言ってグングニルは腕組みをする。

「どういうことですか？」

　ジャンは尋ねた。料理好きのサラに、初心者のティアナが挑んでも結果は見えている。

「いや、なに。実はサラ様のことだがな……」

「お待たせ！　できました！」

　厨ちゆう房ぼうから盆を持ったサラとティアナが現れた。得意満面のサラとは対照的に、ティアナはむっつりと口をへの字に結んでいる。さらにひどくなった悪臭に誰もが言葉を失った。

　サラはジャンの前で立ち止まると、シチューの深皿をテーブルに置いた。鶏とりの骨付き肉が色とりどりの野菜のシチューの中に浮かんでいる。本当なら食欲をそそられるはずだが、充満する悪臭のせいで本来の香りがまったく分からない。

「じゃ、食べて食べて！」

　差し出されたスプーンを受け取った時、もう一つの深皿がどんと乱暴に置かれた。

「どうぞ」

　と、ティアナが言った。ジャンは生なま唾つばを吞のみこんだ。泥水のような黒ずんだ液体が湯気を立てている。とても食べ物に見えない。サラの作った料理とは天と地ほどの差がある。どんな材料なのかも見当がつかなかった。

「味には自信があります。食べてみて下さい」

　と、ティアナは言った。ジャンにとっては過酷な要求だった。食堂にいる全員の視線が自分に集中するのを感じる。食べずに済ませるわけにもいかないが、相当の覚悟が必要だった。

　ジャンは上目で彼女を眺めた。人差し指と中指には包帯がぐるぐる巻かれていることに気づく。料理用のナイフをうまく使えなかったらしい。

　たとえ残念な出来だったとしても、これは彼女が努力した結果なのだ。

（……俺おれ、パートナーだしな）

　普段、飛んでいる時は彼女に命を預けている。飛んでいない時でも信じるべきだ。グングニルが言ったとおり、一口や二口で死ぬことはない、はずだ。

　黒ずんだ液体をスプーンですくって口に運ぶ。おお、と勇気に驚おどろくようなつぶやきが観客の口から洩もれた。ジャンはぎゅっと目を閉じて味覚の衝しよう撃げきに耐える。

（あれ？）

　彼は首をかしげた。味は見た目ほど悪くない。肉のうまみも感じられるし、野菜にもちゃんと火が通っている。味付けもまともで、口に入れると香草の香りも広がる。地獄の釜かまのような見た目を除けば、肉と野菜を煮込んだ割合普通のシチューだった。

「……どうですか？　味は」

　ティアナは珍しくおずおずと尋ねる。期待と不安の入り混じった声だった。

「うん、まあ、匂においと味は……」

　突然、あることに気づいてジャンは息を吞んだ。見た目を除けばティアナの料理はそこそこまともだ。だとすると、この異臭はどこから来るのだろう。

「はいはいはい、じゃあ次わたしの食べて！」

　サラが割りこんでくる。ティアナの料理を押しのけて、自分の料理をジャンの前に移動させる。ジャンの顔が引きつった。

　ここまで近づいてようやく分かった。サラの料理の見た目は完かん璧ぺきだ──しかし、悪臭はこちらの皿から立ちのぼっている。

（……ウソだろ）

　それはそれで信じがたい。試しに一口すくって食べてみる。

「ぐっ……」

　雷に打たれたように全身が震え、気が遠くなった。苦いのか甘いのか辛いのかさっぱり分からない。とにかく舌が痛い。まずいという表現では到底追いつかない。生まれて初めての経験だった。臭においから顔を背けると、自信に満ちあふれたサラと目が遭あった。

「どうかな？　おいしいでしょ！」

　自分の料理の出来をこれっぽっちも疑っていない目つきだ。なにかのいたずらという可能性はなさそうだった。

「この方はひどい味音痴でな」

　グングニルがぼそっと耳元でささやいた。

「……本人は気づいとらんのだ」

「ちょっとなに話してるのグングニル！　勝負なんだから変な入れ知恵しないで！　……で、どっちの料理が気に入った？　わたしのだよね？」

「結論を急ぐのはやめなさい。わたしの方がおいしいはずです」

　ジャンは黙だまって二つの皿を見下ろした。もうこれ以上食べる気がしない。口に入れることを本能が拒絶していた。

「さあ、どっちがいいか選んで！」

　二人はテーブル越しに身を乗り出してきた。勝利を疑いもせずに目を輝かせるサラと、真剣な表情でジャンの返事を待ちかまえるティアナ。

　重苦しい沈ちん黙もくがのしかかってきた。食堂の中は咳せき払ばらい一つ聞こえない。通りの喧けん噪そうにまぎれて、どこかからうなり声のような音がかすかに響ひびいてくる。

　どちらもひどい料理に変わりはない。見た目が最悪な料理と味が最悪な料理。比べる方が間違っている気がする。しかし、もし片方をどうしても選べというのなら──。

「…………ティ」

「アバディーン！」

　ティアナの張りつめた声が響き渡った。彼女は太い梁はりが交差する天井を凝ぎよう視ししている。

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、ジャンは椅い子すを蹴って立ち上がった。二つの皿がテーブルの上で震えて中身がこぼれる。

「な、なんだ？　どうしたんだアバディーン」

　カジカが目を丸くしている。

「結局、どっちの料理が……」

「それどころじゃねえ！」

　観客のいるテーブルを避よけながら食堂の出口へと走り出した。そのすぐ後ろをティアナもついてくる。ガートルードの声が聞こえた気もしたが、二人とも振り返らずにガレット料理店を飛び出した。かすかだが甲かん高だかい異音が、さっきから途切れずに続いている。アバディーン戦せん役えきを経験した者にはすぐに聞き分けられる。
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　これは機甲竜ヒユドラの駆動音だ。

　高台にある騎士学院グランデコルから、普段とは違う甲高い鐘かねの音が響ひびいてきた。外敵が現れたことを告げる鐘だった。




　あたふたと建物に避ひ難なんしようとする住民たちと、逆に建物から飛び出してくる騎き士し候補たちをかき分けながら、ジャンは坂道を駆け下りていった。駆動音が聞こえるのは島の外がい壁へきの向こうからだ。島の正門がある方角らしい。

『アバディーン！　乗って！』

　頭の中で声が聞こえた。肩越しに背後を見ると、金色の竜りゆうに変身したティアナが坂道をなぞるように低く飛んでいる。ジャンは足を止めて待ちかまえた。鱗うろこに覆おおわれた首にしがみつき、腕の力で背中に這はい上がった。同時に腰に提さげていた砲剣──「ペイルライダー」を抜いた。いつかのようにメンテナンスを怠おこたっていない。弾丸はきちんと装そう塡てんされている。

「上昇し……」

　ジャンが言い終える前に、ティアナの翼つばさが大きく羽ばたいた。石畳の上でつむじ風が起こる。あっという間に学院島が足下に遠ざかっていった。晴れてはいるが小さな雲が多い。その高さまで上昇すると、ジャンは南の空に目を凝こらした。

　白い塊かたまりと塊の狭い隙すき間まを、大きな鳥のような影かげが横切っていった。シルエットを見間違えようがない。確かにレガリオン軍の機甲竜ヒユドラだった。

「三時の方角！　南南西にいる！」

　ティアナは向きを変えて、ジャンの指示した方角に向かって飛ぶ。ふと、上から迫ってくる影に気づいた。

『ティアナ様！　アバディーンくん！』

　小柄な青い竜が滑るように降下してきて、ジャンたちの隣となりに並んだ。その上には三さん節せつ棍こんを背負った、背の高い糸目の少年が乗っている。

「…………ん」

　ジャンに向かって短く挨あい拶さつする。ラシード・カリクマーンとアネモネだった。このコンビが哨しよう戒かいの当番だったらしい。

『今、機甲竜ヒユドラを見かけました』

　アネモネの声が頭の中に響ひびいた。

『でも、島に近づく前に向きを変えて逃げ出して……わたしたちじゃ追いつけないから、どうしようって話してたんです』

「奴やつらは何機いる？」

　ラシードは首をかしげながら親指を折って右手を上げた。四機ぐらい、という意味らしい。非常事態でもいつものように無口だった。

（……偵察かな）

　それにしては真っ昼間に編隊まで組んでいるのはおかしい。目的地は別の場所で、たまたま島のそばを通りかかっただけかもしれない。

『わたしたちが後を追います。あなた方は援軍が来るまでここで待機していて下さい』

　ティアナはそう言い残して、アネモネたちが返事をする前に加速した。午後の強い日ひ射ざしにジャンは目を細める。ちぎれた綿のような雲をいくつか突っ切ると、突如として視界が開けた。前方を飛ぶ黒い群れがはっきり見えた。

　ラシードの言ったとおり、全部で四機だった。乗り手たちは高い技量の持ち主らしく、密集した横列の編隊を組んでいる。ふと、中央を飛ぶ機体の乗り手が振り返る。黒い鋼鉄の仮面をかぶった小柄な男。見覚えのある相手だった。

「……ティアナ、この前のあいつだ」

　騎士学院グランデコルに潜せん入にゆうし、内情を探っていたスパイ。一度はジャンたちが捕らえたが、戦せん闘とうのどさくさで逃げられてしまっていた。あの男には山ほど借りがある。ティアナを狙そ撃げきした犯人でもあった。

「追いつけるか？」

　と、「ペイルライダー」を構えつつ尋ねる。

『もちろん、できますが』

　ティアナは言った。

『彼らに戦う意志はないようです。これ以上の深追いは避さけた方がいいでしょう』

　ジャンは舌打ちをした。確かにこの先に機甲竜ヒユドラの大軍がいてもおかしくない。いくらティアナが「最速の雷らい竜りゆう」だとしても、単たん騎きで多数の敵に囲まれては危険だ。

「でも、ここで逃がしたら……」

　そう言いかけた時、機甲竜ヒユドラたちの様子が変わった。翼つばさを大きく左右に広げて滑空していたかと思うと、尾の付け根のあたりが赤く光り始める。

　突然、四機の機甲竜ヒユドラは撃うち出された弾丸のように加速し、前方にある大きな積乱雲の中に姿を消してしまった。

　駆動音はまだ響ひびいているが、少しずつ遠ざかっているのが分かる。再び姿を見つけるのは難しいだろう。ティアナは空中で急減速した。

「やたら速くなかったか？　あの機甲竜ヒユドラ」

　学院島を襲しゆう撃げきした時の機甲竜ヒユドラとは、微妙に外見も違っていた気がする。

『おそらく新型でしょう……それでも、わたしの方が速いでしょうけど』

　ジャンの胸に不安が広がっていった。あの機甲竜ヒユドラよりティアナの方が速く飛べることは確実だ。しかし、今騎士学院グランデコルにいる竜の多くはそうではない。現にさっきアネモネたちは追いつけなかった。

　学院島を襲撃した時より、機甲竜ヒユドラは強くなっている。もし次に戦うことがあったら、勝つのは難しいかもしれない。

『それにしても、気になりますね』

　と、ティアナ。

「なにが？」

『分かりませんか？　彼らの飛んでいった方角になにがあるか』

　ジャンは頭の中で世界地図と、学院島の大まかな現在位置を思い描いた。ジャンたちは赤道に近づきつつある。このまままっすぐ南南西に航路を延ばしていくと──。

「あ……」

　一番近い国は、サラの故郷のウルス公国だった。
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　雲一つない空と紺こん碧ぺきの海の間に島が浮かんでいた。

　海沿いに大きな都市があるらしい。南の地域特有の丸屋根や円えん錐すいの塔がそびえ、港にはさまざまな大きさの船が隙すき間まなく停泊している。

　色とりどりの旗がなびく上空を何騎きもの竜りゆうが舞まうように旋せん回かいしている。甲かん高だかい笛と腹に響ひびく太鼓の音色が混じり合い、風に乗ってかすかに流れてくる。遠目からでも祭りの最中だとはっきり分かる。

　ジャンは窓から身を乗り出して、少しずつ近づいてくるその島を凝ぎよう視ししている。生まれて初めて訪れる土地。南下を続けていた学院島は、ウルス公国の首都シシハネに接岸しようとしていた。

「あそこに宮殿があるんだよ！　ほら、あそこの白い塔の下」

　不意に柔らかな体が背中にぴたりと押しつけられて、ジャンは動けなくなった。耳元に息がかかってぞわぞわする。機甲竜ヒユドラの飛来でうやむやに終わった料理対決の後も、サラ・アル＝ウルスはジャンから離れない。結婚の話を蒸し返したりはしなかったが、誰だれかに自己紹介をする時には「ヴィクトルの婚約者！」と付け加えることを忘れない。

　彼女をどう扱えばいいのか分からないまま数日が過ぎていた。結婚などするつもりはないが、亡くなった兄の婚約を勝手に破棄していいのか、断ったところで話が済むのか──なにしろ相手は一国の姫だ。

「見えないかな？　あの黒い竜が飛んでるあたり……」

　サラはジャンの肩にちょこんとあごを乗せて正面を指さす。どっと汗が噴ふき出してきた。間違いなくジャンの反応を面白がっている。それでもいちいち照れたり驚おどろいたりする自分がみっともなかった。

「離れなさい。窓から落ちますよ」

　ティアナの冷ややかな声が耳に刺さった。学長室の壁かべ際ぎわに並べられた椅い子すに、彼女は背筋を伸ばして座っている。

「ティアナもこっちおいでよ。宮殿の場所、教えたげる」

「結構です」

　つんと横を向いてしまう。ここ数日、ティアナはずっと機き嫌げんが悪かった。ジャンと彼女が一緒にいると、必ずサラが現れるせいだ。学院長室に呼び出されたのはジャンたちだが、サラも当然のように後をついてきた。

「にしてもさあ、見えてるのになかなか着かないね。遅い船みたいなもんだからしょうがないか……ね、わたしたちだけで先に行っちゃおうか。早く着いた方がお祭りも楽しめるよ？」

「わたしたちは用があってここにいるのです」

　と、ティアナは言った。

「それに、わたしたちは手続きを受けずにウルス公国へ入国できません。公女のくせにそんなことも分からないのですか」

「公女のわたしがいるから、そんな手続きいらないんだよ。君は細かいこと気にしすぎ」

　サラは唇を尖とがらせる。

「そんなんじゃお祭りも楽しめないよ？　いつも全然笑わないし」

「わたしがいつ楽しみたいと言いましたか？　大きなお世話です」

「うわ。君、たまに口開くとほんと言いたい放題だな！　ヴィクトルもひどいと思わない？」

　いきなり話を振られて、ジャンは目を白黒させた。

「え？　いや、その……」

「彼はそんな風に思いません。あなたの強引さの方がよほど問題です。そうですよね？　アバディーン」

　ティアナとサラはなにかにつけてこんな調子で言い争っている。どっちもどっちだろ、というのがジャンの本音だが、それではどちらも納得しそうにない。

　ぐいぐい迫ってくる彼女たちの顔を見ながら弱り果てていると、

「なぜあなたがここにいるのですか。サラ・アル＝ウルス公女殿下」

　突然、背後から声が響ひびいてきた。三人は一いつ斉せいに渡り廊下に通じる扉を振り返る。鱗うろこに覆おおわれた右腕を持つ、背の高い老女が部屋に入ってきていた。

「え？　わたし？　……だってヴィクトルたちがここに来るって言うから」

　サラは笑顔で答える。ガートルードの咎とがめるような視線がジャンに注がれた。俺おれが連れてきたわけじゃない、と弁解したくなった。

「……まあ、いいでしょう」

　と、ガートルードは言った。

「この島はやがてシシハネ沖に停泊します。わたしは宮殿へ赴おもむき、ウルス大公と会談する予定です。今後のレガリオン帝国への対応について、極めて重要な話し合いが行われるでしょう。そこであなたにも同席してもらいます、ヴィクトル・アバディーン」

「へ？」

　ジャンは思わず声を上げた。

「な、なんで俺が？」

　話の流れ的にはティアナの名前が出ると思っていた。先日のレガリオン軍との戦いで表彰されたとはいえ、「ヴィクトル・アバディーン」はなんの役職にも就ついていないただの生徒だ。王家の血を引いていることもこの騎士学院グランデコルでは珍しくない。

「それはやっぱりわたしの許婚いいなずけだからでしょ？」

　サラは自慢げに胸を張ったが、ガートルードは無言で眉まゆを寄せただけだった。結婚の話は別に関係がないらしい。他ほかにどういう理由があるか見当もつかなかった。

「わたしも同席して構わないのですね？」

　と、ティアナが言った。少し間を置いてから、ガートルードは軽くうなずいた。

「ええ、それは構いません。アバディーンのパートナーですから」

　同行させたいのはあくまでジャンということらしい。それ以上の説明がないところを見ると、この場では言いにくいのかもしれない。なんだか妙な話だった。

「一緒に行くのは俺おれたちだけなんですか？」

「それは……」

　ガートルードが言いかけた時、

「あのー、入っていいすか？」

　遠慮がちな声が聞こえた。半開きの扉から学院長室を覗のぞきこんでいるのは、カジカ・サカイだった。

「学院長先生が俺を呼んでるって聞いて来たんすけど……」

　そう言いながら学院長室をきょろきょろと見回し、ジャンとティアナとサラがいることに気づく。みるみるうちに顔から血の気が引いていった。

「こ、こないだのガレットの店のことっすか？　賭かけなんてやってないっすよ！　……いやその、ホントに途中までしか……ちゃんと全員に金も返したし、それに……」

「その話をするために呼んだわけではありません」

　ガートルードはカジカの言葉をばっさり断ち切った。カジカはちらりとジャンの方を見る。なんか知ってるか、と言いたいらしい。ジャンは首をかしげるしかなかった。

「じゃ、なんなんすか？　俺、他になんかしましたっけ……」

　カジカは不安げに尋ねる。こんな風に呼び出されるのは初めてのはずだ。ジャンほどではないがカジカも成績は悪い。なにかの処分を下される、と考えて当然だった。

「あなたにしてもらわなければならないことがあります」

　と、ガートルードは言った。

「ここにいるアバディーンと一緒に、あなたもウルス大公との会談に出席なさい」

　本人を始め、その場にいた全員が言葉を失った。




　フリデリカとクリスが首都シシハネに足を踏み入れたのは、その日の午後になってからだった。ガートルードたちがウルス大公の待つ宮殿へ向かってすぐ、沖合の学院島にいる生徒たちにもシシハネに上陸してもいいという許可が下りた。

　観光に関心のなかったフリデリカを誘ったのはクリスの方だった。なんでも料理のおいしい店を探したいらしい。島にはない珍しい食べ物ならフリデリカも口にしてみたい。二人はシシハネの港へ飛んだが、入国手続きに思ったよりも時間がかかった。今日きようから祭りの「顔」となる競技が行われるらしく、港を出るための大門に長い行列ができていた。

　内陸から吹くからりとした風のおかげでしのぎやすかったが、じりじりと照りつける太陽にはうんざりした。やっとのことで正式な入国証を得て、衛えい兵へいの守るアーチをくぐったフリデリカは、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

「……すごい」

　そこは宮殿に向かってまっすぐ延びる大通りだった。左右にはずらりと露ろ店てんが並び、派手な色づかいの旗が風になびいている。さまざまな食べ物の香りと、立ちのぼる熱気でむせ返りそうだ。通りは行き交う人々でごった返し、地面すらほとんど見えない。都市全体が音楽と喧けん噪そうに包まれているようだった。

　こんなに大勢の人間を一度に目にしたのは生まれて初めてだった。今、視界にいる人間だけで、学院島の人口を上回ってしまいそうだ。世界中から集まっているらしく、肌の色も髪の色もばらばらだ。驚おどろいたことにレガリオン人らしい黒髪の者もちらほら交じっている。

　突然、なにかがどんと肩に当たった。頭に大きな壺つぼを載せた、荷運びらしい男が舌打ちしながら追い抜いていく。立ち止まっているのはフリデリカたちだけだった。

「端はしへ行こう、フリデリカ。ここは邪じや魔まになる」

　と、クリスは言った。フリデリカほど驚いている様子はない。彼女が以前住んでいたレガリオン帝国は、世界で一番人口の多い国だ。これぐらいの人出を見たことがあるのかもしれない。

「あ、うん……」

　まごついているフリデリカの手を取って、クリスは人混みを縫ぬうように歩き出した。普段、先に立って歩くのはフリデリカなのだが、今日は勝手が違う。クリスが別人のように見えた。妙に気恥ずかしくなって視線を逸そらした──女同士で、パートナーなのに。
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　露店と露店の間を通り抜けると、石造りの建物がずらりと軒のきを連ねていた。ほとんどが通りに長い庇ひさしを伸ばした商店や飲食店で、人々がひっきりなしに出入りしている。

「あっ」

　不意にクリスが足を止める。

「ど、どうしたのクリス」

　彼女の視線の先には間口の狭い平屋の店がある。軒先には鮮やかな色の織物が広げられ、天井や壁かべが隠れるほどびっしりと女物の服がぶら下がっていた。手を繫つないだまま近づいていくと、薄暗い店の中には大きな台があった。その上に糸巻きや鋏はさみや物差しがきちんと並べられている。どうやら女物専門の仕立て屋らしかった。

　クリスは目を輝かせて半はん袖そでのドレスを見つめていた。南国らしい明るい赤で、ギャザーの入ったウエストに大きなリボンがあしらわれている。

「これ、すごく可愛かわいい。いいなあ……」

　ふわふわした裾すそに触れて、しみじみとため息をついた。男のふりをしているクリスだが、こういう女の子らしい格好が大好きだった。亡命する前まではズボンなど穿はいたこともなかったという。髪飾り一つ着けられない不自由さを、パートナーのフリデリカは誰だれよりもよく知っている。

「うん。クリスに似合いそう」

　と、フリデリカは微ほほ笑えんだ。同じような色の帽子や靴と合わせればいいかもしれない。

「そ、そうかな……でも、ちょっと丈が短いかも。足が見えすぎて恥ずか……」

「そんなに女の服が好きなのかい、坊や」

　いきなり嗄しやがれた声が響ひびいてきて、二人はぎょっとした。店の奥にある胴体だけの人形のかげから、店主らしい人物がにゅっと姿を現した。ウルス人らしい褐かつ色しよくの肌に明るい色の短髪。付け睫まつ毛げと厚化粧のせいで年齢ははっきりしない──ついでに性別もよく分からなかった。女にしてはあごの骨が出すぎているし、声も低すぎる。

「べ、別に好きなわけじゃありません」

　クリスは慌てたように首を横に振った。

「そうです。わたしが着る服を見てくれてたんです。き、きれいな服だったから」

　と、フリデリカも付け加える。会話を聞かれたかもしれないと冷や冷やしていたが、相手はにっこり笑っただけだった。

「うちの品物は折り紙つきだよ。たまに公女様からだって注文が入るぐらいだからね」

　フリデリカはサラの着ていた派手なドレスを思い出す。あれはこの店で買ったのかもしれない。よく見ると露ろ出しゆつの多い服ばかりだ。

「その赤いドレスは昨日きのう仕上げた新作だ。よかったら土産みやげに買っていきなよ……ただ」

　店主は目を細めてフリデリカを頭からつま先まで一いち瞥べつする。

「あんた、着られるのかい？　サイズはこれっきりだよ」

　その言葉がぐさりと胸に突き刺さった。確かにウエストのあたりは自信がない。クリスと違って見えないところに無駄な肉が付きやすいのだ。店主は打ちのめされたフリデリカを気にした様子もなく、唇に挟んだ細いパイプを吹かした。

「ところで、その服を着てるってことは、騎士学院グランデコルの生徒だろ、あんたたち」

　フリデリカは目を丸くした。

「そうですけど……知ってるんですか？」

「うん、十年ぐらい前だったかな……やっぱり祭りの時に、あんたたちと同じ服を着た子たちがこの店へ来たことがあってね。珍しかったんで訊きいたんだよ」

　飛行演習の時を除いて、騎士学院グランデコルの生徒たちが島を離れることはあまりない。まして以前の学院島はウルス公国からはるか彼方かなたにあった。生徒たちが訪れることも滅多にない土地のはずだ。

「その生徒たちはウルス公国でなにをしていたんですか？」

　と、クリスが尋ねる。

「んー……どうだったっけ。ずいぶん前のことだからね。確か……」

　店主は記憶をたどるように天井をにらみつける。しばらくそのまま動かなかったが、やがて喉のど元もとを軽くぽんと叩たたいた。

「悪い。ここまで出かかってるんだけどね……どうせこの祭りの季節だから、なんか勝負するために来てたはずだよ。あんたたちもそうじゃないのかい？」

　フリデリカとクリスは顔を見合わせた。

「いえ、違いますけど……ちょっと見物に来ただけで」

　店主はいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「竜りゆう人じん約やく祭さいの時にここへ来て、ただ見て回るだけじゃもったいない。気が向いたら好きな勝負をするといい……勝負にはその人間の本性が出るもんだ。自分がどんな人間かも分かるよ」




　　　　２




　仕立て屋を出たクリスとフリデリカは、大通りから水路沿いの道路に足を踏み入れた。水辺に近づいたせいか、少し暑さが和やわらいだ気がする。大通りに負けないほどの混雑で、川かわ縁べりや橋の上に並べられた縁えん台だいの周りに人の輪がいくつもできていた。輪の中心ではカードやサイコロを使ったゲームが行われているらしい。ひっきりなしに笑い声や歓声が上がっていた。

（……楽しそう）

　もちろん金を賭かけているのだろうが、不思議とすさんだ雰囲気はない。勝負を純粋に楽しんでいる様子だった。きっとそういう気質の人々が、世界中からこの祭りに集まっているのだろう。

（勝負にはその人間の本性が出るもんだ）

　店主の言葉を聞いて、真っ先に思い出したのはティアナとサラの料理対決だった。あの日、クリスもバルコニーからガレットの店の中をこっそり覗のぞいていた。二人は自分の感情を隠そうともせずに、真剣に争っていた。それでいて互いの足を引っ張るようなことをしていなかった。ここで行われている勝負と似た雰囲気だったと思う。

　羨うらやましい、とクリスは思った。

　もし自分が彼女たちの立場だったら、あんな風に無邪気にはなれそうもない。隠さなければならないことが彼女には多すぎた。

「ちょっと、クリスってば。聞いてる？」

　フリデリカの呼びかけに我に返った。

「え？　なに？」

「なにじゃないわよ。そろそろ食事しない？って訊きいたの。そのために来たんだから」

「うん。そうだね」

　水路沿いには大きな料理店がいくつも並んでいて、そこからオリーブ油のいい香りが漂ってくる。何種類もの香辛料をまぶした魚のフライがこの国の名物料理だ。シシハネに上陸したのは、おいしい料理を食べたいからだとフリデリカに説明した。

　本当はそれだけが理由ではない。ヴィクトル・アバディーンと「お礼」の食事をする店に目星をつけるためだ。できるだけ彼に喜んでもらいたかった。よく行くガレットの店では味気ない。他ほかの騎士学院グランデコルの生徒たちが来ないような、静かに話せるような店がいい。できれば眺めがよくて、雰囲気がいいところ。もちろん団体の酔っ払いなどいない、大人おとなの男女が初めてのデートに使うような──。

（な、なにを考えてるんだ、ぼくは）

　クリスは首を振って妄想を振り払った。あくまでただのお礼だというのに、つい余計なことまで考えてしまった。

　クリスはあたりを見回しながら言った。

「それ以前にどの店に入れるのかって話だよね」

　昼食の時間は少し過ぎていたが、どの料理店も客でいっぱいだ。長い時間をかけてゆっくり食事を取るのがこの地方の習慣だった。

「もう少し先に行ってみない？　空いてる店もあるかも」

　フリデリカの言葉にうなずいて、クリスは先に立って歩き出した。混雑はさらにひどくなっている。まっすぐ進むのが難しいほどだった。人の少ない場所を求めて橋を渡ろうとした時、クリスはやっと混雑の原因に気づいた。

　人々の多くが立ち止まって空を見上げており、そのせいで行き来が妨さまたげられていた。視線の先を追うと、雲一つない青空に数騎きの竜りゆうが羽ばたきながら静止している。二組に分かれ、横列を組んで向かい合っていた。全員が砲剣の他ほかに長い槍やりのようなものを携たずさえている。

「なんなのかしら、あれ」

　と、フリデリカが首をかしげる。

「……竜騎士ドラグーンの競技じゃないかな」

　クリスは答えた。竜騎士ドラグーンだけが参加できる団体競技の話を聞いたことがある。詳しくは知らないが、四騎ずつのチームを組んでなにかの得点を競きそい合うという。

　よく見ると都の東西にひときわ高い塔がそびえ、竜がくぐれるほど大きな金属の輪が先端に取り付けられている。きっとその競技で使われるものだろう。シシハネの上空全体がその競技場になっているのだ。

「なんていう競技なの？」

　と、フリデリカが言った。

「えっと、確か……」

「プラネッタだ」

「そう、プラネッタ……え？」

　二人は背後を振り返った。ぼさぼさの金髪を伸ばした長身の男が、石橋の欄らん干かんにもたれて立っている。年の頃ころは三十がらみ、美男と言っていい風ふう貌ぼうだ。洗いざらしたシャツとポケットの多い作業着のズボンを身に着けている。仕事の合間にふらりと散歩に出た職工といういでたちだった。

「こんなところで会うなんて奇遇だな」

　と、ラフエッジは言った。学院島に自分の工房を持つ砲剣鍛か冶じだ。ヴィクトル・アバディーンの「ペイルライダー」も、クリスの「ファイアーフォックス」もこのラフエッジの手によるものだ。気難しい性格だが、最高の武具職人として島外にも名が知られている。

「お前たちは祭りの見物か？」

「……ちょっと食事をしに来たんです」

　クリスの声が緊きん張ちようで裏返った。ラフエッジは彼女の頭からつま先までじろりと一いち瞥べつする。

「ふうん……ああ、そういえばキッドマン、弾丸ができてるから工房まで取りに来いよ。そろそろ数が少なくなる頃ころだろ？　ここんとこ射しや撃げき訓練ばっかりだからな」

「え……？」

　クリスは驚おどろいた。自主訓練の内容を誰だれかに教えた憶おぼえはない。同室のアバディーンですら知らないはずだ。

「……そんな不思議そうな顔するなよ。うちの工房まで『ファイアーフォックス』の銃声が響ひびくんだ。俺おれの作った砲剣だから、音の聞き分けぐらいつくさ」

　普通の砲剣鍛か冶じにそんな聞き分けができるとは思えない。尋じん常じようではない耳のよさだった。

「調子が悪いからってやたらと射撃訓練しても意味ないぞ。それと弾丸は早めに補ほ充じゆうしとくもんだ。万が一、戦せん闘とうがあったらどうするつもりだ？」

「すみません……」

　しかもクリスの調子が悪いことまで見抜いている──正直なところ、彼女はラフエッジが苦手だった。彼の作る砲剣は素晴らしいし、顧こ客きやくへのアフターサービスも万全だ。ただ、あまりにも目め端はしが利きすぎる。油断していると女であることにも勘づきそうで不安だ。

「ラフエッジさんはなにしに来たの？　カジカから聞いたけど、今忙しいんでしょ？」

　フリデリカが口を開いた。ラフエッジは物もの憂うげに頭上を指さした。

「そのカジカが学院長に連れていかれちまってな。今日きようは助手がいないんじゃ仕事にならないんで、祭り見物に来たんだ。久しぶりにプラネッタの大会も見たかったし……お前にもなにかの参考になるかもしれないぞ。射撃が不可欠の競技だから」

　と、クリスを横目で見ながら言う。初めてこの競技に興味をそそられた。それなら見ていくべきかもしれない。

「ルールは知ってるか？　お前たち」

　二人は黙だまって首を横に振った。

「そんなに難しいもんじゃない……要するに点を取り合う競技だ」

　突然、銅ど鑼らの音が鳴り響ひびいて、見物客たちから拍手と歓声が上がる。競技が始まろうとしているようだ。大公のいる宮殿のあたりから、一体の竜りゆうが選手たちに向かって上昇していった。その背にはこの国の竜騎士ドラグーンらしい小太りの男が乗っている。

「あの騎き士しが審判だ。昔からこのプラネッタの大会を取り仕切ってる」

　ラフエッジは喧けん噪そうに負けないように大声を張り上げる。

「あいつが持ってるものをよく見てみろ」

　クリスは目を凝こらした。審判は一抱えほどもある大きな球体を、目の粗あらい網袋に入れてぶら提さげている。ほのかに七色の光を放っていた。

「あの球は竜りゆう鱗りんの板を組み合わせた特注品で、大きな竜珠テイグレみたいなもんだ。実は『プラネッタ』ってのはあの球の呼び名でな。大破局エンドロールより昔の言葉で『惑星』を意味してる……あの騎き士しが球を放り投げたら試合開始だ」

　それから、彼は東西に建っている塔を交互に指さす。

「あっちとこっちの塔の上に輪がついてるだろ？　あれは『ポルタ』って呼ばれてて、それぞれの陣地の中心になる」

　ポルタという単語には聞き覚えがあった。プラネッタと同じく古代の言語で、確か「門」という意味だったはずだ。

「競技の勝敗は簡単だ。連中が持ってる長い棒……仗ロツドを使ってプラネッタを運んでいって、敵陣の門ポルタをくぐらせると一点。三点先取した方が勝ちだ。直接の攻こう撃げきでなければ、敵を邪じや魔まするためになにをしても構わない。プラネッタをはじき飛ばすために、砲剣による射撃も許されてる」

「あの、似たような競技ってずっと昔にもあったんじゃなかった？」

　と、フリデリカが言った。

「敵陣に球を持っていくとか、旧文明史の本で読んだ気がするけど」

　ラフエッジはわが意を得たというようにうなずいた。

「よく知ってるな。お前の言うとおり、旧文明時代にはそういう競技がいくつかあったらしい。これを考え出した奴やつもきっとそれを知ってたんだろう……ただ、絶対にこの競技にしかない要素が二つある。一つは竜りゆうに乗って空中で戦うことと、もう一つはあの球の特殊な性質だ」

「……どういう性質なんですか？」

　クリスが尋ねる。竜鱗でできていること以外は、特に変わったところは見当たらなかった。

「それがな……」

　歓声がさらに大きくなって、ラフエッジの答えははっきり聞き取れなかった。地上にいる群衆に、選手たちが長い仗ロツドを振って挨あい拶さつしている。いよいよゲームが始まるらしい。

　とりあえず見てろ、とラフエッジが手て真ま似ねで合図する。審判の騎士を競技場の中心に残して、二つのチームが都の上空に散った。審判がプラネッタの入った網袋を軽々と振り回している。残像のせいで輪になった虹のように見えた。

　小太りの騎士は網の袋を手放すともう一度銅ど鑼らが鳴り、散っていた選手たちが一いつ斉せいに動き始める。網から外れたプラネッタが空高く上がり、それから地面に向かって落下してきた。

　クリスの背筋に震えが走った。球体が向かってくるのは水路にかかった橋の上──ちょうど彼女の立っているあたりだった。

「あ……」

　避さけようにも混雑で身動きが取れない。みるみるうちに球体は彼女に迫ってくる。

「クリス！　危ない！」

　フリデリカが悲鳴を上げる。クリスは両脚に力を入れて身構えた。危険だが受け止めるしかない。他ほかの観客に被害が及ぶよりはその方がいい。奇妙なことに、他の観客たちは近づいてくるプラネッタに反応していない。ラフエッジも腕組みをして眺めているだけだった。

　視界いっぱいに竜りゆう鱗りんの球が広がった時、突き出した両手の前でプラネッタが突然停止した。

「えっ？」

　七色に輝く表面がかすかに震えたかと思うと、今度は跳ね返るように高く舞まい上がった。クリスは啞あ然ぜんとしてその行ゆく方えを見守った。竜騎士ドラグーンの一人が球体に追いつこうとする──すると、プラネッタの向きが九十度変わって彼から遠ざかった。

「……あれは人間の竜脈ナーデイに反発する性質を持ってるんだ」

　ラフエッジが二人に顔を近づけて、からかうように笑った。

「もっと正確に言うと竜脈ナーデイを流れる生気プラーナに反応して力場を形成する、そういう竜ル気ンを帯びている。人間が近づくと逃げるし、うまくやらないと触ることもできない……まるで空に浮いてる星みたいに、人間の力じゃどうにもならない。だからプラネッタっていうのさ」




「試合が始まったよ！　ほらほら！」

　サラ・アル＝ウルスはそう言って飾り窓の向こうを指さした。そこは他の建物に遮さえぎられることなく試合の全景を見渡せる、観戦にうってつけの場所だった。

「このプラネッタの大会がね、竜りゆう人じん約やく祭さいで一番大きなイベントなんだ。竜騎士ドラグーンたちが世界中から集まってくるし、この競技の好きな人たちも世界中から集まってくるの……ウルスでの大会を見ないとプラネッタを知ったことにならないって言われてるんだから」

　そう言ってサラは胸を張った。

　一方のチームの騎き士しが砲剣の射しや撃げきでプラネッタをはじくのが見えた。軌道が変わった球体に別の騎士がさらに弾丸を当てる。触れることなく少しずつ敵陣の門ポルタに運んでいっていた。

「すげえな。あれってどこのチームなんだ？」

　サラの隣となりにいるジャンが興奮して話しかけている。どうやらこの競技を気に入ったようだった。

「今、攻めてるのがフォートノクスの騎士団だよ。守ってるのがカリクマの騎士団……でもね、今はどっちもあんまり強い方じゃないんだ……何年か前に急に弱くなっちゃって」

「へえ……なんで弱くなったんだろうな」

　別の窓にもたれて話を聞いていたティアナは、吞のん気きな会話に眉まゆをひそめた。

「アバディーン戦せん役えきで竜騎士ドラグーンが少なくなったからでしょう。そんなことも分からないのですか」

　気まずそうに押し黙だまる二人を見て、ティアナは軽い後悔の念にかられた。

（君、たまに口開くとほんと言いたい放題だな）

　さっきサラに言われたことが気になっていた。いつもはここまで刺とげ々とげしい言い方をしていないはずだ。ジャンとサラが話しているのを見ると苛いら々いらしてしまう。

　視線を逸そらして部屋の中を見回した。壁へき面めんを飾る極ごく彩さい色しきのタイル、フレスコ画の描かれた丸天井──ここはシシハネの宮殿の中にある控えの間だ。もっと大勢の来らい賓ひんを待たせておくために作られたのだろうが、ティアナたちだけでは広すぎた。

　中央にある大理石のテーブルを挟んで、ガートルードとカジカが向かい合って座っている。

「……ラフエッジは仕事をしていますか？」

　ガートルードの声がティアナのいる場所まで聞こえた。

「えっ？　は、はい。最近はちゃんと……でも、あんまり俺おれに手伝わしてくれなくて」

　緊きん張ちようしているらしく、カジカはしどろもどろで答える。

　テーブルの向こうには謁えつ見けんの間に通じる巨大な扉がある。宮殿に到着した五人はウルス大公ナジムとの会談を待っている。ナジムは他ほかの来賓との接見を済ませてから、じっくりガートルードたちとの会談に臨のぞむという話だった。

「……このプラネッタの大会で優勝すると、その選手が望むものを一つ父とう様からもらえるんだ」

　再びサラとジャンは会話を始めていた。

「大たい抵ていはみんなお金か宝石って答えるけど、この国に仕官させてくれって言った人もいてね。そのまんまウルスの竜騎士ドラグーンになっちゃったよ」

「適当な話だな。いいのかよそれで」

「父様らしいでしょ……賞品は豪華なんだけど、ここんとこなんか出場チームが足りないことが多いんだ。飛び入りの参加も認めてるんだけど、なかなか入ってこなくって」

「飛び入り参加なんて無理じゃないのか？　難しいだろこの競技」

「そんなに難しいとは思えませんが」

　ティアナは口を挟んだ。またやってしまった、と思ったがもう遅かった。

「君さ、そんなこと言ってやったことあるの？」

　サラが呆あきれたように言った。

「……見たことはあります。昔は騎士学院グランデコルでもプラネッタのチームがありましたから」

「え？　そうだったのか？」

　ジャンが目を丸くした。彼の興味を引いたことに嬉うれしくなる。ずっとサラとばかり話していたので、少し寂しかった。

「ええ、強かったようですよ」

　と、いっても詳しいことはよく分からない。騎士学院グランデコルに来たばかりの幼い頃ころ、練習している選手たちを見かけた程度だ。

「わたしも聞いたことないなー。それってこの大会には参加してたの？　なんで今はなくなっちゃったのかな？」

「さあ……」

　言葉を濁にごすと、サラはむすっと頰ほおをふくらませた。意地悪で教えようとしないと思ったのかもしれない──本当に知らないだけなのだが。

　ティアナは窓の外を眺めた。建物から正門に向かって、白亜に覆おおわれた通路が延びている。その左右には鮮やかな赤や黄色の花が咲き誇る庭園が広がっていた。学院島では見かけないものばかりだ。美しいとは思うが、落ち着かない気分にもなる。

　今すぐに島へ戻りたくなった。

「……え？」

　彼女は目を瞠みはった。四、五人の集団が正門に向かって歩いていく。同じような黒い服を着て、金属製の防具を身に着けている。後ろ姿ではあるが、そのうちの一人に見覚えがあった。

「アバディーン！」

　大声を上げる。なんだよ、と言いながら近づいてきたジャンも、彼女の指さす方向を見て目を瞠った。

「なんであいつらがこんなとこに？」

　ジャンは「ペイルライダー」を抜いた。歩いているのはレガリオン軍──三日前、機甲竜ヒユドラに乗って学院島を通り過ぎた兵士たちだった。集団の先頭には仮面を着けた、小柄な黒髪の男がいる。

　学院島に潜せん入にゆうしていたあのスパイだ。

「今度はウルス公国に入りこんでるのか……！」

　ジャンは窓枠に足をかけて飛び降りようとする。思ったとおりの反応だった。ティアナは慌てて腕をつかんで彼を引き留めた。

「どこへ行くのですか？」

「あいつらを捕まえてくる。決まってるだろ」

「待って下さい！　多分、彼らは正式な手続きを踏んでここへ来ています」

　一いつ瞬しゆん、ジャンはぽかんと口を開けた。

「はあ？　なんでレガリオン人がこの国に入れるんだ？　ここは海ユ洋ニ連オ合ンの国だろ」

「ウルス公国はレガリオン人の入国を禁じてはいません……そうでしたよね？」

　ティアナはそう言ってサラの顔を見た。ウルス公国はアバディーン戦せん役えき後も堂々とレガリオン帝国と交易を続ける数少ない海ユ洋ニ連オ合ン加盟国だ。ジャンの住んでいたフリデク王国も同様のことをしているが、ウルス公国の方がずっと取り引きの規模は大きい。

「うん……それに今は竜りゆう人じん約やく祭さいの季節だからさ。レガリオンからも大勢人が来てるよ。父とう様もレガリオン人が好きじゃないけど、使節に会うぐらいはするんじゃないかな」

　いくぶんサラは口ごもりながら言った。ティアナは彼女の言葉が噓うそだとは思わなかったが、ナジムがレガリオン人を嫌きらっているという話をそのまま受け取ることはできなかった。この国はレガリオン帝国との交易で莫ばく大だいな利益を上げていると噂うわさされている。ナジムが他国から非難される理由の一つだった。

「……しかし、彼らは軍人でしょう」

　ガートルードの声がすぐ後ろから聞こえた。いつのまにかガートルードとカジカも窓のそばに来ていた。

「おそらく機甲竜ヒユドラでこの国に来ているはずです。ウルス大公はレガリオン軍の駐留を認めているのですか？」

　サラは困ったように首をかしげた。

「うーん……詳しいことは知らないけど、多分認めてないと思う……あー、でも父とう様のことだからなー。なに考えてるかちょっと分かんない……」

　口の中でぶつぶつ言っている。サラですら理解に苦しむ相手がいるとは驚おどろきだ。

　その時、視界の端はしで扉が静かに開き、色の黒い大男が控えの間に滑りこんできた。身に着けているのは派手な色のズボンだけで、筋骨たくましい上半身があらわになっている。見るからに怪しい男だった。

　年齢ははっきり分からないが、逆立った髪の毛にはいくらか白髪が交ざっている。まだ老人ではないが若いとも言えない年齢らしい。

「誰だれだ、あれ」

　すぐそばに立っていたジャンがつぶやいた。存在に気づいているのはティアナとジャンだけだった。

「……分かりません」

　とても衛えい兵へいや侍じ従じゆうには見えない。宮殿に雇われている大道芸人かもしれない、とティアナは思った。今にも鎖くさりを引きちぎったり鉄の棒を曲げたりしそうだった。

　二人が見ていることに気づくと、男は口元に指を立てて黙だまっているように促うながす。それから足音を立てずにガートルードに近づいていった。巨体のわりには身のこなしが軽い。

　学院長のすぐ真後ろに立つと、両手をそろそろとガートルードの顔に持っていく。どうやら目隠しをするつもりらしい。

（まさか……）

　身分の高い来らい賓ひん相手にこんなことをする雇われ芸人などいるはずがない。信じたくはないが、ひょっとするとこの人物が──。

「なにをしているのですか、ウルス大公」

　ガートルードが前を向いたままで言う。大男は残念そうに舌打ちしながら飛び退のいた。

「なんだ、バレてたか。残念無念」

　やっぱり、とティアナは思った。

　このおかしな中年男が、ウルス公国大公ナジム・アル＝ウルスなのだ。

「あっ、父様。ただいま」

　サラは挨あい拶さつをする。父親の服装についてはなにも反応しない。きっと普段からこの格好なのだろう。

「お帰り、サラ」

　ナジムは子供のように歯を見せて笑った。武道家のような巨体にまったく似つかわしくない。しかも上下の歯はすべて金の入れ歯だった。まるで口から光が吐き出されているようだ。

　彼はぐるりと一同を見回すと、歓迎の意を示すように大きく両手を広げた。油を塗っているのか、妙にてかてかした筋肉にティアナは目のやり場に困った。

「俺おれはウルス大公ナジム・アル＝ウルスだ。遠いところをよく来てくれた！」

　それから、両手を揉もみしだくようにぽんと叩たたいた。

「さて、なにして遊ぼうか」
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　会談が行われたのは宮殿のテラスにある四阿あずまやだった。控えの間にいた五人はナジムと一緒に一つの円卓を囲んでいる。

　涼しい風が四阿を吹き抜けていたが、ジャンは落ち着かない気分だった。四阿の外に並んでいる下僕たちが大きな羽団扇うちわを振っているせいだ。炎天下に立っている彼らは全身汗まみれだった。なんとなく恨まれているような気がしてしまう。

「……島ごと移動してくるなんて驚おどろきだな、ガートルード学院長」

　ナジムは腕組みをしてしみじみ言った。相変わらず半裸のままだったが、かろうじて王冠を頭に戴いただいている。一応、首脳会談だという意い識しきはあるらしい。そこだけ儀礼に則のつとられても、ただの冗談にしか思えなかった。

「どうだ？　とりあえず、近づきのしるしに俺とカードで一勝負して」

「まずは話を済ませましょう、ウルス大公」

　指を上げて下僕に合図しようとするナジムを、ガートルードが制した。

「しかしな、俺は真ま面じ目めな話が嫌きらいだぞ？　今、欲しいのは楽しい遊び相手だ！」

　大公はまともな大人おとなとは思えない言葉を堂々と口にした。

「話が終わり次第、この二人が相手をします」

　ガートルードはジャンとカジカを指し示した。

「そのために連れてきました」

　ジャンたちは顔を見合わせた──俺たちは楽しい遊び相手かよ！

　自分たちが選ばれた理由がやっと分かった気がした。この大公と同じ目線で付き合えそうな、遊び好きのお調子者ということだったのだ。

　ナジムはしぶしぶといった調子で太い息を吐いた。

「じゃ、しょうがないな。パッと終わらせよう。パッとな……で、なんの話だったっけ？」

「騎士学院グランデコルと貴国との同盟の件です。すでにお聞き及びかと思いますが」

「あー、さっきなんか言ってたな。そっちが竜りゆう鱗りん加工の技術を出して、こっちが軍隊と金を出すって話だったか？」

「そうです。いかがお考え……」

「やめとく」

　ナジムはぷいっと横を向く。まるで嫌きらいな食べ物を前にした子供だ。

「レガリオンににらまれたらどうするんだよ……あいつらすごく強いんだぞ」

「えー、父とう様。協力しようよ」

　サラが唇を尖とがらせた。この重要な話題に平然と口を挟める彼女も普通ではない。

「だって騎士学院グランデコルにはわたしの許婚いいなずけがいるんだよ！　ほら、ヴィクトル・アバディーン」

　ナジムはかっと目を見開くと、身を乗り出して無遠慮にジャンを凝ぎよう視しする。

「……許婚？　こいつが？」

「そうだよ、憶おぼえてるでしょ？」

「はあ？　こいつはヴィクトル・アバディーンじゃないだろ？」

　顔から血の気が引いていった。あまりにも突然すぎて反論もできない。ジャンを見つめるガートルードの目つきが鋭くなった。

「もー、なに言ってるの父様。どう見ても本人じゃない」

　サラはけらけら笑い声を上げた。ナジムの方も背を反らせて大声で笑った。一いつ瞬しゆん、納得したのかと思ったが、そうでないことはすぐに分かった。

「お前こそ面白いこと言うなあ。顔つきも身のこなしも全然違うじゃないか。あんまり賢かしこそうじゃないし、強そうでもない。誰だれも不思議に思わないのか？」

　サラの顔から笑みが消えていった。ジャンと会った時のことを思い出しているに違いない。まるで別人のようだと彼女も言っていた。

　ジャンはごくりと唾つばを吞のみこむ。内心、ナジム・アル＝ウルスへの見方を改めていた。確かになにも考えていない人間だが、ただの愚ぐ鈍どんというわけでもない。四年前に一度会っただけの人間を、即座に見分けられる眼力がこの男には備わっている。動物的な勘のようなものだ。

「俺おれはヴィクトル・アバディーンです」

　もうこの噓うそにも慣れている──兄の名を騙かたる良心のうずきは止められなかったが。

「誰が見てもアバディーンの王族だと思いますけど」

　ジャンはそう言って自分の目を指さした。赤い髪と紫色の瞳ひとみはアバディーンの王族の特徴だった。ナジムはぽんと納得したように両手を叩たたいた。

「あー、うん。確かにそうだな……マキシム・アバディーンとおんなじだ」

　ほっと胸を撫なで下ろしたとたん、ナジムはさらに続けた。

「でも、アバディーン王家には息子がもう一人いるんだったよな。マキシムから聞いたぞ」

　がんと頭を殴られた気分だった。父が他国の人間にそんなことを話しているとは思ってもみなかった──いや、この程度のことは予想すべきだったかもしれない。なんの準備もなくナジムに会いに来た自分が馬ば鹿かだった。

「……その話は本当ですか？」

　ガートルードが興味をそそられたように尋ねると、ナジムは深くうなずいた。

「一応、本人から聞いた話だからな。バルバートル王国の即位式の後で晩ばん餐さん会かいがあって、あいつもちょっと酒が入ってたんだが……急に打ち明け話を始めたんだ。実はもう一人息子がいるってな。でも、長男にばっかり気が向いてて悪いことをしたとか、出来は平凡だけど誰だれからも好かれるいい子だとか……」

　ジャンはうつむいたまま歯を食いしばった。こんな時だというのに胸が震える。父がそんな風に考えていたとは想像もしていなかった。もちろん「いい子」だと言われたこともない。自分のことなど眼中にないと思いこんでいた。

「なにをおっしゃっているのか分かりませんが、わたしのパートナーには関係のない話のようですね」

　ティアナの頼もしい声が隣となりから聞こえてくる。

「このヴィクトル・アバディーンは他ほかの騎き士しに扱えない『ペイルライダー』を扱う才能を持っています。先日、学院島がレガリオン軍に襲しゆう撃げきされた際も大きな戦功を挙げて表彰されました。平凡にはほど遠い騎士候補です」

　ジャンは自分の両手を見下ろした。契約の証あかしである印ムドラが手の甲にまで走っている。彼は両手に竜脈ナーデイを持つ特異体質だ。ペイルライダーを扱うことができるのはそのためだ。ぐっと下腹に力をこめて、自分に言い聞かせる──俺おれは平凡なんかじゃない。

「……前とは変わったってよく言われます」

　と、ジャンは言った。まだ動どう悸きは静まらなかったが、動揺を隠しきれないほどではなかった。

「でも、別に好きで変わったんじゃない……あんな戦争に出くわせば、どんな人間だって変わると思う。昔に戻ろうとしても戻れない」

　それはジャンの本音そのものだった。レガリオン軍が攻めてこなければ、あのまま父や兄のかげに隠れてのんびり過ごしていられたはずだ。

「弟がいたというのは事実ですか？」

　ガートルードが質問を浴びせてくる。ジャンはひそかに深呼吸して気を落ち着かせた。

「はい。王城ではいつも一緒にいました……機甲竜ヒユドラが攻めてきた日もそうでしたけど、助かったのは俺おれだけで……弟も父もみんな殺されました」

　声が震えたのは演技ではなかった。重苦しい沈ちん黙もくが流れる──顔を上げると、サラが目元にハンカチを当てている。

　それでもガートルードの視線の厳きびしさは今までと変わらなかった。ジャンの話を信じきっていないのがありありと分かる。

「んー、でもやっぱり俺おれにはヴィクトルに見えんな！」

　ナジムが大声で言い、どきりとジャンの心臓が鳴った。目を吊つり上げたサラが父親の裸の肩を音高くはたく。

「まだそんなこと言って！　……ごめんねヴィクトル。父とう様、一度言い始めたら頑がん固こだから」

「しょうがないだろうが！　見えないものは見えないんだ！」

　ジャンは引きつったような笑みを浮かべた。ナジムの言っていることは正しい。子供と同じで、理屈に惑わされない人間だ。

「……ここはアバディーンの正体を論じる場ではありません。本題に戻りましょう」

　まだ首をかしげているナジムを促うながして、ガートルードは話を続けた。この話は保留にするという含みを感じた。いずれ機会があれば追及してくるかもしれない。

「わたしたちと同盟を結ばなかった場合、竜りゆうと関かかわりの深いこの国をレガリオン帝国が放っておくとお思いですか。今、彼らはこの国と交易をしていますが、当然侵略の対象に入っているはずです」

「難しいことは分からんが、俺だってあいつらはあんまり好きじゃない。好きじゃないが、でもなあ……」

　椅い子すの背もたれにだらんと首を預けて、ナジムは押し黙だまった。でもなんなんだ、とジャンは思った。ガートルードが再び口を開く。

「先ほどレガリオン帝国の軍人を見かけました。彼らとなにを話したのですか？」

　しばらくの間返事はなかった。ナジムは四阿あずまやの向こうにある空を眺めている。プラネッタの試合が佳境に入っているようだった。竜たちが球体を追って激しく動き回り、地上からそのたびに大きな歓声が上がっている。

「ウルス大公」

　厳きびしい声でガートルードが呼びかける。注意された子供のように、彼は元の姿勢に戻った。どこかばつの悪そうな表情を浮かべている。

「それがな……あいつら、自分たちと手を結ぼうって言ってきたんだ……もし手を結んだら、この国には絶対攻めてこないって」

　老練な学院長の顔色が変わった。テーブルの上に置かれた竜の右手を固く握りしめる。

「レガリオン帝国が同盟の交渉をしてきたのですか？」

　ジャンにも彼女の驚おどろきは理解できた。今までレガリオン帝国は海ユ洋ニ連オ合ンの国々との交渉を拒絶し、外交文書すらほとんど送ったことはなかった。アバディーン王国や学院島を襲しゆう撃げきした時も、宣戦布告すら行っていない。もう一つの大陸国である竜帝国シヤンバラ以外、国としての存在を認めないという傲ごう慢まんな立場を貫いてきた。

　まして対等な形での「同盟」を持ちかけることなど今まで一度もなかった。

「……交渉をすると見せかけているだけではないのですか？」

「でも、使節があっちの皇族の親書も持ってきたぞ……グロリア・レガリオンの署名がちゃんとあったし……」

　ジャンは椅い子すから立ち上がりかけた。「黒の鉄姫」──アバディーン王国を滅ぼした女。

「その申し出、まさか受けたんじゃないだろうな？」

　と、ナジムに向かって怒ど鳴なった。もしそうだとしたらこんな男と同じ空気を吸いたくない。

「う、受けるわけないだろ。いや、攻めてこないのはありがたいってちらっと思ったが……本当にちらっとだぞ！　あいつらなんか気味悪いし、ちょっとそれもなあ……」

　受けなかったというわりには声に力がない。心を動かされたのが丸分かりだった。

「……完全に拒絶したわけでもないということですね？」

　ガートルードが尋ねる。ウルス大公はあからさまに視線を逸そらした。ジャンは殴りかかりたい衝しよう動どうにかられた。思わず身を乗り出すとナジムが両手を突き出した。

「ちょっと待て！　一度は断ったんだ……そうしたら、代表らしいちっこい奴やつが、ちょっと変なこと言い出してな」

　その時のことを思い出したのか、ナジムは金歯を見せてにやっと笑った。代表らしい男というのは、おそらくあのスパイだろう。

「同盟を組むかどうか勝負で決めましょう、って」

「勝負で？　バカバカし……」

　ジャンは口をつぐんだ。この大公が相手なら有効なやり方だ。一人娘の結婚を勝負で決めたぐらいだ。国の行く末を勝負で決めてもおかしくない──なにしろ「アル＝ウルス家では勝負は神聖かつ絶対」だ。

「どのような勝負ですか？」

　ガートルードが問うと、彼は無言で四阿あずまやの外を指さした。ちょうどプラネッタの試合が終わり、二つのチームが地上に戻っていくところだった。すぐに次の試合も行われるらしく、別のチームが空に上っていく。

　聞き覚えのある甲かん高だかい駆動音にジャンはぞっとした。明らかに竜りゆうとは異なる黒い機体が次々と競技場に姿を見せる。一つのチームは竜騎士ドラグーンたちだったが、もう一つのチームは機械の竜に乗った兵士たちだった。

「あいつら、プラネッタの大会に参加する選手団って名目でこの国へ来たんだ。ちゃんと事前に申しこみもしてる」

　ジャンはレガリオンの軍人が機甲竜ヒユドラで入国できた理由を悟った。プラネッタの選手なら、競技に使うという名目で機甲竜ヒユドラも武器も持ちこめる。他国の竜騎士ドラグーンたちにも同様のことが認められているのだから、断るわけにはいかなかったのだ。

「代表らしい奴はこう言ったんだ。『自分たちがプラネッタの大会で優勝したら、その賞品としてレガリオン帝国と同盟を組んで欲しい』って……」

「それで、その申し出を受けたのですね」

　ガートルードが呆あきれたように言うと、ナジムは不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

「同盟を断るのにちょうどいいと思ったんだよ！　どうせ、あいつらが優勝できるわけないんだからな」

「どこにその保証があるのですか」

「……あ、でもわたしも無理だと思うな」

　黙だまって聞いていたサラが口を開いた。

「プラネッタって難しい競技なんだよ。初参加のチームがいきなり勝ったのって、今までにほとんどないんだ……それにね、あそこにいるもう一方のチームってバルバートルの騎き士し団だんで、今回一番の優勝候補。一点取るのも難しいんじゃないかな」

　常じよう識しきで考えれば彼女の言うとおりかもしれないが、ジャンはそこまで楽観的にはなれなかった。機甲竜ヒユドラのチームを率いているのはあのスパイだ。誰だれにも気づかれずに学院島に侵入し、さまざまな活動を行っていた男。

　プラネッタの大会に参加したのも、この「勝負」をナジムに仕掛けるためだろう。だとすると、なんの勝算もないとは思えなかった。
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　バルバートル人の主将は激怒していた。目の前に浮かんでいる機甲竜ヒユドラの編隊は、三年前のアバディーン戦せん役えきで受けた古傷を否いや応おうなしに思い出させる。何人もの戦友が炎に焼かれ、辺境の地に散っていった。吐き気にも似た怒りで体が震えた。

　彼の左右に浮かんでいる他ほかの選手たちもおそらく同じ気持ちのはずだ。全員がアバディーン戦役に出征した、経験豊かな竜騎士ドラグーンたちだった。

　主将は機甲竜ヒユドラたちに刺すような視線をぶつけている。機甲竜ヒユドラの乗り手たちは、なぜか例外なく金属の仮面で顔を隠している。顔に傷でも負っているのか、あるいは見られてはならないほど有名な者なのか──今すぐはぎ取って確かめてやりたい衝しよう動どうにかられた。

　レガリオン軍に向けられた罵ば声せいが地鳴りのように響ひびいていた。この試合を観戦している人々の大半は、海ユ洋ニ連オ合ンの国々から集まってきている。アバディーン戦役で家族や知人を失った者たちが大勢いるはずだった。

　機甲竜ヒユドラに乗った選手たちは、浴びせられる怨えん嗟さをまったく無視している。聞こえてもいないかのように身じろぎ一つしなかった。

「これが競技だということをくれぐれも忘れるな。節度を持って戦え」

　審判を務めるウルス公国の騎き士しが、バルバートル騎士団の主将に騎き竜りゆうを寄せて注意を促うながした。その言葉がかえって怒りをかき立てた。この国の人間に言われる筋合いはない。あの戦争で一滴の血も流さなかったウルス人に、自分たちの味わった苦痛は決して理解できないだろう。

『あの機械を駆かる者たちに思い知らせてやりましょう』

　パートナーの騎竜が言葉をかけてくる。アバディーン戦せん役えきでは多くの竜族の命も失われている。

「もちろんだ……無事に帰すものか」

　競技に勝つだけで済ませるつもりはなかった。反則を取られないように攻こう撃げきする方法はいくらでもある。競技中の「事故」ならば、レガリオン軍とて自分たちを非難しにくいはずだ。

　彼は手にしている長い仗ロツドを振った。それを合図にチームは自陣に散っていった。バルバートル騎士団のチームは東側、レガリオン軍は西側がそれぞれの陣地だった。

　東のチームは競技場の中央にいる前ぜん衛えいが三騎、門ポルタに近い後衛が一騎、という攻撃中心の陣形を取っている。プラネッタを三方向から取り囲み、仗ロツドや砲剣で門ポルタへ運んでいく正攻法の戦術だった。

　対する西のチームの陣形は東とはまったく異なっている。自陣の門ポルタの周囲に三機の機甲竜ヒユドラが集まり、競技場の中央に残っているのは一機だけだ。前衛に一機、後衛に三機──東とはまるで正反対だった。

（ふざけた奴やつらだ）

　たった一機でプラネッタを敵陣の門ポルタまで運ぶつもりらしい。自信過剰なのか、競技の戦術に無知なのか、そのどちらかだ。

（まずはあいつからつぶしてやる）

　バルバートル人の主将は仗ロツドを握りしめて、敵の前衛の乗り手を眺めた。女と見まがうような小柄な体つきで、仮面の上半分に長い黒髪が垂たれ下がっている。ひ弱な獲え物ものに思えた。

　試合開始の銅ど鑼らがシシハネの都に鳴り響ひびいた。審判の手からプラネッタが解放され、満月のように空高く上った。バルバートル人の主将を乗せた騎竜は大きくはばたくと、一直線にプラネッタを追う。

　この競技で下からプラネッタに近づくのは容た易やすいことではない。人間の竜脈ナーデイに反発し、さらに上空へ跳ね上がってしまうからだ。それを防ぐには反発によって動き出す前に距離を縮めるしかない。

　彼は逃れようとするプラネッタに仗ロツドを叩たたきつける。球体は西側の陣地の右隅に向かって落下していった。その先にはすでに竜騎士ドラグーンが回りこんで砲剣を構えている。銃声が響き渡り、プラネッタが反対側の隅へ飛んだ。

　そちらにも別の味方が待機しており、彼の狙そ撃げきによってプラネッタは中央に押し戻された。そこはちょうど機甲竜ヒユドラたちが守る西の門ポルタの前だった。左右に振ったのは敵を攪かく乱らんするためだったが、守りについていた機甲竜ヒユドラたちは門ポルタの周辺からほとんど動いていなかった。

　思ったよりも敵のチームはこの競技に長たけている。

（……それでも、まだまだだな）

　彼らは攻こう撃げきに繫つながる動きを見せていない。なにもしていないのと同じことだった。

「行くぞ！」

　上空から一気に降下した主将の竜騎士ドラグーンと騎き竜りゆうが、プラネッタに再び急接近する。彼は渾こん身しんの力をこめて仗ロツドを振った。はじかれたプラネッタが敵陣の門ポルタに向かって直線を描いた。

　むろん、これだけで終わらせるつもりはない。

　主将はパートナーの背中で砲剣を構え、遠ざかる球体に向かって狙そ撃げきした。竜りゆう鱗りんの表面で火花が散り、プラネッタがさらに加速する──バルバートル騎き士し団だんのチームに代々伝わる得意技だった。案の定、西の門ポルタを守る機甲竜ヒユドラたちは反応できていない。

（まずは一点）

　ほくそえんだその時、地上から上昇する黒い影が前方を通り過ぎていく。

　騎士は目を疑った。敵陣の門ポルタに向かっていたプラネッタが視界から消えていた。

　頭上を振り仰ぐと、はるか天空に竜鱗の球が浮かび、それを黒い機甲竜ヒユドラが追っている。レガリオン軍のチームで唯一の前ぜん衛えいだ。あまりの速さになにが起こったのかもはっきり分からなかった。仮面の男がすり抜けざまにプラネッタをはじき飛ばしたと気づくまで、しばしの時間を要した。

「くそっ。追え！」

　主将の騎竜が向きを変えて上昇する。間に合わないかもしれない、という不安が頭をよぎった──あの機甲竜ヒユドラの方が自分たちよりもはるかに能力が高いように思える。

　それを裏付けるように、レガリオン軍の前衛がやすやすとプラネッタに追いついた。叩たたきつけられる仗ロツドが下からはっきり見える。

　鋭角に向きを変えたプラネッタが、東の門ポルタ目がけて斜めに飛んだ。凄すさまじい速さだったが、目標まではかなりの距離がある。すでにバルバートル騎士団の後衛は、プラネッタの軌道に入ろうとしている。先取点を取られるという屈辱を味わわずに済みそうだった。

　真に驚おどろくべきことが起こったのはその瞬しゆん間かんだった。

　レガリオン軍の前衛の男は、機甲竜ヒユドラの上で長銃を構えている。彼が狙ねらっているのは自分が打ちつけたプラネッタだった。

「まさか……」

　騎士は大きく目を見開いた。長年この大会に参加してきた自分ですら、会え得とくするのに何年もかかった技だ。レガリオン人になどできるはずがない──。

　銃声が雷鳴のように響ひびき渡る。鋼鉄の弾丸が竜鱗の球面に突き刺さり、プラネッタはさらなる推進力を得て急加速した。もはやいかなる騎竜にも追いつける速度ではない。流星と化した球体は一直線に競技場を駆かけ、後衛の頭上をすり抜けて東の門ポルタの中心を破っていった。
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　シシハネの都に重い沈ちん黙もくがのしかかる。点が入ったというのに、歓声はまったく起こらなかった。竜りゆうに乗ったまま呆ぼう然ぜんと佇たたずむ主将の前に、得点を挙げた前ぜん衛えいの男が機甲竜ヒユドラとともに降りてきた。

「君の動きを参考にさせてもらったよ」

　仮面の奥から嘲ちよう笑しようの混じった声が聞こえてきた。

「なかなかいい腕を持っているな。アバディーン戦せん役えきの死にぞこないにしては」

　騎士の全身の血がぐつぐつと沸ふつ騰とうした。この男が自分と同じ技を使って得点を挙げたのは、実力の差を見せつけて愚ぐ弄ろうするためだ。

「貴様！」

　銃口を男の仮面に向ける。反則を犯していることなどもはや気にならなかった。この男の悲鳴を聞ければそれでいい。彼は引き金をことりと落とした。

　一発の銃声がとどろいた──仮面の男は相変わらず機甲竜ヒユドラの上に乗っている。長銃をこちらに向けて構えていた。右肩を貫く熱い激痛に騎士はうめき声を上げた。防具の隙すき間まに開いた銃創から鮮血と煙が噴ふき出している。

（……正面からの撃うち合いでも及ばないとは）

　この男の実力は尋じん常じようではない。おそらくレガリオン帝国でも名だたる才能の持ち主だ。自分が敵かなう相手ではなかったのだ。

　安否を気き遣づかうパートナーの声がひどく遠くから聞こえる。暗い穴に落ちるように、彼は意い識しきを失っていった。




　レガリオン軍とバルバートル騎き士し団だんの試合が終わってしばらくの間、ジャンたちは押し黙だまったままだった。

　バルバートル騎士団のチームは完膚無きまでに叩たたきつぶされた。開始からほんの一分で先制点を取られ、主将が敵に発砲しようとする重大な反則を犯し、無様な返り討ちにあって退場させられてしまった。主将を失ったチームは為なす術すべもなく追加点を重ねられ、結局なんの見せ場もなく敗北した。

　シシハネの都のどこからも歓声一つ聞こえてこない。墓場のように静まり返った都の空から、不気味な駆動音を響ひびかせて機甲竜ヒユドラが降りていった。これでレガリオン軍のチームは優勝候補の一角に躍おどり出たことになる。同時にウルス公国がレガリオン帝国との同盟を結ぶ可能性が大いに高まった。

（……どうする気なんだ？）

　ジャンはナジムの様子を窺うかがった。腕を組んで岩のように固まっていたナジムは、やがて力なくつぶやいた。

「……どうしよう」

　心の底から途方に暮れているようだった。

「わたし、レガリオン帝国ってイヤだなあ。好きじゃないよ」

　サラが不満そうに声を上げた。

「俺おれも好きじゃないぞ。でも、勝負は神聖かつ絶対なものだしな……」

「そうだけど……」

「勝負を無効にする手だてを考えるべきではないのですか。気が進まないならなおさらです」

　ガートルードの言葉に、ナジムはぶんぶんと首を横に振った。たくましい肉体にまったく似合わないしぐさだった。

「もし約束を破ったら、それこそあいつらなにするか分からんだろ！　この国が戦場になるなんてイヤだ！　……まあ、攻めてこないって言うんだったら、同盟っていうのも別に悪くは……」

「帰ろうぜ、ティアナ、カジカ」

　ジャンは耐えられなくなって立ち上がった。レガリオン帝国と手を結ぶというなら、ウルス大公だろうが誰だれだろうが話したくない。ティアナも同じ気持ちだったらしく、うなずいて椅い子すを引いた。

「そうですね。ガートルード、わたしたちは学院島に……」

「えっ、ちょっと！　二人とも待ってよ！」

　サラが身を乗り出して、二人の手をぎゅっとつかんだ。驚おどろくほど強い力だった。

「ほんとに帰っちゃうの？　もう二度と会えないんだよね？　わたしそんなのイヤだよう」

　今にも泣き出しそうな表情に、ジャンはどきっとした。そうか、と心の中でつぶやいた──俺おれは思ったよりこの子と仲よくなってたんだ。それでも決心は揺るがなかった。レガリオン帝国と同盟する国など絶対に認める気にはなれない。

「悪いけど、俺たちは……」

「お座りなさい、ヴィクトル・アバディーン、ティアナ様。まだ話は終わっていません」

　ガートルードは厳きびしい口調で遮さえぎった。ティアナは眉まゆをひそめた。

「これ以上なにを話し合うのですか。交渉は決裂でしょう？」

「騎士学院グランデコルは追いつめられているのです。遅かれ早かれ学院島は再び襲しゆう撃げきされるでしょう。国力に余裕のあるウルス公国と同盟を結ばなければ、レガリオン帝国には対抗できません……わたしたちだけでそれが可能だとお思いですか」

　ジャンたちは口をつぐむしかなかった。島の戦力は限られたものでしかない。もともと騎士学院グランデコルは教育機関だ。

「でもだからってこんな奴やつと……」

「ん？　一体なんの話をしてるんだお前ら。俺は騎士学院グランデコルと同盟結びたいなんて言ってないぞ？」

　首をかしげながらナジムが口を挟んでくる。お前のやらかしたことの話だろ、と言いたい衝しよう動どうをぐっとこらえた。

「……わしもレガリオン帝国との同盟を避さけた方が無難だと思うね」

　四阿あずまやの外から声が聞こえてきた。一同が振り返ると、帽子をかぶった老人が炎天下のテラスを歩いてくる。羽団扇うちわで風を送る下僕たちの横を通り抜けて屋根の下に入り、空いている椅い子すに腰を下ろした。

「なにやってたんだよグングニル。お前がいないから大変だったんだぞ！」

　べそをかきそうな顔つきでナジムは言った。

「少し落ち着きなさい、ナジム様。まずゆっくり息をすることです」

　グングニルはなだめるように大男の肩に手を置いた。ナジムは素直に背筋を伸ばして深呼吸する。大公と宰さい相しようというよりは、手間のかかる孫とその祖父といった眺めだった。

「いいですかな。レガリオン帝国の目的は海ユ洋ニ連オ合ンを支配下に置き、人間の世界から竜りゆうを追い出すことです。それは昔からはっきりしておる……仮にこのウルス公国と同盟を結んだとしても、彼らは他ほかの海ユ洋ニ連オ合ン諸国すべてを併へい吞どんすることでしょう。わが国は貿易で多大な利益を上げております。他の国々がレガリオンの一地域として彼らの経済圏に組みこまれた場合、この島は貿易拠点としての価値を失います。そのことはお分かりですかな？」

　宰相は主あるじの顔を見守った。ナジムはぽかんと口を開けたまま動かない。まったく理解できないらしい。グングニルは辛抱強く言葉を継ついだ。

「……つまり、商売相手がいなくなって金も物もなくなるということです」

「おお、分かった。それはとてもまずいな！　それで？」

「レガリオン帝国と同盟したとしても、いずれわが国は干上がってしまいます。彼らに併合してくれとこちらから頼みこむことになるでしょう……ですから、なるべく軋あつ轢れきを生まない方法で今回の提案を退しりぞける術すべを考えなければならんのです」

「そうか。で、どうすればいいんだ？　グングニル」

　よどみなく話し続けていた老宰さい相しようは、そこで初めて言葉につまった。

「そこが思案のしどころでしてな……できれば皆で知恵を出し合いたいところです。幸いここにはレガリオン帝国と縁えん浅からぬ者たちが集まっておる」

　グングニルはぐるりと円卓を見回した。要するにジャンたちに考えろと言っているらしい。しんと四阿あずまやが静まり返った。

「……他ほかのチームが優勝してくれるのが一番いいんだけどね」

　頭の後ろで手を組んで、サラがふうっと息をついた。

「今年の大会って、バルバートル騎き士し団だんのチーム以外はあんまり強くなさそうなんだ。どこも新人が育ってなくてさ……ちょっと期待できないかな」

「あまりうまい手とは言えんが、このプラネッタの大会を中止すべきかもしれんな」

　グングニルはそう言ってあごを撫なでる。ガートルードがおもむろに口を開いた。

「……それには名目が必要ではないですか？」

「うむ。プラネッタの大会のみを中止にするのは難しいだろう。竜りゆう人じん約やく祭さいそのものを中止にした方が手っ取り早いかもしれん。例えば、ナジム様が大怪け我がで生死をさまよっていることにすれば、祭りどころではなくなる」

「そんなのはイヤだ！　この島の人間は祭りを楽しみに生きてるんだぞ？　特に俺おれがそうだ！」

　ぐらぐらと体を揺さぶってナジムが抗議したが、誰だれ一人として相手にしなかった。父とう様ちょっと静かにしてて、とサラが小声で注意した。

「しかし、それでも時間稼かせぎにしかなりませんね。来年の竜人約祭が行われれば、彼らは大会に参加して同じ条件を求めてくることでしょう……より修練を積んだ選手たちと、より改良された機甲竜ヒユドラを用意して」

　ガートルードの指摘に、再び一同は沈ちん黙もくした。

「……あのー、ちょっといいっすかね」

　それまで無言で座っていたカジカがおそるおそる手を挙げて言った。皆の視線が集まると、彼は気後れしたようにぺこっと頭を下げた。

「なんかすげえ話しづらいっすね、この空気……ここにいるのって偉い人ばっかで、ただの平民って俺だけじゃないすか……」

「話したいのはそんなことですか？」

　ガートルードが尋ねると、カジカは手と首を同時に振った。

「そうじゃなくて、あの……要するに大公様はレガリオン帝国との同盟はしたくないんですよね？　で、学院長はウルス公国との同盟を結びたい……あの、合ってます？」

　グングニルとガートルードがわずかにうなずく。一言でまとめるとそういうことだった。

「俺おれ、ちょっと思ったんすけど、この際全部勝負で決めたらダメっすかね？　そうしたら簡単だし分かりやすいんじゃねえかなー、とか……いや、あの、ダメっすよね。すんません。どうぞ話を続けて下さ……」

「もう少し話を聞かせてくれんか」

「……続けなさい、カジカ・サカイ」

　老ろう竜りゆうたちに先を促うながされて、カジカの方が驚おどろいた様子だった。彼は軽く咳せき払ばらいし、やや落ち着いた口調で話し始める。

「その……プラネッタの大会ってまだ飛び入り参加もできるんすよね。だったら、騎士学院グランデコルでチーム組んで、大会に参加したらどうすか？　うちが優勝したらレガリオン帝国との同盟の話もなくなるわけだし……で、ウルス公国が勝った方と同盟するって発表して、イベントみたいに盛り上げたら、面白そうっつーか、なんか凄すごそうだなーって」

「乗った！」

　まっさきに飛びついたのがナジムだった。勝負と聞いて血が騒さわいだらしい。

「いいぞそれ！　お前最高！……ところで、誰だれだお前」

「カジカ・サカイっす」

「カジカ・サカイ、気に入った！　一緒に来い。今すぐその準備を……」

「父とう様！　落ち着いて」

　今にも四阿あずまやを出て行きそうな父親の腕をつかんで、サラはカジカの方を振り返った。

「すごく楽しそうだけど、ムリだと思う。騎士学院グランデコルの人たちって誰もプラネッタをやったことないんでしょ？　素人しろうとばっかりで勝てるわけないって」

　サラの言うとおりだとジャンは思った。経験のない騎士学院グランデコルの生徒たちが、大会に参加したところで勝てるとは思えない。まったく無む謀ぼうな話だった。しかし──。

「……だからってなにもしないわけにいかないだろ」

　と、彼は言った。手をこまねいていれば事態は悪化するだけだ。レガリオン帝国の思いどおりにさせるわけにはいかない。

　ガートルードも重々しくうなずいた。

「確かに他ほかに妙案もありません……それに、同盟の件を公表するのも悪くない案です。レガリオン帝国も負けた場合は引き下がらざるを得ないでしょう」

「そしてお前さんたちが勝てば、まんまとウルス公国との同盟を手に入れるというわけか。なかなかうまい話だの」

　グングニルは皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「ご不満ですか？」

「いや、もともとわしはお前さんたちとの同盟に反対しておらん。少なくもレガリオン帝国との同盟よりははるかにましだろうよ。わが国の今後に不安がないと言えば噓うそになるがね……とにかく、この勝負を大公は心から喜んでおられる。わしから言うことはなにもないさ」

　彼は穏おだやかな目でナジムを見守っている──この老いた竜りゆうはアル＝ウルス家に仕えることに喜びを見いだしているようだった。

「でも、サラが言ったように、騎士学院グランデコルの生徒たちはこの競技にはまったくの素人しろうとです。勝つ見込みはあるのですか？」

　ティアナが尋ねると、ガートルードはちらりと彼女を見た。

「そこまでの保証はできませんが、少なくとも優秀な指し導どう者しやは確保できます。彼らに任せれば、可能性はあります」

「……指導者？」

　と、ジャンは聞き返した。

「十年ほど前、騎士学院グランデコルには優秀なプラネッタのチームがありました。当時の主将と副主将が今も学院島に住んでいます」

　そういえば、さっきティアナがそんな話をしていた気がする。まさか当時のメンバーが学院島の住民だとは思わなかった──一体、誰だれなのだろう。

「おお、もう十年も経たつのか……つい去年あたりの話かと思っておったよ」

　グングニルが相そう好ごうを崩した。

「えっ？　知ってるの？　グングニル」

　サラの問いに老人はうなずいた。

「サラ様はまだ小さかったので、憶おぼえておられんでしょう。騎士学院グランデコルから来たチームが、竜りゆう人じん約やく祭さいの大会に参加しましてな。見事優勝を果たしたのです……初出場で優勝を果たしたチームは、後にも先にもあの者たちだけでしょうな」
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　まだ夕方には早い時刻だった。

　南国の太陽が西の空に浮かんでいる。騎士学院グランデコルの前庭に、黒々とした影がいくつも伸びていた。今日きようは授業が行われていない。校舎はしんと静まり返っていた。

「……まったく、いつまで待たせるんだろうな」

　ジャンはティアナにささやいた。前庭にある噴ふん水すいの周囲には、四組の騎き士し候補と騎き竜りゆうが集まっている。彼らはプラネッタの選手として呼び出され、これから昔のチームの元主将から訓練を受けることになっていた。

　しかし、その「元主将」がなかなか姿を見せない。

「もうそろそろでしょう」

　ティアナは素そっ気けなく答える。彼女は当時の選手が誰だれなのか知っているようなのだが、ジャンが訊きいても曖あい昧まいな返事しか口にしない。どうもあまり好きではない相手らしかった。

「そんなに楽しみですか？　昔の選手に会うのが」

「違うって！　この雰囲気がイヤなんだよ」

　他ほかの三組の騎き士し候補と騎き竜りゆうのうち、一組は仲のいいクリス・キッドマンとフリデリカだ。二人はジャンたちの背後で立ち話をしている。問題はあとの二組だった。

　緑色の髪を伸ばした、体格のいい男子生徒が、眼鏡めがねの少女を従えて噴ふん水すいの前に立っている。生徒会長のアダマス・バルバートルだ。この騎士学院グランデコルでジャンが一番嫌きらいな相手だ。むろん、向こうも同じことを思っているはずだった。

　もう一組はアダマスのそばに家来のように侍はべっている。ギル・デムランとジャンヌ──ギルの顔はジャンも知っている。アダマスと同じくバルバートル人で、生徒会の副会長だ。髪は短く刈り込まれているが、体格は親しん戚せきかと思うほど似ている。アダマスの一の子分だった。

　以前、ジャンとクリスとアダマスが乱らん闘とう騒さわぎを起こした時もその現場にいた。「主人」と同じく、ジャンやクリスに反感を抱いている。

「それにしても、どういう選び方したのかしら……めちゃくちゃよね、このメンバー」

　フリデリカがぽつりとつぶやく。完全に二つに割れてしまっている。どういう経緯で選ばれたのか分からないが、トラブルを起こしたいとしか思えない。

「確かにめちゃくちゃだな」

　ギル・デムランが聞こえよがしに言った。フリデリカの声が聞こえていたらしい。

「なにしろ石炭かぶりのレガリオン人が交じってるぐらいだ」

　石炭かぶりというのはレガリオン人の黒髪を罵ば倒とうする言葉だ。フリデリカがきっと目を吊つり上げた。

「ちょっともう一回言ってみなさいよ！」

「いいから、フリデリカ」

　怒りをあらわにしたパートナーをクリスが制した。ジャンもひそかに拳こぶしを固めていた。もしこれ以上なにか言ったら黙だまっていられる自信がない。

「文句があるなら帰って死んでろ！　クズどもが！」

　突然、前庭に響ひびき渡った叫び声に、ジャンたちは飛び上がりそうになった。振り向くと教官のマグノリアが大おお股またに歩いてくる。ちっと舌打ちで生徒たちを威い嚇かくし、噴ふん水すいの縁ふちに腰を下ろして足を組んだ。ギルもフリデリカも毒気を抜かれたように口をつぐむ。

　マグノリアは人差し指で苛いら々いらと膝ひざを叩たたきながら生徒たちをにらみつける。視線で殺す気かと思われるほど鋭い目つきだ。ここまで不ふ機き嫌げんな教官を見るのは初めてだった。

「あ、あの、先生？」

　ジャンはおそるおそる話しかける。

「どうして……」

「黙だまれゴミクズが。切り刻むぞ」

　思わず後ずさりしかけた。本当にやりかねない気がしたからだ。どうしてここへ現れたのか訊ききたいだけだったのだが。

「騎士学院グランデコルに在学していた頃ころ、マグノリアはプラネッタの選手でした」

　耳元にティアナのささやき声が聞こえた。

「えっ……」

　ジャンは絶句した。そういえば、この教官は騎士学院グランデコルの卒業生だ。在学していた時期もちょうどその頃のはずだ。

「じゃあ、その時の主将って先生だったのか？」

　ティアナは無言で視線を逸そらす。やはり答えたくないらしい。

「なんなんだよさっきから！　ちゃんと質問に答え……」

「黙れと言ってるだろうがこのゴミクズ野郎！　切り刻んでイヌワシに食わせるぞ！」

　ジャンの背中に戦せん慄りつが走った──ついに動物のエサか。想像もしたくない光景だった。

「マグノリア先生」

　呼びかけたのはアダマスだった。表情は多少引きつっているが、臆おくした口調ではない。生徒会長としての威い厳げんを見せつけるつもりなのだろう。

「事情を説明していただきたい。ぼくたちをここへ集めたのは先生ですか？」

　鬼き気き迫る沈ちん黙もくが騎士学院グランデコルの前庭を満たした。やがてマグノリアは首を横に振り、ぎりぎりと歯ぎしりしながら言った。

「いや、わたしも呼ばれただけだ……この世で一番不愉快な奴やつにな」

「不愉快な奴はないだろう、マグノリア」

　門の方から笑いを含んだ声が聞こえた。現れたのはぼさぼさの金髪を伸ばした長身の男──砲剣鍛か冶じのラフエッジだった。身に着けているのはいつもの作業着だが、見慣れない幅広のベルトを腰に巻いている。

（え……？）

　ジャンは目を瞠みはった。右腰のベルトのホルスターに長い砲剣が差してある。普段とはまるで別人に見えた。まるで竜騎士ドラグーンのようだ。

　ラフエッジはのんびりと歩を進めて、噴ふん水すいの手前で立ち止まる。集まっている生徒たちを、捉とらえどころのない目つきで一人一人眺めていった。

「知ってる奴も多いと思うが、俺おれはラフエッジだ。ソードフィッシュ・ラフエッジ……この島で砲剣鍛か冶じをやってる男だ。俺おれがお前たちをここへ呼んだ」

　落ち着いた低い声があたりに響ひびいた。

「昔、騎士学院グランデコルでプラネッタのチームの主将を務めていたのはこの俺だ」




　ラフエッジが最初にやったのは、金属製の長い棒を一本ずつ騎き士し候補に配ることだった。ジャンの身長よりもずっと長いが、そのわりに軽く強度もある。

「これが仗ロツドだ。至近距離でプラネッタを叩たたく時に使う。敵との乱らん闘とうになった時にもな……砲剣と頻ひん繁ぱんに切り替えることになるぞ。くれぐれも自分の騎き竜りゆうの頭を殴らないように注意しろよ」

　仗ロツドの感触や長さを確かめながら、ジャンたちはちらちらラフエッジを見ていた。彼の経歴について詳しいことをまだなにも聞いていない。苦虫を嚙かみつぶしたような顔つきのマグノリアとの関係も気になるところだった。

「ラフエッジさんって騎士学院グランデコルの生徒だったの？」

　最初に質問したのはフリデリカだった。

「学院島の工房で生まれ育った人だと思ってた」

「生まれてすぐにこの島の工房に預けられたから、工房育ちなのは間違いないな。そこで勉強して騎士学院グランデコルに入ったんだ」

　ラフエッジはさらりと答えた。別に秘密にしていたわけではないらしい。

「……お前は知ってたんだよな？」

　ジャンは小声でティアナに尋ねる。彼女は無言でうなずいた。幼い頃ころからこの島に住んでいるティアナはラフエッジと旧知の間柄だが、どういうわけか彼と顔を合わせたがらない。過去になにかあったようで、一方的に避さけ続けている。

「まあ、今の仕事には役に立ってる。砲剣鍛冶になりたい奴やつは、騎士学院グランデコルに行っておくべきだと思う」

　ふと、ジャンは首をかしげた。まさにそういう人間を一人知っている。

「じゃあ、騎士学院グランデコルに入れってカジカに言ったのは、自分が入ったからだったんですか？」

　ラフエッジの工房に住みこみで働いているカジカが、弟子入りの条件として提示されたのも騎士学院グランデコルへの入学だったという。カジカから聞いた時はずいぶん無茶な話だと思ったのだが。

「そうだ。あいつには俺がやったことをやれって言ったんだよ。それで素直に勉強して入学したんだから、あいつも大したもんだ……まあ、残念ながら成績は今ひとつだけどな」

「お前が弟子の成績をとやかく言えた立場か」

　マグノリアがそっぽを向いたまま鼻を鳴らした。

「……退学になったくせに」

「扱いは自主退学だ。それにやめる前まで成績はよかっただろ」

　とたんに事情を聞きにくくなった。成績ではない理由で退学したとすると、不祥事でも起こしたのかもしれない。

「お前にだって考査テストの前にはよく学科を教えて……」

「黙だまれ！　抉えぐるぞ！」

　マグノリアはかっと歯をむき出した。

「まったく、なにを抉る気だよ」

　ラフエッジは苦笑した。普段からよく罵ば倒とうされているジャンから見ると、マグノリアはいつもよりやや迫力を欠いている。ラフエッジに頭が上がらない雰囲気を漂わせていた。

「……ひょっとして、マグノリア先生のパートナーだったんですか？」

　ジャンの言葉にラフエッジは喜色を浮かべた。

「おっ、よく分かったな。そういうことだ。こいつとは契約を……」

「生徒に余計な話をするな！」

　マグノリアが顔を赤くして叫んだ。学院長にも臆おくさない唯ゆい我が独どく尊そんの鬼教官にも、天敵がいるらしい。新鮮な驚おどろきだった。

「ソードフィッシュ・ラフエッジ、あなたに尋ねたいことがあるのですが」

　地面に仗ロツドを突き立てて、アダマスが冷ややかな口調で言った。まるで代表しているかのように、ギル・デムランたちを背後に従えている。

「質問する時に前置きはしなくていいぞ、バルバートル。時間の無駄だ」

　ラフエッジは口元に笑みをたたえたままで言った。アダマスは気勢を殺そがれた様子だったが、すぐに話を続けた。

「どういう理由でこのメンバーが選ばれたのですか？　お世辞にもチームとしての団結が得られるとは思えない。白組なら白組だけで統一すべきです」

「……黒組で統一した方がいいんじゃねえのか？」

　ジャンの皮肉にアダマスが顔色を変えた──ふと、彼の背後にいるパートナーのソーニャがじっと自分を凝ぎよう視ししていることに気づいた。獲え物ものを観察しているような、殺気のこもった気味の悪い目つきだった。

「単純に戦術に合った人材を選んだだけだ。時間があればそういうことも考慮に入れたかもしれないがな」

　不意にラフエッジの表情が厳きびしくなる。彼は交互にジャンとアダマスの顔を見み遣やった。

「自分たちがド素人しろうとの集団だってことを忘れるなよ。誰だれを好きとか嫌きらいとか言ってられる身分じゃないんだ。というより、お前たちはこういう時にも団結できないのか？　騎士学院グランデコルを守るって共通の目的があるだろうが」

　ジャンはなにも言えなくなった。なんとしてもこの大会に優勝し、ウルス公国とレガリオン帝国の同盟を阻止しなければならない。確かにいがみ合いなどしている場合ではなかった。

「質問は以上だな？　バルバートル」

　と、ラフエッジは言った。しかし、それでもアダマスは引き下がらなかった。

「で、ではどういう作戦で戦うのか教えてもらいたい」

「詳しいことは明日でいい」

　その場にいた全員がさすがに息を吞のんだ──最初の試合は明日なのだ。

「お前たちはプラネッタに慣れる方が先だ。俺おれの指示を実行できるだけの力を実戦形式でつけてもらう……外がい壁へきを見ろ」

　ラフエッジは島の東西を代わる代わる指さした。いつのまにか外壁の見張り台に、金属の輪が二つ、向かい合うようにそびえ立っている。

「昔、俺たちが練習で使っていた門ポルタだ。今から二手に分かれて模も擬ぎ戦せんを始める」

　ジャンたちは一いつ斉せいに互いを見た。どういう組み合わせになるのかを誰だれもが考えている様子だった。もちろんジャンはクリスたちと組みたかったが、ひょっとするとアダマスやギルと組まされるかもしれない。

「おい、余計なことに頭を使う必要はないぞ」

　ラフエッジは地面に置いてあった仗ロツドを拾い上げた。

「お前たちはルールどおり四騎きで一チームだ。もう一チームは俺とマグノリアだけでいい」
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　空に上ったジャンたちは、ラフエッジの指示で学院島の西側に広がる。彼らが守らなければならないのは西の見張り台に立っている門ポルタだった。前ぜん衛えいにアダマスとギルが並び、ジャンたちが門ポルタの前に陣取っている。クリスたちは前衛より少し下をゆっくりと旋せん回かいしている。

　金髪をなびかせたラフエッジが、瑠る璃り色の竜りゆうとともに東側の陣地に浮かんでいた。右手に仗ロツドを携たずさえ、もう一方の手にプラネッタの入った網の袋を提さげている。彼らの全身を西日が赤く染めていた。ジャンの目から見ても絵になる眺めだった。

「あの人、なんで退学になったんだ？」

『……わたしも詳しくは知らないのです』

　と、ティアナが答える。ラフエッジについて話すのは珍しかった。

『なにか問題が起こって、ガートルードが退学するよう促うながしたと聞いていますが』

「そうか」

　さっきは涼しい顔で話していたが、なにか深い事情があるのだろう。唯一の弟子であるカジカにも、自分が騎き士し候補だったことを明かしていない。

「今から俺の言うことを念頭に置いて行動しろ！」

[image: ]

　学院島の空にラフエッジの声が響ひびき渡った。

「バルバートルとデムランはどうやって仗ロツドを使ってプラネッタを運べるか、キッドマンはプラネッタのどこを撃うつとどう動くか考えろ！　アバディーンはとにかく俺おれから自陣の門ポルタを守れ！」

「……攻める気かよ」

　ラフエッジは自陣を守るだけのつもりではないらしい。そのことにジャンは驚おどろいていた。前ぜん衛えいの三組はこの競技では素人しろうとだが、空中戦での能力は高い。いくらラフエッジたちが優秀だとしても、一騎きで立ち向かうのは相当骨が折れるはずだ。

「始めるぞ！　攻めてこい！」

　ラフエッジはプラネッタをこちらの陣地に向かって放り投げる。追いかけていったアダマスが仗ロツドではじき返そうとして空振りする──球体の竜りゆう鱗りんが反発して軌道を変えたのだ。ギル・デムランもまったく同じことをやろうとして失敗した。

（生き物みたいだな）

　と、ジャンは思った。複雑な動きで空中を逃げ回るプラネッタは、やがて地上に向かって落下し始めた。その軌道に回りこんだクリスが、下から「ファイアーフォックス」で狙そ撃げきする。一発目、二発目は命中せず、三発目でようやく球体をはじき飛ばした。

『キッドマンは調子が悪いようですね』

　ティアナが言った。確かにいつもなら絶対に外さない距離だった。彼女はずば抜けた射撃の腕を持っている。

（そういえば、ここんとこ自主訓練が多かった）

　射しや撃げきの不調のせいだったのかもしれない。寮りようでは同室だというのに、まったく気が付かなかった。

　再び空高く跳ね上がったプラネッタを、アダマスたちが取り囲む。今度はやや離れた距離から射撃を試みる。それが功を奏したらしく、敵の門ポルタにゆっくり近づき始めた。猟師に追い立てられる獣けもののような動きだった。

　ラフエッジとマグノリアは門ポルタの前からまったく動かない。生徒たちのぎこちない動きを、のんびり見物しているかのようだった。

　やっとのことでプラネッタは敵陣の門ポルタの正面に到達した。アダマスとギルが左右から挟みこむように近づいて、仗ロツドを叩たたきつけようとする。

（うまいな）

　素直にジャンは感心した。左右から同時に近づけば、反発によって逃げられることもない。おそらくこの競技の基本的な戦術だろう。彼らはそれに自力でたどり着いたのだ。

　マグノリアが動いたのはその瞬しゆん間かんだった。矢のようにアダマスとギルの間をすり抜けながら、プラネッタを上空に向かってはじき飛ばす。

『あ……』

　ティアナが感嘆を洩もらすほどの素早い動きだった。マグノリアたちは直角に向きを変えて遠ざかる球体を追う。完全に虚を衝つかれたアダマスたちも立ち直りは早かった。すぐに急上昇してマグノリアたちとの距離を縮めていく。

　もう少しで追いつかれそうになった瞬間、ラフエッジはプラネッタを仗ロツドで強引に方向転換させた。彼らは球体ごと垂直に降下していく。予測しがたいはずの動きを完全に読みきってコントロールしていた。

　門ポルタに近い高度まで落ちてきた時、ラフエッジは三度球体を叩いて軌道を水平に戻し、自分たちもすぐにその後を追った。マグノリアの動きにアダマスたちは反応できなかった──行き過ぎて真下を飛んでいたクリスとフリデリカに衝しよう突とつしそうになる。

　西側の門ポルタに向かってプラネッタはまっすぐに飛んでくる。

　ティアナもそれに向かって一気に距離を縮めた。ジャンはその上で仗ロツドを振り上げる。敵の陣地に叩き返すつもりだった。

　まるでその動きを察知したかのように、仗ロツドの間合いの手前で球体は静止した。

（え？）

　ジャンは目を丸くした。マグノリアに乗ったラフエッジが背後から追いつき、仗ロツドで竜りゆう鱗りんの球体を軽く叩いた。ふわりとした山なりの軌道を描き、ジャンたちを飛び越えて空っぽの門ポルタへ向かっていく。

「あ……」

　振り返ったジャンは声を上げた。門ポルタを守れと言われていたのに、つい前へ飛び出してしまった。

『まだ間に合います！　つかまって！』

　ティアナは縦に急反転して、地上に向かって体を捻ひねりながら降下する。縦と横の回転にジャンの平へい衡こう感覚がくらりと乱れた。体勢を立て直した金色の騎き竜りゆうは、家々の屋根をかすめて一直線に飛ぶ──そして外がい壁へきに激突する直前、向きを変えて急上昇した。

　そこはちょうど見張り塔の真下だった。塔の先端にジャンたちの守っていた門ポルタがある。まだプラネッタは金属の輪をくぐっていない。ゆるゆると震えながら空中を進んでいた。

『アバディーン！』

「分かってる！」

　ジャンは片手で「ペイルライダー」をベルトから引き抜いた。強大な威力を持つこの砲剣なら、的まとを外す心配もなくプラネッタを彼方かなたまではじき飛ばすはずだ──それ以前に消失させてしまうかもしれない。

　大ざっぱに狙ねらいを定めて引き金を引こうとした時、はるか上空を反転しながら飛ぶ瑠る璃り色の竜が見えた。騎乗しているラフエッジが、ほとんど逆さの状態で左手に砲剣を構えている。

　騎士学院グランデコルの空に何発もの銃声が響ひびき渡った。ラフエッジの放った弾丸はすべて球体に命中した。一気に加速したプラネッタは、見張り塔に立った門ポルタを矢のように通り抜けていく。

「噓うそだろ……」

　ジャンはつぶやく。四対一でもまったく歯が立たなかった。

　ティアナは速度を緩ゆるめて高度を上げていった。いつもより翼つばさの動きに勢いが感じられない。黙だまってはいるが悔しいらしい。アダマスやギルやクリスも、それぞれの騎竜の上で呆ぼう然ぜんとしていた。

　西側の門ポルタの前に浮かんでいるラフエッジが、大きく仗ロツドを振っている。こっちに来いと言っているらしい。ジャンたちは悄しよう然ぜんとその周囲に集合した。

「役立たずにもほどがあるな、キッドマン！　わざと俺おれたちの真下を飛んでたのか？」

　ギルが憎々しげにクリスを罵ののしる。ジャンの頭にかっと血が上った。

「なんでクリスのせいにするんだよ！　お前らが行き過ぎただけじゃねえか！　二人揃そろって空振りしやがったくせに」

「君だってミスをしただろう、アバディーン」

　アダマスが皮肉な口調で言った。

「あんなに前へ出て門を守ったと言えるのか？　だいたい……」

『黙れ！　クズどもが！』

　マグノリアの怒声が頭の中に響き渡り、誰だれもが口をつぐんだ。

　茜あかね色に色づき始めた空に重苦しい沈ちん黙もくが流れた。

「……思った以上にひどいな、お前たちは」

　やがてラフエッジが厳きびしい声で告げた。

「素人しろうと以前の問題だ。誰だれか一人が悪いわけじゃない。誰一人として俺おれの注意をきちんと守っていなかった」

　ジャンたちは無言で頭を垂たれた。全員が同じ不安を抱いているのが分かる──こんな有あり様さまで戦えるのだろうか。

　これでは優勝どころか、明日の試合すら覚おぼ束つかないかもしれない。
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　外がい壁へきの向こうからかすかに音楽が流れてくる。

　シシハネの都で行われている竜りゆう人じん約やく祭さいは、真夜中を過ぎても中断しないらしい。しかし、その沖合に停泊する学院島の日常はいつもと変わらなかった。すでに家々の明かりは消え、人々は次の日に備えて眠りについている。

　月明かりに照らされた人ひと気けのない目抜き通りを、マグノリアは緩ゆるい足取りで歩いている。プラネッタの練習が終わったのはついさっきだった。もう生徒たちは各々の住まいへ戻っているはずだ。実技の授業に慣れている彼らも、今日きようは疲れきっていることだろう。マグノリアですら手足に多少の怠だるさを感じる。

　彼女が立ち止まったのは、商店の並ぶ坂道の途中だった。そこには住居を兼ねたラフエッジの工房がある。

　ノックもせず、声もかけずに扉を開ける。鍵かぎは閉まっていなかった。

　何度も来ているので間取りはよく知っている。武具を売るためのカウンターをひらりと飛び越えて、長い廊下に足を踏み入れた。このあたりの建物はどこも間口が狭く奥行きが広い。

　廊下の先は普段ラフエッジが作業している工房だが、今はしんと静まり返っていた。彼女は二階への階段を上がる。通りに面したラフエッジの寝室へ向かい、わずかに開いている扉を押し開けた。

　窓まど際ぎわのテーブルに置かれたロウソクが弱々しく殺風景な部屋を照らしている。ワックスの剝はげた木の床に、ラフエッジが長身を折り曲げて横たわっていた。

「ちっ」

　マグノリアは舌打ちして膝ひざをついた。目を開けているが、その顔は紙のように白い。手首の脈と呼吸を確かめようとする。

「……生きてるぞ」

　案外しっかりした声が血の気のない唇から洩もれる。全身の緊きん張ちようが解けると同時に、腹の底からむかむか怒りがこみ上げてきた。

「だったら起きてろ。クズが」

「そうしたかったんだが、家に帰ったとたんに動けなくなってな……無理はするもんじゃない」

　ごふっと湿った咳せきをして、ラフエッジは力なく笑った。

「ベッドに運んでもらえるか？　俺おれの様子を見にここへ来てくれたんだろう」

　マグノリアの顔が朱を帯びた。確かに彼の言うとおりだったが、こういう察しのいいところが昔からなによりも不愉快だ。

「黙だまってろ、クズ」

　ラフエッジの脇わきの下に手を入れて上体を引き起こす。彼は左胸を押さえて顔をしかめた。

「もう少しゆっくりやってくれ……一応、これでも病人なんでな」

「知ったことか」

　そう言いつつ、なるべく静かに体を持ち上げる。壁かべ際ぎわのベッドに運んでいって横たえると、彼女も木の椅い子すを引き寄せて腰を下ろした。

　ベッドの上でラフエッジは深呼吸をした。顔色は少しよくなっているが、まだ心臓のあたりを押さえたままだ。かなりの痛みを感じているらしい。

　騎士学院グランデコルに在ざい籍せきしていた頃ころ、この男はすぐれた騎き士し候補だった。心技体に抜きん出ていただけではなく、人の上に立つ才能も備えていた。プラネッタのチームも彼が友人を集めて結成し、リーダーとなって鍛きたえ上げたものだった。

　先天性の疾患を抱えていることが分かったのは、ラフエッジが三年生の時だった。左利きである彼の竜脈ナーデイは主に左半身に広がっている。その一部が網の目のように心臓に絡みついて鼓動を妨さまたげているのだ。

　砲剣を作動させるには、竜脈ナーデイを通じて竜ル気ンや生気プラーナを送りこまなければならない。しかし、竜脈ナーデイが活発化すればするほど、彼の心臓には負担がかかってしまう。

　要するに砲剣を撃うてば撃つほど寿命が縮むということで、竜騎士ドラグーンとしては致命的な疾患だった。彼はガートルードの勧すすめに従って退学し、工房育ちの経験を活いかして砲剣鍛か冶じの仕事に就ついた。今も武具を作らずにぼんやり過ごす時間が長いのは、健康ではない体をいたわってのことだ。

　彼の病気について知っているのは、医者以外ではガートルードとマグノリアだけだ。本人の希望で他ほかの者には一いつ切さい伏せられている。

「無理をしてガートルード先生の頼みなど聞く必要はなかっただろう。だからといってお前に便べん宜ぎを図るような性格ではないぞ」

「別に先生のためじゃないさ」

　ラフエッジは目を閉じてつぶやいた。

「俺おれが引き受けなければ、監督の任はお前に回ってくる。お前は優すぐれた選手だったが、この競技の戦略を立てた経験はない。荷が重すぎると思ったんだ」

　マグノリアは密ひそかに歯ぎしりをした。察しのよさが本当に腹立たしい。在学中は問題児で通っていた彼女だが、このパートナーにだけは頭が上がらなかった。

「最初にあいつらを実戦で叩たたきのめしたのは、お前の戦略の一部だったのか？」

　四対一の模も擬ぎ戦せんの後は、口論一つ起こらなかった。全員が競きそい合うように黙もく々もくと練習に取り組んでいた。

「……まともなチームプレイを教える時間はないんでな。それぞれの能力を活かして個人技で戦わせるしかない。あいつらにも言ったが、連中の関係なんて考慮に入れる余裕はなかった。そういう奴やつらを結束させるためには、一度鼻っ柱を折る必要があったんだよ。あれで連中には危機感という共通認にん識しきが生まれた。少しは戦えるチームになったはずだ」

「お前、本気で優勝するつもりか」

　マグノリアは呆あきれて言った。一晩でプラネッタのチームを作るなどどう考えても無理だと思っていた。ラフエッジはわずかに肩をすくめる。

「できる限りのことをやっているだけだ。不可能に近いのは確かだが、他のチームに比べて有利な要素もある。それをうまく引き出せれば、ひょっとするとレガリオン軍にも……」

　ふっとラフエッジの言葉がとぎれた。目を開けたままぼんやりと天井を見上げている。少しうつろな目つきだった。

「……どうした？」

「あのレガリオン軍の主将、どうも気になるな」

「ああ、あいつか」

　マグノリアは舌打ちした。確かにすさまじい動きだった。彼女にも追いつけるかどうか自信がない。かといって、敵を褒ほめるのもいまいましかった。

「……悪くはなかったな」

「いや、そういう話じゃない……普段からよく見ている気がしたんだ。誰だれかに似てる気がしないか？　この騎士学院グランデコルにいる生徒や教官の誰か」

「あんな背格好の奴やつなどいくらでもいるだろうが」

　受け持ちの生徒だけでも何人か思い当たる。ヴィクトル・アバディーンやクリス・キッドマンも似たような体格だ。

「第一、誰かに似ていたところで問題があるのか？　どうでもいいだろう」

「そうなんだがな。しかし、どうもあいつは……」

　彼の言葉は途中で立ち消えた。なにを言いたいのかよく分からない。マグノリアは彼の顔を窺うかがった。まだ意い識しきがはっきりしないのかもしれない。

　十年以上前、ラフエッジが最初に倒れた晩のことが突然脳裏をよぎった。マグノリアはこんな風にベッドの脇わきに座って、一晩中彼のうわごとめいた言葉を聞いていた。まだ少女だった彼女は、このまま死んでしまうかもしれないと怯おびえていた。

「昔のことなんかいちいち思い出すなよ、マグノリア。あの時ほど具合が悪いわけじゃない」

　いつのまにかラフエッジの視線が彼女に注がれている。彼女は椅い子すを蹴けるように立ち上がった。いちいち考えを言い当てられることに我慢できなくなった。

「わたしは帰るぞ」

　マグノリアは声を荒げた。顔が熱くなっている。

「まだ帰らなくてもいいだろう。今夜はカジカもいないんだ」

　カジカ・サカイはシシハネの宮殿に泊まっている。ウルス大公に気に入られて、遊び相手をさせられているという話だった。

「だからどうした。お前の顔など見たくも……」

「悪いが、そういう話じゃない」

　ラフエッジの真剣な目に射られて、彼女は動けなくなった。

「俺おれがお前を見たいんだよ」

　彼女の体にぞくっと震えが走った。今すぐこの男の顔を殴りつけたいような、ここから走って逃げ出したいような、得体の知れない衝しよう動どうにかられた。

　結局どちらもできなかった。無言のまま顔を背けていると、ラフエッジに腕を引っ張られ、さらに体を引き寄せられた。彼の心臓に触れないようにシーツに両手をつくと、あごの向きを変えられた。

「こ、こら……」

　後は言葉にならなかった。下からキスされて全身の力が抜けていった。口ではなにを言っていても、最後にはいつもこうなってしまう。かといって会わずにもいられない。不愉快極まりない相手だった。

「……血の味がするぞ、クズ」

　しばらく経たってから、彼女は消え入りそうな声で言った。恥ずかしさで相手の顔が見られない。精一杯の強がりだった。

「倒れた時に口を切ったんだ。悪かったな」

　二人は在学中から恋人同士だった。普段はあまり行き来もしないので、この十年あまり誰だれにも知られていない──いや、ガートルードだけは別かもしれない。遠い昔、それとなく注意されたことがある。「人間は最後には同じ人間の相手を選ぶものだ」と。

　マグノリアはそれを信じていない。禁きん忌きに触れていることは自覚している。しかし、不愉快極まりないこの男と一緒にいることが彼女の望みだった。
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　ウルス公国がプラネッタの大会で同盟の相手国を決めるというニュースは、一夜にして国内のみならず、海ユ洋ニ連オ合ンの他ほかの国々にまで知れ渡るところとなった。

　当然、その決定を下したナジムには激しい非ひ難なんが寄せられた。近きん隣りんの国々からは次々と使者が訪れたが、彼らの言うことは決まっていた──万が一、レガリオン帝国と同盟を組んだ場合は即座に国交を断絶する。

　ウルス人たちは一様にレガリオン軍のチームの敗退を願った。敵対する国々を平然と滅ぼす大国を、同盟相手として信用することなどできない相談だった。どのチームがレガリオン軍を倒してくれるのか、彼らの関心はその一点に集中していた。

　同盟相手の候補でありながら、騎士学院グランデコルのチームの話はあまり彼らの口に上らなかった。学院島の上空で行われていた生徒たちの「練習」が、シシハネの都からも丸見えだったせいだ。彼らが素人しろうとだということは誰の目にも明らかだった。プラネッタという競技を馬ば鹿かにしている、同盟目的に無む謀ぼうな勝負を仕掛けたのだろうと非難する者も多かった。

　ウルス人たちが最も期待を寄せていたのは自国の公式チームだった。今日きよう、彼らはレガリオン軍のチームと試合する予定だ。勝った方が決勝に進出することになっている。

　有力選手を負傷で欠いているウルス公国のチームは例年ほど強くはない。それでも、不気味なレガリオン軍を打ち破れるチームは他にないというのが大方の評価だった。

「……というわけで、お前たちはほとんど期待されていない。それが現実だ」

　そう言ってラフエッジは選手たちを見回した。ここはシシハネの宮殿に設もうけられた選手たちの控え室だ。騎き竜りゆうの方はいつもと変わらない制服姿だが、騎き士し候補たちはプラネッタ用の堅けん牢ろうな竜りゆう鱗りんの防具を身に着けている。

　ティアナはテラスに通じる窓のそばに、ジャンと並んで立っている。なぜかジャンに与えられた防具は、他ほかの選手たちのものよりもさらに分厚い。少し動きにくそうに見えた。

　八人の選手たちの顔色は一様に冴さえない。昨日きのうの練習で多少はプラネッタの制御に慣れてきたものの、基礎的な技術の習得に留とどまっている。選手間の連係も今ひとつだ。

　それでもレガリオン軍のチームと戦うには、今日きようのうちに二つの試合を勝ち抜かなければならなかった。

「昨日やれることはやった。後は今日の試合の中で、実力をつけていくしかない」

　ラフエッジは当然のようにあっさりと告げた。選手たちの間に動揺が広がった。

「……できるんでしょうか、そんなこと」

　と、ティアナはつぶやいた。

「やるしかねえだろ、できなくても」

　隣となりにいるジャンがきっぱり言った。彼は迷いのない目をしていた。

「俺おれはもう腹をくくった。こういう勝負は慣れてる」

　言われてみれば、彼にとって無む謀ぼうな勝負はこれが初めてではない。アダマスと一いつ騎き討うちをした時も、レガリオン軍の機甲竜ヒユドラ部隊に襲しゆう撃げきされた時も、不可能に近い状況でどうにか勝ちを拾ってきた。

「それで、作戦はあるのですか？」

　アダマスが硬い声で言った。

「試合前に教えていただけるという話でしたが」

「もちろんだ。今からそれを説明……すまん……」

　ラフエッジは横を向いて咳せきこんだ。喉のどに絡みつくような重い咳だった。一見いつもと変わらないが、今日は少し体調が悪いのかもしれない。彼の背後にいるマグノリアもわずかに表情を曇くもらせている。

「……お前たちの一回戦の相手はカリクマ騎き士し団だんだ。カリクマは武術が盛んな土地柄だが、プラネッタはさほどでもない。チームの強さもこの大会では平均的なレベルだ。それでもお前たちには十分荷が重いだろうが……さて、アバディーン、ティアナ」

　名を呼ばれてティアナは眉み間けんに皺しわを寄せた。子供の頃ころから苦手な相手だったが、今は話を聞くしかない。

「作戦の要かなめはお前たちだ。練習と同じように後こう衛えいをやってもらうが、試合では絶対に自陣の門ポルタの前から離れるな。それだけでこのチームの失点の危険性はかなり低くなる……守備はアバディーンたちだけでいい。残り三騎が自陣にいる必要はない。バルバートルとデムランが協力して敵陣の門ポルタを破れ。キッドマンは遊ゆう撃げきだ。とにかくプラネッタを撃うって前衛に送れ。基本的な作戦は以上だ……なにか質問は？」

「アバディーンだけに守備を任せて大丈夫なのですか？」

　アダマスが片かた頰ほおに見下したような笑みを浮かべて言った。

「彼らは昨日きのうの練習でもプラネッタにほとんど触れることができませんでした。仗ロツドの振り方ばかりを習っていた様子ですが？」

　ティアナとジャンはむっとしたが、事実なので反論はできなかった。ラフエッジとの模も擬ぎ戦せんでもそうだったが、少し近づいただけでプラネッタはすぐに逃げていってしまう。歯がゆいほど制御がうまくいかなかった。

「あれはそこの二人が下へ手ただったからじゃない。原因はアバディーンの体にある。誰だれもその理由に気づいてなかったのか？」

　選手たちは誰も答えられなかった。ジャン本人も首をかしげているだけだ。あ、とティアナは口の中でつぶやいた。ひょっとすると。

「竜脈ナーデイが両腕にあるせいですか？」

　と、彼女は言った。

「プラネッタは竜脈ナーデイ……正確にはそこに流れる生気プラーナに反発します。彼の体には普通の人間より多くの竜脈ナーデイが走っていますから、より強くプラネッタが反発したのではないですか？」

「そのとおり。さすがだな」

　ラフエッジはうなずいた。

「アバディーンは技術的にはズブの素人しろうとだが、門ポルタの前にいるだけで鉄てつ壁ぺきの守りになる。他ほかの味方は攻こう撃げきに集中できる……他のチームにはいない貴重な人材だな」

　隣となりにいるジャンは渋い顔つきをしている。技術ではなく体質によって選手に選ばれたことが不満らしい。

「ただし、敵の前ぜん衛えいはお前たちを物理的に排除しにかかるだろう」

　ラフエッジは真剣な表情でティアナとジャンに視線を定めた。

「もちろん直接攻撃は反則だが、故意だと認められない限り試合は中断されない。基本的にカリクマ騎き士し団だんのチームは、棒術の得意な選手が前衛に配置される……どういう意味か分かるな？」

　つまり仗ロツドによる乱らん闘とうになる危険性が高いということだ。しかもティアナたちは門ポルタの前から動けない──ふと、ジャンに他の三人よりも厚い防具が支給された理由に気づいた。それだけ負傷の危険性が高いからだ。ティアナと違って強きよう靭じんな鱗うろこに覆おおわれているわけでもない。

「……はい」

　と、ジャンはうなずく。ティアナもその傍かたわらで決心を固めていた。文字どおりジャンは体を張って門ポルタを守らなければならない。そして、パートナーである自分はその彼を守らなければならない。

「一つお訊ききしたいが、このチームの主将に誰を任命するつもりですか？」

　突然、アダマスが声を張り上げる。ラフエッジの答えを待たずに、さらに言葉を続けた。

「もし差さし支つかえがなければ、攻撃の要かなめであるぼくが務めても構わないだろうか？」

　白けた沈ちん黙もくが流れた。おそらく、ジャンを中心に話が進められていることが気に食わないのだろう。

「なんであんたがしゃしゃり出てくるのよ。そんなにこのチームを仕切りたいわけ？」

　フリデリカが呆あきれ顔で言うと、ソーニャがすかさず口を挟んだ。

「わ、わたしはアダマス様がいいと思います！　この中で他ほかにふさわしい方はいません！」

　ギルやジャンヌもうなずいている。フリデリカがますます顔をしかめた。

「ええ？　あたしは全然いいと思わな……」

「まあ、待て、フリデリカ」

　ラフエッジは彼女を止めると、アダマスの方に顔を向けた。

「意欲のある奴やつは歓迎だ。ただし、自分から主将に名乗り出た以上は、アバディーンよりも見せ場を作ってみせろ……デムランとうまく連係して攻こう撃げきを仕掛けるんだ」

　アダマスの目がぎらりと光った。

「当然です。アバディーンに頼ることなく勝ってみせる」

　これもラフエッジの作戦だとティアナは悟った。この生徒会長のプライドの高さや、ジャンへの競争心をも利用してチームを強くしようとしている──見事な策士ぶりだった。

　その時、控えの間の扉が開け放たれて、競技場からの伝令が姿を現す。最初の試合が始まるという合図だった。シシハネの都中から人々の歓声が聞こえてくる。

「よし、行くぞ！」

　と、ラフエッジは選手たちに叫んだ。




　カリクマ騎き士し団だんの竜騎士ドラグーンたちは一様に筋骨たくましい大男で、遠目には岩が竜りゆうに乗っているように見える。武術に長たけていることは明らかだった。

「……あんなのから守れってのか」

　と、ジャンはつぶやいた。仗ロツドで殴られたら骨が砕けそうだった。

　彼はティアナに乗って東側の門ポルタの前で浮遊している。騎士学院グランデコルのチームの陣地は東側で、味方の三騎もすでに散っている。

『ラシード・カリクマーンより大きいですね』

　と、ティアナは言った。同じ「黒組」のラシードはカリクマの王族で、騎士学院グランデコルでもかなり体格のいい部類に入る。それでも、今目にしている騎士たちには及ばなかった。ジャンたちよりは年上だろうが、二十代の若い騎士が中心らしい。

　試合が始まろうとしていた。競技場の中央にいる審判がプラネッタの入った網の袋を振り回すと、地上にいる観客たちの声がさらに大きくなった。あちこちからカリクマ騎士団の選手の名前を呼ぶ声が上がった。

　騎士学院グランデコルのチームへの応援はほとんど聞こえない。そのことはあまり気にならなかった。下へ手たに期待されるよりは戦いやすいぐらいだ。

　審判の手から球体が放たれ、天空に向かって大きく飛んだ──下からプラネッタを追うのは難しい。地上に落下するのを待つのが試合開始後の定じよう石せきだと聞いている。しかし、カリクマ人たちの行動は違っていた。

「ウォォォォォ！」

　三騎きの前ぜん衛えいたちが獣けもののような雄お叫たけびを上げて、一いつ斉せいにプラネッタへと殺到した。騎士学院グランデコルのチームは完全に虚を衝つかれた。カリクマ騎き士し団だんの選手たちは、正確なフォーメーションなど気にする様子もなくプラネッタに迫る。上下左右にはじかれる球体が、前衛のうちの一騎に偶然のように接近した。騎士は仗ロツドを鮮やかに半回転させてプラネッタの中心を正確に打ち抜いた。

　プラネッタはジャンたちの守る門ポルタへ凄すさまじい速さで飛んでくる。

「え……」

　ジャンはみるみる大きくなる七色の球体に目を瞠みはった──が、仗ロツドで打ち返すまでもなく空中で静止し、反発でカリクマ騎士団たちの方へ急速に後戻りする。そこへ前進してきた彼らがより近い位置でプラネッタを打った。

　再びジャンたちに球体が接近してくるが、激突する寸前に再び逆戻りする。プラネッタがジャンたちとカリクマ騎士団の間を往復するたびに、両者の距離が縮まっていく。もう巨漢の騎士たちは門ポルタのすぐ目の前に迫っていた。

　主将らしい竜騎士ドラグーンが門ポルタに向かってもう一度プラネッタを打ちこむ。他ほかの二騎が球体の軌道をなぞるように、ジャンとティアナに突とつ撃げきしてきた。

（なんだこの戦い方）

　ジャンの全身に戦せん慄りつが走った。作戦もなにもない。とにかくプラネッタを追い回し、力任せに殴りつけて門ポルタに迫る。

　カリクマ騎士団の選手たちとプラネッタがジャンの視界いっぱいに広がった。

　脳天目がけて仗ロツドが振り下ろされる。ジャンは反射的に自分の仗ロツドを構えてそれを受け止めた。

（こいつ……）

　プラネッタの軌道はすでにジャンの右側に逸それている。敵への直接攻撃を狙ねらった明白な反則だった。つい審判の方を確認したが、試合が中断される気配はない。

　そのとたん、背中にずしりと重い衝しよう撃げきが走った。別の選手がプラネッタを追うふりをしながら、仗ロツドを横に薙ないだのだ。

「ぐっ」

　頑丈な防具越しでも目の前が真っ白になった。落としかけた仗ロツドを握り直した時、斜め下から迫ってくる武器の先端に気づいた。三人目の選手──カリクマの主将が仗ロツドで突き上げようとしている。竜りゆうの背で上体をひねって避よけようとする。間に合わないかもしれない、と思った瞬しゆん間かん、ティアナの翼つばさが大きく羽ばたいて急上昇した。

「あっ、待て……」

　声を上げた時にはもう遅かった。カリクマ人の騎き士しが仗ロツドで球体を叩たたく姿が見えた。がら空きになった東側の門ポルタを、プラネッタが矢のように通り過ぎていった。




　得点が入ったとたん、地上からどっと歓声と拍手が起こった。

　カリクマ騎士団の選手たちが意気揚々と自陣へと戻っていくと、審判の竜騎士ドラグーンが近づいていって注意を始める。ジャンへの「攻こう撃げき」についてのようだったが、主将がなにか言い返すとすぐに離れていった。もちろん得点が無効になるわけではない。重大な反則ではないのだ。

　味方の三騎が門ポルタの周辺に集まってくるのを待ちながら、ティアナは後悔の念にさいなまれていた。

（……あれだけ注意されていたのに）

　つい上昇して門ポルタから離れてしまった。カリクマ騎士団の攻撃がジャンに直撃しそうだったからだ。ジャンは無言でティアナの上に座っている。振り返って顔を見る気にもなれない。きっと怒っているだろう。

「なんで避よけたんだアバディーン！　バカかお前は？」

　ギルが敵陣にまで響ひびきそうな大声で罵ば倒とうした。どうやらジャンの指示でティアナが上昇したと思っているらしい。

『違い……』

　慌てて訂正しようとすると、フリデリカに乗ったクリスが割って入った。

「君には見えなかっただろうが、今のは反則だ」

　クリスは強い口調で言った。普段この騎士候補は自分がなにを言われても耐えているが、友人を非ひ難なんされると決して黙だまっていない。

「向こうのチームが仗ロツドで攻撃してきたんだ。避けなければ負傷していたかもしれない。非難するべき相手は他ほかにいるじゃないか」

　そう言ってクリスは敵陣を指さした。思いがけない反論にギルの顔が赤黒くなる。

「レガリオンの石炭野郎は口をつぐめ！　誰だれが発言していいと……」

「……落ち着け、デムラン」

　アダマスがデムランを制した──一応、主将としての自覚はあるらしい。「主あるじ」の言葉にギルがしぶしぶ引き下がると、彼はジャンに向かって眉まゆをひそめてみせた。

「さっきラフエッジから危険があることも注意されていたはずだ。君は与えられた役割もこなせないのか？　臆おく病びよう風に吹かれるのは勝手だが、ぼくたちの足を引っ張らないでもらいたい」

　ここぞとばかりに嫌いや味みたっぷりの口調だった、背の上でジャンの体がこわばるのを感じる。ティアナは我慢できなくなった。

『待って……』

「分かった。次はなにがあっても門ポルタを守る」

　彼女の声をかき消すように、ジャンは声を張り上げた。

「だからあんたたちは点を入れてくれ……頼む」

　振り返るとジャンはアダマスたちに向かって頭を下げている。今までにこんなことは一度もない。入学した時から生徒会の役員たちとは犬猿の仲だった。

　アダマスは困惑した表情を浮かべる。こんな神妙な態度を取るとは予想していなかったのだろう。しばらく沈ちん黙もくしていたが、結局それ以上言うこともないと判断したらしく、

「いいだろう。こちらこそ頼んだぞ、アバディーン」

　そう言い残してギルとともに競技場の中央へ戻っていった。ジャンが自分を庇かばったことにティアナは驚おどろいていた──どうして自分のせいではないと言わなかったのか。

「……アバディーン、ティアナ様」

　クリスが声をかけてきた。語尾がかすかに震えている。黒い瞳ひとみが怒りの色をたたえていた。

「ぼくたちが必ず援えん護ごする。あんな危険な行為は許せない」

　フリデリカが翼つばさを広げて門ポルタから離れていく。後に残ったのはジャンとティアナだけだった。

『あの……』

「お前は悪くない。あいつらが反則したんだ」

　ジャンはきっぱり言った。

「それにお前が避よけてくれなかったら、多分無事じゃ済まなかった」

『……でも、わざわざアダマスたちに頭を下げる必要はなかったでしょう？』

「ああでも言わなかったら、また昨日きのうみたいにケンカになるだろ。そんなヒマねえよ」

　ジャンはカリクマ騎き士し団だんのいる敵陣をまっすぐに見すえている。

（この人は変わった）

　彼は対立を深めることなく事態を収めた。むしろ試合が始まる前よりも、チームの団結が強まった気がする。

「なにがなんでも俺おれたちは勝たなきゃいけない。二度と点を取られない方法を考えようぜ」

『……分かりました』

　ティアナはうなずいて正面の敵に向き直った。競技場の中央では、審判の竜騎士ドラグーンが新しいプラネッタの入った袋を伝令から受け取っていた。試合が再開されるらしい。

　すでにカリクマ騎士団の前ぜん衛えいは、プラネッタに向かって飛び出す準備を終えている様子だった。

　どうにかしてあの突進を止めなければならない。ティアナがここを動かずにいることは簡単だ。しかし、それではジャンが危険に晒さらされてしまう。

（……なにか方法は）

　彼女は必死に知恵を絞った。
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　得点を入れられる前と同じ陣形に広がった騎士学院グランデコルのチームを見て、カリクマの主将は鼻を鳴らした。

「芸のない奴やつらだな。こっちに合わせて戦術を変えないのか」

『素人しろうとだから他ほかに教えられていないんじゃない？　……まあ、戦術に幅がないのはこっちも同じだけどね』

　パートナーの自じ嘲ちようにつられて、彼も唇の端はしをゆがめた。

　引退した父に代わって、この若い騎き士しがチームの主将になってからまだ二年目だった。他の選手たちも騎士学院グランデコルを卒業して数年の若者ばかりだ。

　カリクマは武術の盛んなことで知られた国だが、砲剣術だけはほとんど発達していない。銃にまつわるものを避ける伝統が王家にあるからだ。その影えい響きようで竜騎士ドラグーンですら砲剣をうまく扱えない者が多い。経験の浅い若い騎士であればなおさらだ。

　肉体を使った武術だけに特化された選手中心のチームで勝つためには、選択できる戦術は限られている。とにかく距離を詰めてプラネッタを追い回し、障害物を排除して門ポルタに到達する──それがこの主将の出した結論だった。

　敵の後こう衛えいに反則まがいの肉弾戦を仕掛けるのは、もちろん意図的なものだ。観客や相手チームから非ひ難なんされることもあったが、他に戦いようがないと開き直っていた。特に試合経験の少ない若いチームには、このやり方で動揺させて勝つことができた。今、対たい峙じしている騎士学院グランデコルのチームはまさにその典型だ。

　審判がぐるぐるとプラネッタの入った網の袋を回転させている。彼は左右に浮かんでいる他の前衛たちに目線を送った。すでにいつ試合が再開されてもいい状態だった。

『後衛の赤毛の子、ちょっと気になるわね』

　と、パートナーが言った。主将は敵陣の門ポルタを守っている小柄な少年を凝ぎよう視しした。唯一生き残ったアバディーンの王族であり、竜りゆう帝ていの皇女ティアナレルドと契約を結んだ騎士候補だという。

「あいつが？　『最速の雷らい竜りゆう』じゃなくて？」

　さっき「攻こう撃げき」した時の印象では取り立てて強くなかった。レガリオン軍を撃退した功績で表彰されたという話だったが、騎き竜りゆうのおかげとしか思えない。

『プラネッタの反発が妙に強かったわ。騎士が二人いるみたいに』

　彼は気づかなかったが、異を唱えるつもりもなかった。このパートナーの言葉は常に傾聴に値する。どんな時も冷静さを失わない彼女を、この騎士は参さん謀ぼうとして頼っていた。

「……そうだとして、注意しておくことはあるか？」

『強引な手を使ってでも、彼を門ポルタの前から排除しないと得点が難しいかもしれない。それだけ頭の片隅に入れておいて』

「了解した」

　その時、審判の手からプラネッタが放たれた。

「ウォォォォォ！」

　カリクマ騎き士し団だんの選手たちは大声で叫んだ──テンションを上げると同時に、敵への威い嚇かくでもある。彼らは一いつ斉せいに急上昇でプラネッタとの距離を詰める。騎士学院グランデコルの前ぜん衛えいたちは付いてくることもできず、かといって射しや撃げきもできない様子だった。

　プラネッタと近い距離を保ち続けることは、敵の砲剣の使用を防ぐ効果がある。この競技ではプラネッタを射撃ではじくことが認められているが、選手の体に命中した場合は過失であっても罰則が適用される。二度命中すれば即座に退場処分だった。

　つまり選手が近くにいればいるほど、敵も砲剣を使いにくくなるのだ。プラネッタはカリクマ騎士団の選手たちが近づくたびにうねうねと方向を変える。それを猟犬のように追い続けるうちに、不意に主将の正面にプラネッタが近づいてきた。

『門ポルタは四時の方角よ』

　パートナーの指示に従って、彼は仗ロツドで竜りゆう鱗りんの球を打った。その軌道の方角に向きを変えて飛ぶ。東側の門ポルタの前に、例の赤毛の後衛が金色の竜にまたがって浮かんでいる。彼は仗ロツドを地面に向けて垂たらしたまま動こうとしなかった──いや、動くまいとしているように見えた。

　プラネッタは彼の手前で静止し、壁かべに跳ね返されるようにカリクマ人たちの方へ戻ってくる。これもさっきと変わらない展開だ。確かに反発が大きい気はするが、大した問題とも思えない。主将は前進しながら再び少年に向けてプラネッタを打つ。

（怪け我がするぞ、お前）

　彼は冷笑を浮かべた。すでに「事故」による負傷で、敵の選手を何度か退場させたことがある。カリクマ騎士団は反則まがいの乱らん闘とうに慣れていた。接近戦ならあの少年を打ち負かす自信がある。

　少年が動いたのはその時だった。

　彼は右手に持っていた武器をプラネッタの方角──つまり、カリクマ人たちのいる方角に掲げた。ただしそれは仗ロツドではない。この世のものとは思えない、不気味なほど口径の大きな砲剣だった。

（なんだ、あれは……？）

　目を瞠みはった瞬しゆん間かん、その銃口が爆ばく発はつするように輝いた。青白い光の塊かたまりがカリクマ人たちに迫ってくる──彼らの騎き竜りゆうは翼つばさを広げたまま空中で凍りついた。目を閉じなかったのは主将の騎士だけだった。

　その光はプラネッタの底をわずかにかすめ、騎士たちの足下を通り越してはるか彼方かなたまで突き抜けていった。やがて海上に着弾すると、白い塔のような巨大な水柱が上がった。はじかれたプラネッタは上空に舞まい上がっていく。選手たちは誰だれ一人として後を追おうとしなかった。

　とてつもない威力を目の当たりにした観客たちも啞あ然ぜんとしている。シシハネの都は沈ちん黙もくに包まれていた。

「……今のが砲剣なのか」

　と、主将はうめいた。戦せん艦かんの大砲どころではない、とてつもない火力だった。赤毛の少年は薬やつ莢きようを排出すると、再び銃口をカリクマ人たちに向ける。他ほかの前ぜん衛えいの選手たちがぎょっと背筋を震わせた。これで敵陣の門ポルタに近づけなくなってしまった。

「あれは反則にならないのか？　砲剣とは呼べないだろう」

『いいえ。ちゃんと砲剣としての特徴を備えているわ。それに今の射しや撃げきはちゃんとプラネッタを狙ねらっていた……幸いにして逸それたけれど』

　カリクマ人の主将はぞっとする事実に気づいた。もし狙いが正確だったとしたら、プラネッタの背後にいた自分たちは即死──いや、死体すら消失していたかもしれない。

『落ち着いて……得点はまだこちらがリードしているのよ』

　パートナーの声が頭の中に響ひびいてきた。

「しかし、あんな奴やつをどうやって……」

『よく考えて。あの選手からすれば、むしろ弾が当たってしまうことの方が恐ろしいはずだわ。騎士学院グランデコルの生徒が竜騎士ドラグーンを殺害するわけにいかないでしょう？　あれはただの威い嚇かく射撃よ』

　彼は歯を食いしばって強引に恐怖を抑えこんだ。彼女の言うとおりだ。よく見ると赤毛の少年の顔には、緊きん張ちようの色がありありと浮かんでいる。当てることを少しでも想定していたのなら、もっと落ち着いているはずだ。

「プラネッタのかげに隠れていけば、奴は撃うてないわけだな」

　そこへ上空にはじかれた球体がようやく落下してきた。ちょうど彼らと赤毛の少年との中間あたりの位置だ。背後の味方を振り返ると、完全に怖おじ気けづいているのが見て取れた。カリクマ人の主将は舌打ちをしながら仗ロツドを握り直した。

「お前たちは散開して待て！　俺おれたちだけで行く！」

　彼の意図を読んだパートナーがプラネッタ目がけて急進した。金色の竜りゆうに乗った少年は慌てたように砲剣ではなく仗ロツドを構えようとする。カリクマ人は笑いながらパートナーに語りかけた。

「やっぱりお前の言うとおりだ！　奴は俺たちを撃てない！」

　脅かしやがって、という怒りがこみ上げてくる。仗ロツドで骨の一本でも折ってやろうと心に決めた。故意であることを審判に見抜かれないやり方なら心得ている。接近するにはまずプラネッタを相手に近づけることだ。落下してきた竜りゆう鱗りんの球体を渾こん身しんの力をこめた仗ロツドで打とうとした。

　突然、競技場に銃声が響き渡った。プラネッタが火花を散らしながらはじき飛ばされ、仗ロツドが空振りした。

「な……」

　騎士学院グランデコルの選手が射しや撃げきしてきたらしい──一体どこから。赤毛の少年以外には近くに誰だれもいない。あたりを見回すとオレンジ色の竜りゆうに乗った黒髪の少年が、門ポルタのはるか後方に回りこみながら砲剣を構えている。明らかに外見はレガリオン人だが、騎士学院グランデコルの生徒だった。

（……あんな遠くから）

　ここからでは蝶ちようほどの大きさにしか見えない。おそろしく正確な射撃だ。しかも敵の選手を誤射することを恐れていない。自分の技量によほどの自信があるのだろう。

『まだ追いつけるわ！　しっかり……』

　彼の騎き竜りゆうがプラネッタの方角に向きを変えようとした時、今度は続けざまに銃声が響ひびいた。黒髪の選手が放った弾丸は竜りゆう鱗りんの球面に次々と命中した。プラネッタはカリクマ騎き士し団だんの陣地に向かって一直線に飛んでいく。

「くそっ」

　カリクマ人たちは騎竜を駆かって西側の陣地に戻ろうとした。しかし、騎士学院グランデコルの前ぜん衛えいたちが、すでにプラネッタを受け取るところだった。

　バルバートル人らしいコンビが左右からプラネッタを挟みこみ、仗ロツドで門ポルタへ移動させていく。陣地を守っていたカリクマ人の後衛を巧たくみな連係でかわし、最後は射撃で球体をはじいて西側の門ポルタを突き破った。

　すべてはあっという間の出来事だった。

　地上の観客から戸惑い気味のざわめきが起こり、それはやがて拍手と歓声に変わった。まったくの素人しろうとのチームが点を取るなど予想外の出来事だった。

「戻るぞ！　まだ同点になっただけだ！」

　沈みきった味方を叱しつ咤たしながら、カリクマ人の主将は自陣に向かって飛ぶ。参さん謀ぼうであるパートナーは沈ちん黙もくしたままだ。なにも言うべきことがないのだろう。

　内心、彼は自分たちの勝機がすでに失われたことを確信していた。あの異様な砲剣を持つ後衛と、精密な射撃のできる遊撃手──あの二人が守りについている限り、これ以上カリクマ騎士団のチームは得点を重ねることができない。今までと同じやり方で攻撃しようにも、強烈な威い嚇かく射撃で突撃の勢いを殺そがれ、長距離からの射撃でプラネッタをはじかれる。砲剣を使った戦術が使えない自分たちには対抗しようがない。なにもかも終わったようなものだった。




　　　　４




　試合は騎士学院グランデコルの華々しい勝利で終わった──カリクマ騎士団のチームに先取点を奪われたもののすぐに同点に追いつき、その後は一点も失うことなく三点を取った。

　すべての得点を挙げたのは、主将であるアダマス・バルバートルとギム・デムランのコンビだった。まさに勝利の立たて役やく者しやだ。後こう衛えいだったヴィクトル・アバディーンが間の抜けたミスで失点さえしなければ、完全試合もありえたかもしれない。

　アバディーンもさすがに反省したと見えて、失点した時は神妙に頭を下げてきた。その後は主将であるアダマスの指示を重く受け止め、きちんと門ポルタを守りきった。最低限の責任を果たしたことは評価してやってもいい──。

「あの……ほ、本当に、素晴らしかったです。アダマス様」

　ソーニャが上うわ目め遣づかいでうっとりして言った。パートナーの賛辞にアダマスは大いにうなずいていた。いつもは鬱うつ陶とうしいこの少女の言葉が、緒戦を飾った今はむしろ心ここ地ちよいほどだ。

　アダマスたちは蔦つたの絡まったテラスの手すりにもたれている。プラネッタの選手たちに与えられた控えの間から外に出てきたのだった。

「当然のことをしたまでだ」

　アダマスは得意げに答える。

　ラフエッジに二回戦の打ち合わせまで休むように言われ、選手たちは思い思いに過ごしている。ギルは部屋の中でパートナーのジャンヌと話をしている。アバディーンとティアナはサラ・アル＝ウルスに連れられて食事に行ってしまった。あの公女も騎士学院グランデコルの勝利には大喜びしていた。

　不意にアダマスの頰ほおがぴくりと震えた。

「あの、お加減でも悪いのですか……？　アダマス様」

「別になんでもない。いちいちぼくの顔色を読もうとするな、ソーニャ」

「も、申し訳ありません……」

　文句のない勝利だったが、一つだけ引っかかることがある。自分よりもヴィクトル・アバディーンの方が注目されているように感じられることだ。

　試合を終えて地上に戻った時、騎士学院グランデコルで結成された応援団にもみくちゃにされた。もちろんアダマスも「白組」の生徒たちに囲まれて声をかけられたが、アバディーンの周囲にできた輪の方が大きかった気がする。

　さっき控えの間に現れたサラも、アダマスには目もくれようとしなかった。彼女の口にする名前はアバディーンばかりだった。

（主将はこのアダマス・バルバートルだ）

　今の生徒会長でもある。あんな野蛮で知性に欠ける、ゴミのような男とは違う。今の騎士学院グランデコルにとってなくてはならない重要な──。

　悲鳴のような甲かん高だかい駆動音が耳に突き刺さって、アダマスはぶるっと身震いした。機甲竜ヒユドラが次々と空へ上っていくのが見える。レガリオン軍のチームとフォートノクス王国のチームの試合が始まろうとしていた。

　中央にいる審判を中心に、選手たちは競技場に大きく散開していった。この試合に勝ったチームが決勝に進出することになる。

　目を凝こらす気にもならなかったが、前ぜん衛えいの機甲竜ヒユドラの上には仮面を着けた小柄な男がいるはずだ。以前、学院島に潜せん入にゆうしていたスパイが。

（君にはいずれ働いてもらう）

　スパイの抑揚のない声が脳裏に蘇よみがえった。クリスに無実の罪を着せようとしたことを知られ、アダマスはレガリオン軍の内通者になるよう脅迫されている。それ以来、眠れない日々を過ごしてきた。

　今までスパイはなんの指示も出してこなかった。しかし、このまま騎士学院グランデコルがレガリオン軍と優勝を争うことになれば、確実に自分を利用してくるはずだ。どうにかしてうまく切り抜けなければならない。スパイの手先になることも、かといって自分の悪事が露ろ呈ていすることも、どちらも到底受け入れられなかった。

「アダマス様……？　その、本当に顔色がお悪いですけど……」

　ソーニャがおずおずと話しかけてきた。この竜りゆうはいつもこちらの様子を窺うかがっている。パートナーとはいえうんざりさせられる。アダマスはひとにらみで彼女を黙だまらせると、

「ぼくは中で休む。ついてくるな」

　そう言い残して部屋に向かって歩き出した。

　人の出入りできる大きな窓の周辺には長い庇ひさしがせり出していて、木のテーブルが一つ置かれている。その前にクリス・キッドマンが腰かけて砲剣を手入れしていた。布を巻いた細い棒で銃じゆう腔こうを掃除している。作業に集中しているのか顔を上げようともしなかった。

　うなじにかかった黒髪になぜかどきりとする。機き嫌げんがいいらしく、小さく鼻歌を歌っている。子守歌のような優しい旋律だ。立ち去ろうとしても立ち去れなかった。

「パートナーはどうした？」

　気が付くと話しかけていた。クリスは顔を上げると、珍しくアダマスに微ほほ笑えみかけた。頰ほおに小さなえくぼができた。

「フリデリカは中で休んでるんだ。昨日きのうからずっと飛び続けだからね」

「……そうか。無理もないな」

　少し高いが落ち着いた声。アダマスは苛いら立だちを覚えた。彼はヴィクトル・アバディーンだけではなく、この亡命者のことも心底嫌きらっている。だから罠わなにかけて葬ほうむり去ろうとした。その感情は今でも変わっていない。しかし──。

「さっきは見事な活かつ躍やくぶりだった。君の射しや撃げきの腕はさすがだ」

　いざ顔を合わせると、ことさら歓心を買うような媚こびた態度を取ってしまう。

　クリスは困惑したように目を伏せる。睫まつ毛げの長さが気にかかった。アダマスは密ひそかに息を荒くした。どうしてもこの騎き士し候補が女に見えて仕方がない。つややかな肌がどんな感触なのか、つい想像してしまう──最近はますますそういうことが増えていた。

「昨日きのうの練習では調子が悪かったようだが、さっきの様子ではまったく心配ないな」

「調子はまだよくないと思う……さっきは必死だっただけだよ」

　クリスは「ファイアーフォックス」の銃口についた汚れをていねいに拭ふき取っている。細い華きや奢しやな指がなめらかに動く。凝ぎよう視しするうちに頭がくらくらしてきた。

「……大事な試合だったからな」

　上うわの空そらでアダマスは言った。

「それもあるけど……アバディーンが危険な目に遭あっていただろう？　なんとかしないといけないと思ったんだ」

　冷水を顔に浴びせられた気分だった──お前も奴やつの名前を口にするのか。

「ずいぶん大事なんだな、アバディーンが」

　アダマスの皮肉な口調に気づいた様子もなく、クリスは微ほほ笑えみながらうなずいた。

「うん。彼はぼくの大事な……その、友達だ。なんでも話せるし、信頼できる人だよ。これからもずっと付き合っていきたいと思ってる……だから彼の役に立てて嬉うれしいんだ。一緒に暮らしてると、少し世話が焼けるけどね」

　珍しくクリスは饒じよう舌ぜつだった。アバディーンのことならいくらでも話せるらしい。上じよう機き嫌げんなのもあの頭の悪い赤毛のおかげというわけだ。アダマスの苛いら立だちがますます募つのった。

　こいつとアバディーンは寮りようの部屋でなにをしているのか、と時々考えてしまうことがある。ひょっとすると男同士でありながら、口には出せないようなおぞましい関係なのではないだろうか──いや、おぞましいのは自分の想像の方だ。死んでも他人に言えない話だった。

「しかし、この大会で彼の役に立ち続ければ、かえって君と付き合いにくくなるんじゃないのか？」

　砲剣を磨いていたクリスの手がぴたりと止まった。アダマスの胸に嗜し虐ぎやく的な歓よろこびが湧わき上がってきた。

「え……？」

「だってそうだろう。この大会で騎士学院グランデコルが優勝すれば、ウルス公国との同盟が成立する。サラ公女との婚約もより現実味が出てくるだろう。なにしろ同盟をなし遂とげたチームの一員だからな。場合によっては退学してこの国に落ち着いてしまうかも……」

　アダマスははっと口をつぐんだ。

（なんの話をしているんだ、ぼくは）

　アバディーンがクリスから離れる可能性を熱心に語ってどうしたいのか。クリスはテーブルの一点を見つめたまま動かない。アダマスの存在も忘れて、自分の内面に沈んでいる様子だった。重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

（……くそ）

　アダマスはテーブルを離れて部屋に入っていった。自分の醜みにくさを思い知らされたような、惨めな気分だった。




「さっきの試合では本当によくやった。予想以上の出来だ」

　控えの間に集まった選手たちに、ラフエッジは明るい声で言った。

「二回戦の相手はセーロフ王国の騎き士し団だんだ。知ってるとは思うが北の大国だな。プラネッタも古くから盛んで、カリクマと違って基本に忠実な戦術を好む。陣形もお前たちと同じようなものだが……どうした、キッドマン。大丈夫か？」

　ぼんやりうつむいていたクリスは我に返った。

「はい。大丈夫です。すみません」

　隣となりにいたフリデリカが顔を覗のぞきこんでくる。なんでもない、と首を横に振った。その拍子にアバディーンもこちらを振り返っていることに気づいて、さっと視線を逸そらした。

　さっきのアダマスの話がまだ胸に残っていた──優勝すればサラとの婚約も現実味が増す。結婚するつもりなどないことはアバディーン自身の口から聞いている。しかし、周囲はそうは思わないだろう。なによりあのサラがより情熱的に結婚を迫ってくるに違いない。一回戦の勝利ですら大喜びしていたぐらいだ。

（彼もサラ公女を嫌きらってない）

　アバディーンはもともと王族で、サラのような血筋の女性と結ばれるのが当然だった。性別すら偽いつわっている亡命者など、本来は視界にすら入らないはずだ。それを考えると胸が苦しくなる。

（もし、わたしたちが負ければ……）

　クリスは慌てて想像を振り払った。これから試合だというのにどうかしている。彼女はラフエッジの話に意い識しきを集中させた。

「……ただ、選手は全員がベテランで、下へ手たをするとお前たちの親よりも年上だ。テクニックで対抗するのは難しいが、速度と運動量で引っかき回せばどうにか勝てるだろう。戦術の要かなめは前ぜん衛えいだ……そこでだ、キッドマン」

「は、はい」

　クリスは背筋を伸ばした。

「お前は前衛を補佐しろ。相手チームの遊ゆう撃げき手しゆはかなり年を食っているが、射撃の腕前はまだ正確だ。バルバートルたちがプラネッタを保持しようとしても、すぐ射撃ではじかれてしまうだろう。お前はそれが相手チームの前衛に渡らないように援えん護ごするんだ」

　彼女は無言でうなずいた。とにかく次の試合にも勝たなければならない。余計なことを考えている場合ではなかった。

　その時、開け放った窓の向こうで歓声が途切れた。まるで人々が消えてしまったかのように、シシハネの都が沈ちん黙もくに包まれる。

　機甲竜ヒユドラの不気味な駆動音だけが空から降ってきた。

　控えの間にいたクリスたちは一いつ斉せいに窓の方を見た。きっとレガリオン軍とフォートノクス騎き士し団だんとの試合が終わったのだろう。どちらが勝ったのかは確かめるまでもなかった。

「……これでお前たちの明日の相手は決まったわけだな」

　ラフエッジがいつもと変わりない声で言った。

「次はお前たちだ。一人一人がやるべきことに専念すれば必ず勝てる。それを忘れるなよ」




　　　　５




　レガリオン軍のチームは一点も与えることなく、フォートノクス騎士団のチームに勝利した。その前の試合とほとんど変わらない展開だった。単機で敵陣に突とつ撃げきした前ぜん衛えいが、信じられないほどの速度で動き回って門ポルタを打ち破る──それが作業のように三度繰くり返され、あっさりと試合は終了した。

　地上にいた観客たちはしばし呆ぼう然ぜんとしていた。

　これまで海ユ洋ニ連オ合ンの人々の多くは、機甲竜ヒユドラを直接見たことがなかった。アバディーン王国を一日にして滅ぼしたという話を聞いてはいたが、それがどのようなことなのか実感はしていなかった。

　強いと信じていた竜騎士ドラグーンたちが次々と打ち破られる姿を目の当たりにして、彼らの心には改めてレガリオン帝国への脅威が刻みこまれつつあった。

「こんな軍隊に攻めこまれたら終わりだ」

「竜りゆうはこいつらに歯が立たない」

　シシハネの都のあちこちでそんな声が聞かれた。

　レガリオン軍と対戦した各国の竜騎士ドラグーンたちは、軍事力の誇示こそが彼らの目的ではないかと疑い始めていた。実際にどこかの小国を侵略するよりも、はるかに安上がりで効果的だ。

　一方で人々の関心は、レガリオン軍と決勝で対戦する可能性のあるチーム──とりわけ一回戦で意外な強さを見せた、騎士学院グランデコルのチームにも向きつつあった。

　ひょっとしたらあの異様な速さの機甲竜ヒユドラを止められる者がいるかもしれない。

　騎士学院グランデコルとセーロフ王国の試合は、そんな期待をかけられながら始まったのだが──。

『もう、なにやってるのかしら』

　敵陣を飛んでいるフリデリカが不満げに言った。アダマスたちがセーロフ騎士団の門ポルタの前まで運んだプラネッタが、遊撃手の射撃で反対方向にはじかれたのだ。

　騎士学院グランデコルのチームは西側を、セーロフ騎士団のチームは東側の陣地を与えられている。プラネッタは傾きかけた太陽を浴びて西に向かって飛んだ。

「行こう、フリデリカ」

　クリスはパートナーを促うながして、プラネッタの飛んだ自陣へと回りこんだ。さっききちんと手入れを済ませた「ファイアーフォックス」を構えて引き金を引いた──しかし、プラネッタの軌道は変わらなかった。

（あ……）

　弾丸が外れたのだ。もう一発撃うつと今度はどうにか命中し、敵陣の門ポルタの方角に球体は山なりに跳ね返っていった。

『また調子悪いみたいね』

「うん……次はもう少しプラネッタに寄ってくれる？」

　さっきの試合のような距離では当てられる自信がない。しかし、敵陣に入ってしまうと射しや撃げきを相手から妨害される危険があった。残念ながらアダマスやギルたちが自分を守ってくれるとも思えない。

　セーロフ騎き士し団だんの遊撃手は相変わらず門ポルタの近くを飛んでいる。ラフエッジの言うとおり、確かに相当の技量の持ち主だが、予想よりもはるかに年老いていた。髪もひげも真っ白で、クリスの父親どころか祖父で通る年齢だろう。しなびた体に防具や砲剣がやけに大きく見える。ベテランばかりのセーロフ騎士団の中でも異彩を放っていた。

　アダマスとギルがプラネッタを確保し、速攻で敵陣を突破しようとする。しかし、門ポルタの背後に回りこんだ遊撃手が再び球体を狙そ撃げきし、クリスのいる競技場の中央にはじき返してきた。

　試合はずっとこの繰くり返しだった。騎士学院グランデコルのチームは敵陣に攻めこんでいるが、堅い守りに阻はばまれた末にプラネッタを撃ち返される。単調な展開がだらだらと続き、観客も飽き始めているようだ。声援もあまり聞こえなくなった。

　プラネッタに近づいていくフリデリカの背中で、クリスは「ファイアーフォックス」を構えて撃った。完全に外れたわけではないが、的の中心に当たらなかった。真横に飛んだプラネッタをフリデリカは黙だまって追ってくれた。

　クリスの凡ぼん庸ようなミスのせいで、騎士学院グランデコルのチームの攻撃は著いちじるしくテンポを欠いている。アダマスやギルが振り返って自分をにらみつけるのが見えた。ふざけるのもいい加減にしろと彼らの目が語っていた。

（本当に、ダメだな）

　穴があったら入りたい気分だった。不調の原因は分かりきっている。さっきのアダマスの言葉が引っかかったままなのだ──このまま勝ち進めば、本当にアバディーンは結婚してしまうかもしれない。引き金を引こうとすると心が乱れる。

　この感情はなんなのか、とっくに気がついている。分からないふりをしていただけだ。

（わたしは、彼のことが……）

　ただ、その悩みを相談できる相手がいなかった。フリデリカは彼を嫌きらっているようだからだ。クリスは砲剣でプラネッタを撃った。ようやく弾丸が的の中心に命中した。

『いつまで同じことやってるの？』

　フリデリカは苛いら々いらした声で言った。

「うん。分からないけど、今のところは攻めるしかないんじゃないかな。あっちにもなにか意図があって守ってるんだろうけど……」

　試合開始からセーロフ騎き士し団だんは一度も自陣から出ていない。このままチームの全戦力で守備を固めればこちらの攻こう撃げきをしのぎきれるだろう。しかし、彼らが得点を挙げることもできない。あまりにも消極的な戦い方だった。

『その話じゃないわよ、クリス・キッドマン……あたしが言いたいのはね、あんた自身のことなの』

「え……？」

『クリスの考えてることを分かってないと思ってた？　あたしはパートナーなんだよ』

　と、フリデリカは言った。

『なんでクリスの調子が悪いのか、最初からずっと見当ついてた。さっきもテラスでバルバートルのアホとしてた話、部屋の中まで聞こえてたんだ……あたしはアバディーンの役に立ちたいと思わないけど』

　クリスは思わず顔を赤くした。もともとフリデリカに隠し通せるはずがなかった。一年以上も一緒にいて、クリスのなにもかもを知っているのだ。

『でもクリスの役には立ちたいんだ……いちいち悩むぐらいだったら、自分の思ってることをなんでも正直に言った方がいいと思う。あいつのこと、ただの友達って本気で思ってるの？』

「え……それは……」

　彼はただの友達だ。少なくともそう思いこもうとしていた。友達でないと困ったことにはなるからだ──彼とどういう関係でいたいかという希望はまた別だ。

『そういう気持ちって、ちょっとあのプラネッタみたいだね。自分のことでもどうにもならないんだから……でもさ、近づかないとなにも変わらないよね』

　夕日を浴びて右往左往するプラネッタを、クリスは遠い目で見つめた。アダマスたちは両側から挟みこんで抑えつけようとするが、今ひとつうまくいかなかった。

　気持ちを抑えつけようとするから、悩みが深くなるのかもしれない──最初から素直にただの友達ではないと認めていたら、今いま頃ごろどうなっていただろう。

「分かった……彼と色々話してみる」

　そう決めたとたん、すっと体が軽くなった。同時に「ファイアーフォックス」を握る指先から余計な力が抜けた気がする。

「ありがとう、フリデリカ」

『……あんまり嬉うれしくないけどね』

　彼女は少し弱々しい声でつぶやいた。

　その時、プラネッタが競技場の中央まで例のごとく舞まい戻ってきて、クリスは我に返った。改めてセーロフ騎き士し団だんの様子を窺うかがうと、プラネッタを追うそぶりすら見せない。自陣の外がどうなろうとまったく興味を持っていない様子だった。

「フリデリカ、プラネッタの真下に入って」

『え？　どういうこと？』

「後で説明する。急いで」

　オレンジ色の竜りゆうは音もなく滑空していった。彼女の体は西日の差す空にまぎれかけている。試合が始まってからかなりの時間が経たっていた。

　クリスは「ファイアーフォックス」を真上に向けると、照準とプラネッタの底部が重なったところで続けざまに発砲する。

　全弾が正確に命中した──いつもの調子が戻ってきている。目の前からすっと霧きりが晴れていく気分だった。唇から笑みが洩もれる。

　プラネッタはみるみるうちに垂直に上昇し、赤く染まり始めた空の小さな点と化した。もう一度落ちてくるまでしばらく時間がかかるはずだ。敵陣の様子を見ると、やはりセーロフ騎士団はまったく動こうとしていない。不思議そうにクリスのしたことを眺めているだけだった。

（やっぱり、そうだったんだ）

　彼女は確信した。

「騎士学院グランデコルの選手は全員ぼくの周りに集まれ！」

　競技場全体に響ひびき渡るように彼女は叫んだ。自陣を振り返ると、門ポルタの前にいたアバディーンが、俺おれたちもか、というように自分たちを指さしている。クリスがうなずくと、ティアナが翼つばさを動かして中央に飛んでくる。

「俺たちまで呼ぶってどういう……」

「アバディーン」

　クリスは彼の紫色の瞳ひとみをまっすぐ見つめた。胸がどきどきする。先に言っておかないと緊きん張ちようでどうにかなりそうだった。大きく息を吸いこんで早口で言った。

「今日きよう、例の約束を果たしたいんだけどいいかな。話があるんだ」

　彼は怪け訝げんそうに目を瞬またたかせた。

「はあ？　な、なんなんだよいきなり……別にいいけど、そんなことでわざわざ呼んだのか？」

　食事をするという約束を忘れてはいなかったらしい。別にいいという言葉に彼女はほっとした──これで試合に専念できる。

「呼んだ理由はもちろん他ほかにあるよ。全員が揃そろったらその話を……」

「なにをやってるんだレガリオン人！　試合中だぞ！」

　怒声とともにギルとジャンヌが近づいてきた。

「どういうことなのか説明があるんだろうな、キッドマン」

　その後ろから飛んできたアダマスも言う。これで全員が揃そろった。クリスはちらりと空を見上げた。まだプラネッタはしばらく落ちてこない。

「この試合に勝つためだ。話を聞くぐらいは我慢して欲しい」

　彼女はギルを見ながら言った。

「たとえぼくが元レガリオン人でも」

　考えてみれば自分からギルに話しかけたのはこれが初めてだった。ギルはレガリオン人の存在を認めていなかったが、クリスもギルを相手にしていなかった。

　ギルはふんと鼻を鳴らしただけだった。しかし、とにかく話だけは聞くつもりらしい。

「手短に話すよ。セーロフ騎き士し団だんはぼくらから得点を奪う気がまったくない。ただ守備に徹てつして待っているだけなんだ」

「なにを待っていると言うんだ」

　アダマスが尋ねる。

「試合の時間切れだ」

　と、クリスは言った。

「この競技は双方まったく点数が入らなかった場合、別の方法で勝敗を決めることになっているはずだ……そうでしょう？」

　クリスは上方に浮かんでいる審判に向かって話しかけた。小太りの騎士は顔をしかめて、翼つばさ越しに騎士学院グランデコルの選手たちを見下ろした。竜りゆうに乗っていなければ、どこにでもいそうな平凡な中年男だった。

「試合中にルールを訊きく奴やつがあるか。本当に素人しろうとだな、お前たちは」

　しかし、特に教えたところで害はないと思い直したらしい。一つため息をついてから口を開いた。

「まあ、そうだ。競技場の中央……ちょうど今お前たちのいるあたりから、全員が一人ずつプラネッタを仗ロツドで打って門ポルタに放りこむことになってる。それで多く点を入れたチームが勝ちだ。もちろん後こう衛えいがいない状態でやる」

　やっぱり、とクリスは思った。予想どおりのルールだ。彼女は味方の選手たちをぐるりと見回した。皆、どういうことか理解したようだった。

「……最初からそっちで決着をつけるつもりだったのか」

　アバディーンのつぶやきに、クリスはうなずいた。

　彼らは騎士学院グランデコルの一回戦を見て、後衛が動かない限りは門ポルタの守りが鉄てつ壁ぺきであることに気づいたのだろう。だから無駄な努力をせずに済む作戦を立てたのだ。

　プラネッタを仗ロツドで打つだけなら、ベテランの彼らの方がはるかに有利だ。特に竜脈ナーデイが両腕にあるアバディーンは、きちんとプラネッタを打つことすらできない。

「それが分かったところでどうなるんだ？」

　アダマスは冷ややかに言った。

「君は勝つためにぼくたちを呼んだと言ったはずだが」

　クリスにも彼の言いたいことは理解できた。それに気づいたところで、騎士学院グランデコルのチームに打つ手はない。セーロフ人たちはそう思っているからこそ、試合が中断されても平然としているのだ。むしろ貴重な残り時間を無駄にしていると嘲あざ笑わらっていることだろう。

「いや、ぼくたちは勝てる」

　クリスはきっぱり言った。今の彼女には自信がある──どうにもならないプラネッタを制御する自信が。

「もともと、負ける道理はなかったんだ」




　セーロフ騎き士し団だんの遊ゆう撃げき手しゆは、中央に集まっている騎士学院グランデコルの生徒たちを目を細めて眺めていた。

「今さらなにを話し合っておるのやら」

　シシハネの空はすっかり夕焼けに染まっている。もうほんの数分で試合は終わるだろう。若い連中が知恵を絞ったところで、もう打つ手はないはずだ。

「もうちょっと楽しめると思ったんだがのう」

　彼は竜りゆうの背であぐらをかき、残念そうにひげをしごいた。

「……まあ、仕方がないかの。決勝戦で存分に楽しむとしようか」

　それは虚勢ではなかった。竜騎士ドラグーンになってから五十年あまり、若い頃ころの闘とう争そう心しんは寸すん毫ごうも衰えていない。彼はあのレガリオン軍の前ぜん衛えいを自分の砲剣で止めてみたいと本気で思っていた。三年前のアバディーン戦せん役えきでも、あれほどの敵とは出会わなかった──「黒の鉄姫」グロリア・レガリオンを除いては。

「まだまだ若い連中に獲え物ものを譲ゆずる気などないわ。文句があればわしらに勝てばいいだけよ。のう？」

　と、パートナーに同意を求める。戦いのさなかに口数が多くなるのは彼の癖くせだった。

　その時、騎士学院グランデコルのチームが再び中央から散開した。さっきと同じく前衛は二騎。竜りゆう帝ていの皇女が門ポルタに戻ったのを見て、彼は眉まゆをひそめた。てっきり現状を打開するために、後衛を投入してくるだろうと思っていた──というより、「最速の雷らい竜りゆう」と「ペイルライダー」の使い手と手合わせできると期待していたのだ。

「つまらんのう……わしらにこれ以上楽をさせてどうするつもりなんじゃ」

　もう飽きてきていたが、他ほかの三騎を相手にするしかないらしい。どうせあと少しの辛抱だ。

　そこへようやく上空からプラネッタが落下してきた。中央に唯一残った黒髪の少年が前衛の二騎に向かってプラネッタを打った。バルバートル人らしい前衛の片割れがそれを受け取り、すかさず仗ロツドで打ってもう一騎の前衛に送る。荒削りだが素早い動きにセーロフ騎士団の味方はついていっていない。長時間動き続けたせいで疲労しているのだ。

「アホどもが、やすやすと抜かれよって……だらしない連中だの」

　老人は悪態をつきながら、パートナーの背を軽く叩たたいて合図する。その意図を正確に読み取って、騎き竜りゆうは門ポルタの背後のやや下方に移動する。彼はそこで砲剣を構えたままぴたりと静止した。さっきまでと同じパターンだった。

　若い騎き士したちがどんな動きを見せていても、最後は必ず門ポルタを狙ねらってくる。門ポルタの正面の空間へプラネッタが入ってきた瞬しゆん間かんに狙そ撃げきする──つまり猟師が狩り場で獲え物ものを待ち続ける要領だ。この老人こそがこのセーロフ騎士団の守りの要かなめだった。

「……来よった」

　騎士学院グランデコルの選手の打った球体が、ふらふらと門ポルタに向かってくる。

「これで一丁上がりじゃ」

　老人は引き金を引く。銃声が山びこのように響ひびき渡った。今までとまったく同じように、プラネッタの中心に命中させた。

「むっ？」

　彼は目を瞠みはった。プラネッタが敵陣に戻っていかない。軌道を変えることなくまっすぐに飛び続け、門ポルタの金属の枠にぶつかって跳ね返った。

「な、なんじゃ、今のは？」

　五十年以上竜騎士ドラグーンをやってきたが、ここまで驚おどろいたことはそうない。自分の射撃に一いつ切さいのミスはなかった。一体なにが起こったのか──。

　謎なぞを解く余裕はなかった。プラネッタはまだ門ポルタが狙える位置をゆっくりと飛んでいる。そこへ騎士学院グランデコルの選手が仗ロツドを構えて近づこうとしていた。

「まったく、忙しいことよの」

　彼は素早く照準を合わせ、再び引き金を引く。

　銃声とともに弾丸が命中した。しかし、やはりプラネッタの軌道は変わらなかった。相変わらずふらふら宙をさまよっている。

　突然、老人は凍りついたように動けなくなった。砲剣の照準の先──彼とプラネッタの延長線上の夕暮れの空に、オレンジ色の竜が浮かんでいた。その上にいる黒髪の遊撃手が、砲剣をまっすぐ自分に向けている。

「あ……」

　彼は思わず声を洩もらした。なにが起こったのかをようやく理解した。

「わしが撃った瞬間、ぴったり反対側からプラネッタを撃ち抜きよったのか」

　前後から同じ力で押されても物体は動かない。銃声が山びこのように聞こえたのも当たり前だ。二発分の音だったのだから。

「なんちゅう奴やつじゃ。どうかしとるわい」

[image: ]

　腹の底から戦せん慄りつに似た笑いがこみ上げてきた。単に射しや撃げきに長たけているだけではない。こちらの撃うつ呼吸まで完全に読みきっていた。なにより、あの少年は自分を老人の射線上に置いていた。もし少しでも互いの弾丸がプラネッタから逸それていれば、双方とも死んでいたかもしれない。自分の技量への絶対の自信のみならず、相手の技量への絶対の信頼がなければできない芸当だ。

　瘦やせた体を感動で打ち震わせていた彼は、自陣の門ポルタが騎士学院グランデコルの前ぜん衛えいによって破られたことも気にしていなかった。こういう敵になら、獲え物ものを譲ゆずっても構わない。完敗だと思った。

「世の中、まだまだすごい奴やつがおるのう」

　さっぱりした気分でつぶやいた時、試合の終了を告げる銅ど鑼らの音が響ひびいた。
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　宮殿の正門から外へ出ると同時に銅鑼が鳴り響いた。

　クリスは夕暮れの空を眺めるうちに、それが一日の終わりを告げる鐘かねの代わりだと気づいた。夜が始まろうとしていた。

　セーロフ騎き士し団だんとのプラネッタの試合は、騎士学院グランデコルの勝利で終わった。終了直前に挙げた一点がそのまま決勝点になったのだ。

　試合後にラフエッジから最後の射しや撃げきがよかったと誉ほめられた。同時にそれまで調子が悪かったのはどうしてなのかと尋ねられたが、分かりませんと答えるしかなかった。

　驚おどろいたのはセーロフ騎き士し団だんの遊ゆう撃げき手しゆがわざわざ控えの間までクリスを訪ねてきたことだった。もし卒業したらセーロフ騎士団に来いと誘われた──さすがに冗談だと思うが。

　とにかく、これで決勝に駒こまを進めたことになる。今夜はゆっくり休んで疲れを取れとラフエッジに言われて、選手たちは解散した。

　クリスはシシハネの大通りを歩き出した。あてがあったわけではない。アバディーンとの「約束」で食事をするまで時間があるので、少し外を歩く気になっただけだ。

　フリデリカは宮殿に残っている。万が一、ティアナやサラが彼に付いてこないように見張ると言ってくれた。

（楽しんできなよ、せっかくだから）

　彼女にはなにからなにまで世話になってしまった。その恩に報むくいるためにも、きちんと自分の気持ちを彼に伝えようと思った。

　フリデリカと歩いた時と同じように、都の大通りは竜りゆう人じん約やく祭さいにやって来た観光客で混雑していた。夜の始まりを待って中心街に繰くり出す者も多いに違いない。人混みを縫ぬうように歩き続けるうちに、ふとクリスはすれ違うウルス人がいちいち自分を振り返ることに気づいた。

（一人で出歩かない方がよかったかもしれない）

　クリスは後悔し始めていた。レガリオン帝国との同盟の話が持ち上がってから、ウルス人たちの間でレガリオン人への反発が強まっていると聞いている。無遠慮な視線が居い心ごこ地ち悪かった。

「……あの」

　声をかけられて振り返ると、クリスと同じ年とし頃ごろのウルス人らしい少女が立っていた。祭りの衣装らしい派手な色の短いドレスを着て、一輪の赤い花を握りしめていた。青ざめた顔には緊きん張ちようの色がありありと浮かんでいる。

「なんでしょうか」

　クリスは体を硬くしながら、努つとめて穏おだやかに言った。どんな罵ば倒とうでも聞き流そうと心に決めた。亡命者が日々を無事に生きていくにはそれしかない。しかし、彼女の口から飛び出したのは予想外の言葉だった。

「騎士学院グランデコルの選手の方ですよね？　試合見てました！　明日はレガリオン軍を絶対倒して下さい！　はいっ、これどうぞ！」

　呆ぼう然ぜんとするクリスの手に花を押しつけると、それを見ていた他ほかのウルス人たちがなぜかぱちぱちと拍手を始めた。そうだ、がんばってくれよ、という声がどこかから上がる。クリスはやっと肩の力を抜いた。

（レガリオン人だから見ていたわけじゃなかったんだ）

　プラネッタの選手だということを皆知っているらしい。応援してくれるのは嬉うれしかったが、視線を浴びて落ち着かないことに変わりはなかった。

「あ、ありがとうございます」

　とだけ言って、目を伏せて早足で通りを横切る。まだ開いている手近な商店に飛びこんでほっと息をついた。

「おや、誰だれかと思えばあんたかい」

　聞き覚えのある声に顔を上げた。髪の短い厚化粧の中年の女──あるいは男が、色とりどりの布地に囲まれて座っていた。

「……こんばんは」

　ここはフリデリカと立ち寄った仕立て屋だ。昨日きのうと同じように、店主は店の奥で細いパイプをくゆらせていた。

「あんた、プラネッタの選手だったんだね。試合見てたよ……すごい活かつ躍やくだったじゃないか」

　店主は上じよう機き嫌げんに笑った。

「いいえ、別に……」

　クリスはそう言いながら、昨日も天井からかかっていた赤いドレスに目を奪われた。目玉商品のようだが、まだ売れていない。

「そういえば、あんたたちの試合見てるうちに思い出したんだけどさ、十年ぐらい前にも騎士学院グランデコルの生徒がここに来たって言ったろ？　あれもプラネッタの選手だったよ」

　そうなんですか、と上うわの空そらで相づちを打った。やっぱりこのドレス可愛かわいい。

「……金髪のいい男と眼鏡めがねの女の子でさ。仲よく腕組んでたから、きっと試合の合間にデートでもしてたんだろうね、あれ」

　クリスは首をかしげた。真っ先に脳裏をよぎったのは、ラフエッジとマグノリアの顔だった。一応は「金髪」と「眼鏡」だ。しかし、あの二人が腕を組んでデートする姿などまるで想像できなかった。きっと別の選手の話に違いない。

「で、あんたもこれからデートなのかい？」

　店主がにやにや笑いながら言った。クリスの胸がどきっと鳴った。違います、とは言えなかった。好きな男の子と二人きりで食事。デートでなくてなんだろう。

「は、はい……そうかも……」

　消え入りそうな声で答えると、本当にデートをするという実感が湧わいてきた。店主は納得したようにうなずく。

「やっぱり。それで花なんか持ってるんだね。それで、どんな男の子に上げるんだい？」

「こ、この花は今そこでもらっただけで…………え？」

　彼女の背筋が凍りついた──今、「男の子」と言わなかっただろうか。聞き直すか聞き流すか迷っているうちに、店主はふっと真ま面じ目めな顔つきになった。

「あたしはこれでも腕利きの仕立て屋でね」

　店主は人目をはばかるように小さな声で言った。

「男と女の体つきの違いぐらい、服の上から見ただけで分かるんだよ。あんたもちゃんと男装したいんだったら、胸だけじゃなく腰回りにも気を遣つかうんだね……ちょっと細すぎるよ、男にしちゃ」

　クリスははっと腰に手をやる。自分から白状したようなものだった。まさかこんなところで正体を見破られるとは思ってもみなかった。

（どうなるんだろう、これから）

　この場から今すぐ逃げ出して──いや、もう遅い。この人はクリスが誰だれなのか知っている。騎士学院グランデコルに通報されればなにもかも終わりということだ。

「そんな今にも死にそうな顔するんじゃないよ。あたしはね、他人様の秘密を触れ回るような趣味はないんだ……なんか事情があるんだろ？　本当の自分を隠すっていうのは、よくよくのことだからね」

　店主はふうっとため息のように煙を吐き出した。クリスの全身から力が抜けていく。確かにこの人は一目でクリスの正体を見抜いたのに、それを誰にも話していない。はっきりとした理由はないが、この人の口から露ろ見けんすることはないような気がする。

「……このこと、誰にも言わないでいただけますか？」

「いちいち言わなくても分かってるよ……そんなことはどうでもいいんだ。それで、男の子とデートするっていうのは本当かい？　向こうはあんたが女だって知ってるの？」

　店主はぐっと身を乗り出してきた。クリスの性別のことより、デートの方が気になるらしい。どう説明しようか迷ったが、性別という一番の秘密を知られたのに、他ほかのことを隠していても仕方がない。

「……はい。彼も知ってます。正体を隠し続けられるように協力してくれていて」

「じゃその彼ってのは、別に男が好きな男じゃないんだ」

「ち、違います！」

「はは──ん、なるほどね」

　じろじろとクリスの全身を眺め回していたが、パイプの灰を落として立ち上がった。

「協力してやろうか、そのデート」

　と、店主は言った。目の中にいたずらっぽい光がある。

「えっ？」

「まあ、いいから全部あたしに任しときなよ」

　店主は自信ありげに自分の胸を叩たたいた。




　ジャンが川沿いにある二階建ての料理店に到着したのは、もう日が暮れてからだった。

　古代の礼拝堂を改築した建物で中に入ると静かで落ち着いた雰囲気だった。安い店ではないと直感した。店を間違えたのかと思ったが、名前を告げるとクリスは二階で待っているという。

　二階へ上がると長い廊下には白しら壁かべで区切られた小部屋がずらり並んでいる。少人数の客同士でゆっくり食事をするための場所だ。客もカップルが多かった。どうしてこの店にしたんだろうとジャンは思った。こんなところで食事するなんて、まるでデートみたいだ。

　教えられたとおりに入り組んだ廊下を進み、薄手のカーテンを開けて角の部屋に入った。真っ白なクロスのかかったテーブルにローソクが置かれ、席に着いている人物をぼんやり照らしている。赤いドレスを着た若い娘で、同じ色の花を黒っぽい髪に挿さしていた。

「あ、悪い。間違えた」

　ジャンは慌てて外に飛び出した。うっかり別の部屋に入ってしまった。どこにいるんだよクリス、と舌打ちしながら歩き出した瞬しゆん間かん、

「……アバディーン」

　たった今入りかけた部屋からよく知っている声が聞こえた。ジャンの喉のどがごくりと動いた。そういえば、学院島の寮りように入った時も似たようなことがあった気がする。違う部屋の扉を開けてしまったと思いこんだのだ。彼はおそるおそる振り返った。

　さっきの赤いドレスを着た若い娘が、カーテンの隙すき間まから恥ずかしそうにこちらを見ている。この国ではよく見かける、大胆に胸元が開いた膝ひざ上までの短いドレスだ。首筋から胸までの肌とすらりとした白い脚に目まいを起こしそうになって、慌てて顔だけに視線を集中させる。いつもより唇の色が鮮やかだった。化粧までしているのかもしれない。

「…………クリスか？」

　と、ジャンは言った。彼女はこくりとうなずいた。
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「じゃ、その服は仕立て屋から借りたのか？」

　野菜の載ったパイを食べながらジャンは言った。二人はテーブル越しに向かい合って座り、並べられた料理を口に運んでいた。豆のスープを飲んでいたクリスはスプーンを下ろした。

「うん……なんか、強引に貸してくれて」

　服と靴だけではなく、通りを歩いても顔を見られないための仮面まで貸してくれたらしい。

「大丈夫かよ。そいつが誰だれかに言ったりしないのか？」

「多分……もし、大丈夫じゃなくても、もう遅いし」

　クリスがぎこちなく笑った。それ以上言うこともなくなって、ジャンは口をつぐむ。本当に気になっているのはその店主のことではない。沈ちん黙もくを埋めるために訊きいていただけだ。

　ちらっと顔を上げると、クリスも上うわ目め遣づかいでジャンを見ていた。それだけで体温が上がりそうだった。

「似合ってないかな、これ」

　彼女は沈んだ声で言った。

「ドレスなんてめったに着ないし……それにこれ、ちょっと丈が短すぎて……」

　ジャンから見えていないのに、彼女はもじもじと裾すそを引っ張っている。ジャンは慌てて首を横に振った。

「あの、よく似合ってる……か、可愛かわいいと思う」

　汗をかきながら彼は言った。それはお世辞ではない。クリスが美人だということは分かっていたが、服を替えただけでここまで可愛く見えるとは思っていなかった。

「本当？　よかった」

　ぱっと顔をほころばせる。さらに魅力が上がった。ジャンはどうしたらいいか分からなくなって料理に視線を落とした。

（……これ、デートか？）

　仕立て屋の提案があったとしても、わざわざ女物の服を着てくる必要はない。ジャンを異性として意い識しきしている──いや、本当にそうなのか確信は持てなかった。こんな風に女の子と会って食事したことなど今まで一度もない。

（ん？　ティアナは別か）

　彼女とは会ってよく食事をしている。といっても、互いにだらだらと言いたいことを言い合っているだけだ。日々の習慣のようなものだった。

　寮りようの部屋でクリスと一緒にいると、時々こういう張りつめた雰囲気になることがある──近づくのが怖いような、それでいて目が離せないような。それでもクリスが自分を異性として意識しているとは思っていなかった。彼女の素振りからはなにも感じられなかったからだ。ジャンは大皿から取り分けた肉料理を口に運ぶ。味がよく分からなかった。

「前から思ってたけど、きれいだね」

　突然、クリスが言った。さっきと同じように上うわ目め遣づかいでジャンを見つめている。

「な、なにが？」

「食べ方が」

　彼女は妙に真剣な口調で言った。

「さっきから全然音を立てないし、どの食器を使うのかも迷ったりしてない……そういうのを見ると、ちゃんとした家柄の人なんだって思う……ぼくとは違う」

　ジャンは首をかしげる。食べ方なんて気にしたこともなかった。

「そんなこと言われたことねえよ。クリスだってちゃんとしてるだろ」

　ただ、そういえば孤児院でも食事のマナーで注意された記憶がない。王城にいた頃ころの習慣が身に付いてるのかもしれない。

「ううん、やっぱりね、違うんだ……ちょっとしたことが。こういう服を着ていても、ぼくは言こと葉ば遣づかいだって男のままだし。でも、ぼくは……」

　クリスは表情を曇くもらせて押し黙だまってしまう。正直、なにを言いたいのかよく分からない。あまりにも沈ちん黙もくが続くので心配になってきた時、彼女は決然と顔を上げた。

「……君、好きな人はいる？」

　いきなりの質問にジャンは目を丸くした。話が繫つながっていない気はしたが、なんとなく答えなければいけない雰囲気だった。

「いや……今は別に」

「そう」

　クリスは小さくつぶやいた。一いつ瞬しゆん、なぜか悲しげな表情に見えた。

「それじゃ、もし優勝してもウルス公国に残るつもりは全然ないの？　サラ公女と結婚したりとか、本当に考えない？」

「残らねえよ。前にも話しただろ？　俺おれには目的があるんだから」

　グロリア・レガリオンへの復ふく讐しゆう──それが終わるまでは、結婚など考えられない。

「……そうか」

　と、クリスは言った。

「それじゃ、ぼくも君を手伝っていいかな……ぼくにも似たような目的があるし」

　ジャンは彼女の両親が思想犯としてレガリオン帝国で処刑されたことを思い出した。竜騎士ドラグーンを目指しているのはその仇かたきを取るためだと聞いたことがある。

「卒業した後も、君とはずっと一緒にいたいんだ。どんなことがあっても」

　沈黙が流れた。開け放たれた窓から流れこんだ風が、ローソクの炎を揺らしている。

「分かった」

　ジャンはうなずいた。クリスが一緒にいてくれれば心強い──ただ、彼女の言葉にはもっと意味がこめられている気がする。それを尋ねていいものかどうか迷った。

　その時、鈍にぶい炸さく裂れつ音があたりに響ひびき渡った。大砲かなにかのようだった。二人ははじかれるように立ち上がって窓に駆け寄る。真っ先に頭に浮かんだのは、レガリオン軍の襲しゆう撃げきだった。

「あ……」

　赤や青や緑の大きな光の輪が夜空に次々と広がった。通りのあちこちから歓声が上がっている。ジャンはほっと胸を撫なで下ろした。

「……なんだ、花火か」

　きっとこれも竜りゆう人じん約やく祭さいの催しの一つなのだろう。都の中ではなく、海上に浮かんだ船から打ち上げられているようだった。

「ぼく、初めて見るよ……これが花火っていうんだ」

　クリスが嬉うれしそうに言った。

「うん。でも、俺おれもこんなに大きいのはほとんど……」

　ジャンの言葉が途切れた。息のかかるほど近くに彼女の顔があることに気づいた。二人は窓のそばでぴったり寄り添って立っていた。触れ合った肩から体温が伝わってくる。

　視線に気づいたのか、クリスがジャンの方を向いた。無言で見つめ合ううちに、彼女の唇からゆっくりと笑みが消えていった。頭がくらくらする──きっと彼女も同じだろうと思った。もうなにも考えられなくなっていた。

　クリスの黒い瞳ひとみがまぶたに隠れた。彼女は耳まで真っ赤になりながら、なにか待つようにあごを上げる。その頰ほおに手を添えて、わずかに開いた唇にジャンは自分の唇を近づけていった──。
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　入り口の薄いカーテン越しに、廊下を通り過ぎていく人物が見えた。

（いっ？）

　ジャンは目を剝むく。もう少しで声を上げてしまうところだった。それは彼もクリスもよく知っている人物だった。

「アバディーン……？」

　怪け訝げんそうに呼びかけるクリスの口を慌てて塞ふさいだ。二つの黒い目がまばたきを繰くり返す。

「今、廊下をバルバートルが通った」

　耳元にささやくと、彼女の顔がさっと青ざめた。

　アダマスには連れがいなかった。この店で誰だれかと待ち合わせているのかもしれない。こちらをちらっと見ていった気もしたが、戻ってこないということは誰なのか見分けがつかなかったのだろう。もちろん、後から気づいて確かめに来るかもしれない。そうなったら一巻の終わりだ。

「……帰ろう、今すぐ」

　ジャンの言葉にクリスはうなずいた。




「ん……？」

　二階の廊下の角を曲がってしばらく行ったところで、アダマス・バルバートルは眉まゆをひそめた。アバディーン、という名前がどこかから聞こえた気がしたからだ。立ち止まって耳を澄すましたが、耳に入ってくるのは打ち上げ花火の音だけだった。

（……空耳か）

　まさかあいつがここにいるはずはない。彼は再び歩き出した。どの小部屋を横目で見ても中にいるのはカップルばかりだ。窓まど際ぎわで今にもキスしようとしている連中までいた。普通の料理店に見えて品のない客が多い。

　アダマスは自分の意思でここへ来たわけではない。さっき宮殿を出たところで、見知らぬ竜脈ナーデイ占い師に手紙を渡されたのだ。時間と場所しか書かれていなかったが、誰からの呼び出しかすぐに察しがついた。

　廊下の突き当たりにある扉の前で立ち止まる。誰だれにも見られていないことを確かめてから、細めに扉を開けてするりと中に滑りこんだ。むっとするような熱気が肌を包む。他ほかの小部屋と広さも内装も大差なかったが、分厚い扉とガラス窓で外から遮しや断だんされていた。きっといかがわしい人間が密談をするために借りる場所なのだろう──まさに今テーブルの向こうに座っているような人物が。

「久しぶりだな、バルバートル」

　仮面を着けたレガリオン軍のスパイは、正面の椅い子すをあごで示した。

「そこに座るといい」

　アダマスは椅子に浅く腰を下ろした。今すぐ砲剣で刺し殺したい相手だったが、彼の背後にあるもう一つの扉が気になる。当然、伏兵を隠していることだろう。

「まずは君たちの決勝進出を祝福するよ。ラフエッジとマグノリアがいたとはいえ、素人しろうとだけのチームでよく勝ち上がったものだ」

　さらりと二人の名前が出てきたことにアダマスは驚おどろいた。一体、どこまで騎士学院グランデコルの内情に通じているのだろう。

「さっさと本題に入れ」

　アダマスは強気の態度を保ちつつ言った。

「それとも祝福するためにわざわざぼくを呼んだのか？」

　相手はふっと笑い声を洩もらした。

「いずれ時が来たら働いてもらうと言ったことを憶おぼえているだろう？　明日がその時だ」

「……それで？」

「明日の決勝戦で、前ぜん衛えいの君には攻こう撃げきの手を抜いてもらいたい。具体的に言えば、わたしたちの陣地の門ポルタに一いつ切さい近づくなということだ」

　やはり来たか、とアダマスは思った。しかし予想外の要求ではない。彼はひそかに呼吸を整える。これからが交渉の本番だ。

「お前はできもしない要求をするほど無能なのか？」

　アダマスはあえて侮ぶ蔑じよくの笑みを浮かべた。

「手を抜けば他ほかの選手たちにすぐ知れてしまう。特に騎き竜りゆうのソーニャはぼくのありとあらゆる動きを間近で見ている。ごまかしは一切利かない……当然、ぼくは内通を疑われ、試合後に尋じん問もんされることになる」

「それを切り抜けるのも君の仕事だ。わたしの関知するところではない」

「学院長のガートルードは馬ば鹿かではないぞ。仮に放免になっても、ぼくは監視されて自由な活動もできなくなる。お前は現役の生徒会長という絶好の内通者をこんなところで失うつもりか？　今後も学院島を攻略するつもりがあるならよく考えろ」

　不意に腰に帯びた砲剣の存在を意い識しきする。もし相手がこの要求を下げなかった時は、即座に殺すつもりだった。どうせ破滅するなら、憎い相手を一人でも道連れにする方がいい。

　仮面の男は両手を組んでしばし考えこんだ。打ち上げ花火の音が相変わらずうるさい。苛いら々いらさせられる響ひびきだった。

「……なるほど。一理あるな」

　やがて、彼はもったいぶった口調で言った。アダマスはふっと肩の力を抜く。最悪の事態はどうにか切り抜けたようだった。

「では、君には危険の少ない仕事をしてもらおう。ただ、その結果として名誉や地位や金銭、肉体的な苦痛以外の負担を一時的に負ってもらうことになる。それで構わないか？」

　アダマスは返答に窮きゆうした。今、挙がったもの「以外」にどんな負担が存在するのか、想像がつかない。

「具体的にはどういう負担だ？」

　相手からの返答はなかった。だが、それが一時的なものだというなら、もう一つの選択肢より少なくともましなはずだ。

「……いいだろう」

「そうか、それはありがたい」

　仮面の男は大げさにうなずいた。

「仕事の内容は単純だ。試合中、自分から審判に一切話しかけるな。これだけ守れれば、後は全力で戦ってくれて構わない」

「え……？」

　拍子抜けするほど些さ末まつな「仕事」に思えた。自分から、ということは、審判から話しかけられた場合は応じていいことになる。これまでの予選でアダマスが審判に話しかけたことは一度もない。無意味とすら言っていい内容だ。

「ただし、この簡単な仕事すらできなければ、試合終了を待たずにキッドマンを陥おとしいれようとした例の一件を暴ばく露ろする……話はそれだけだ」

　仮面の男は立ち上がり、奥の壁かべにある扉へ向かおうとする。アダマスは慌てて自分も立ち上がった。

「レガリオン軍のチームは明日も予選と同じ陣形で来ると考えていいのか？」

　アダマスは尋ねた。いいようにされて手ぶらでは帰れない。せめてこの男から少しでも情報を吐かせたかった。

「お前たちの指示に従った結果、なにが起こるのかも分からないんだ。少しは出方を教えてくれた方が、動揺せずに動ける」

　相手はアダマスを振り返る。仮面から表情を知ることはできなかった。

「……こちらのチームの陣形を変えるつもりはない。前ぜん衛えいは今日きようと同じくわたしだけ、他ほかの三機はすべて後衛だ」

　男はあっさり答えて扉から出て行った。残されたアダマスも急ぎ足で扉に向かった。思ったとおり、接触すれば敵も情報を洩もらす。それを利用すればレガリオン軍であっても出し抜く手はあるかもしれない。

　今すぐ学院島に戻って、同じ前衛のギルと話し合うつもりだった。陣形を変える気がないなら対策の立てようがある。




　　　　８




　シシハネの都にいる人々は、朝早くから広場や建物の屋上に集まり始めた。年齢や国こく籍せきもばらばらだったが、誰だれもが空を見上げられる場所を求めていた。

　その日行われるプラネッタの大会の決勝戦を観戦するためだ。

　人々の願いは騎士学院グランデコルのチームがレガリオン軍のチームを破り、ウルス公国との同盟を阻止してくれることだった。

　つい先日、その生徒たちは学院島を襲しゆう撃げきした機甲竜ヒユドラの部隊を撃退したらしい。ひょっとすると今回もそれをなし遂とげてくれるかもしれない──彼らの出場が決まった時、批判の声が上がったことも噓うそのようだった。

「お前たちに監督として話すのもこれで最後だな」

　試合の始まる前、選手たちを宮殿の控えの間に集めたラフエッジは感慨深げに言った。

「予選を経てお前たちは確実に強くなっている。急造のチームとしてはなかなかだ。一人一人の選手の質の高さは、他ほかの騎き士し団だんのチームに比べても遜そん色しよくないだろう」

　ジャンは話を聞きながら、ちらりとアダマスの方を盗み見た。彼は今朝からなにも言ってこなかった。ギルと決勝戦の戦術について話し合っているだけだった。おそらくあの店にジャンとクリスがいたことには気が付かなかったのだろう。

　再び前を向こうとした時、自分の方をじっと見ているクリスと目が合った──互いにぎくしゃくと視線を逸そらした。

　昨日きのうの夜、アダマスが現れるのがあと数秒遅ければ、間違いなくキスしていたと思う。クリスの頰ほおの熱さがまだ手のひらに残っている気がする。料理店から退散し、クリスの着替えを待って学院島に戻ってからも、二人はほとんど会話を交わさなかった。

　あれはなにかの事故だとジャンは自分に言い聞かせていた。クリスもそう思っているかもしれない。今後も一緒の部屋に住み続けるなら、そういうことにしなければならない気がした。

「……基本的な戦術は昨日と変わらない。とにかく、ティアナとアバディーンが門ポルタの前から動かなければ、点を取られることはそうそうないはずだ」

　自分の名前にジャンの耳が反応する。慌ててラフエッジの話に意い識しきを集中させた。

「ただ、今日きようの相手はレガリオン軍だ。どんなことをしてくるか分からない。なにより、前ぜん衛えいの突破力が並外れている。どうもあいつは……」

　ラフエッジは眉まゆを寄せて口をつぐんだ。気になることがあるようだった。

「もったいぶるな、クズ。はっきり言え」

　壁かべにもたれて腕組みをしていたマグノリアが苛いら々いらと話を促うながした。

「ああ、すまん。この何試合か見ていたんだが、奴やつはあまりにもプラネッタを自由自在に扱い過ぎている。なにか細工でもしたんじゃないかと思ったんだが……」

「では、それを大会の審判に報告するべきではないですか」

　珍しくティアナがラフエッジに話しかける。いかにも不本意だという風に顔をしかめていた。

「もし不正を行っているなら、問題なく彼らを失格にできるでしょう。どうしてなにもしないのですか？」

「話は最後まで聞いてくれ。審判には昨日のうちに話をしたさ。プラネッタには細工されていないそうだ。反発の原理は表面の竜りゆう鱗りんにこめられた竜ル気ンだが、いくらレガリオンの科学技術をもってしても、それを制御する方法はないはずだとさ」

　当然だとジャンは思った。もしそんな方法があれば、レガリオン軍の機甲竜ヒユドラが自分たちに退けられることもなかっただろう。竜ル気ンを無効化することができるのだから。

「だったら気にするだけ無駄だ。なにをガタガタ言っている？」

　マグノリアが鼻を鳴らした。

「まあそうなんだが、疑いたくなるほどあの前衛は異常ということだ。事実上、他のチームは奴やつ一人に手も足も出ずに敗北している……お前たちはくれぐれも教えた陣形を崩すなよ。それが勝敗の分け目だ」

「……がんばりましょう」

　隣となりにいるティアナがそっとつぶやく。ジャンは深くうなずいた。あの前ぜん衛えいに単機での圧倒的な攻こう撃げき力があるように、こちらにも鉄てつ壁ぺきの守備力がある。緒戦の最初の一点を除けば、ジャンたちは一度も門ポルタを破られていない──この決勝戦でも自陣を守りきるつもりだった。




　機甲竜ヒユドラの駆動音がシシハネの都中にいんいんと響ひびいている。黒い機甲竜ヒユドラは一糸乱れぬ編隊を組んで東側の陣地に浮遊していた。

「戦術に変更がなければ、例の奴が単機で攻撃してくるはずだ」

　敵の姿を遠くに見ながらアダマスは言った。騎士学院グランデコルの選手たちは、西側の陣地に集合している。敵の戦術に変更がないことは、主将本人の口から聞いている。もちろん、このチームの中で誰だれもそのことを知らなかった。

「しかし奴が攻撃を仕掛けてくるのは、必ずこちらが敵の陣地に入りこんだ後だ。つまり最初は決して動かない……そこで、ぼくとギルが試合開始と同時に速攻を仕掛け、奴が動く前に先取点を挙げる。キッドマンは援えん護ご射撃を頼む」

　その場にいる全員が──あのアバディーンですら、神妙な面おも持もちで耳を傾けていることにアダマスは満足していた。すでに速攻の細かなプランもギルと練り上げ、早朝の練習まで済ませている。成功させる自信はあった。

　審判が選手たちに陣形を整えるよう、旗を振って合図している。

「よし、では散開……」

「あの、ちょっと」

　ギル・デムランが呼び止めた。彼は背後を飛んでいたクリスを振り返る。

「……キッドマン」

　と、彼は言った。ギルがクリスを姓で呼んだのは初めてだった。

「得点は俺たちが挙げるが、お前もその射撃でまともな仕事をしろ。お前の尻しりぬぐいなんて俺おれはごめんだからな」

　口調は相変わらず刺とげ々とげしかったが、味方への励ましだということは誰にでも分かった。前の試合が終わってから、ギルはクリスへの罵ば倒とうを口にしなくなっていた。あの試合を勝利に導みちびいた実力を認めたのだろう。

「分かった。足を引っ張らないように気を付けるよ」

　クリスが笑顔で応じて、その場の雰囲気がいっそう和なごやかなものになった。

「よし！　散開！」

　アダマスの号令で彼らは一いつ斉せいに散っていった──チームの団結が強まったことは喜ばしいが、内心彼は薄ら寒いものを感じていた。遠ざかっていくクリスの華きや奢しやな背中を刺すようににらみつける。

（……あいつ、ついにギルまでたらしこんだか）

　ギルはアバディーン戦せん役えきで二人の兄を失っている。アダマスの知る限り、最も激しくレガリオン人を憎むバルバートル人だった。その彼でさえクリスの怪しい魅力に抗あらがえなかった。

　試合の後にギルにはよく注意しておこうと心に決めた。彼は生徒会におけるアダマスの忠実な右腕だ。クリスに毒されることがあってはならない。

　両チームが陣形を整えると、審判がプラネッタの入った袋を回転させ始める。

　試合開始が間近に迫り、地上からの歓声も地鳴りのように激しくなった。その大半がアダマスたちに向けられている。ここで華々しい活かつ躍やくを見せれば、アバディーンに集まりがちな名声を自分に引き戻すことができるはずだ。

　その時、審判の手からプラネッタが放たれた──決勝戦の始まりだ。

　アダマスはまずソーニャに命じて急上昇し、プラネッタを追い越して上から押さえこむ。自分の真下で停止したそれを仗ロツドで力いっぱい打った。

　敵陣に入りこんだギルがその軌道に回りこんで、アダマスが滑空した先へ打ち返した。彼らはレガリオン軍の前ぜん衛えいよりも敵陣の奥に入りこんでいる。

　残る障害は門ポルタの周辺にいる後衛の三機だ。彼らはプラネッタの動きにつられて微妙に位置を変えているが、大きく陣形を乱されてはいなかった。

（ちっ……）

　前衛ほどではないがそれなりに後衛の技量も確かだ。三機総出ならかなり堅固な門ポルタの守りになる。

　しかし、その程度ならこちらも予想済みだ。アダマスは打ち合わせどおりに動き、競技場の隅から門ポルタの手前に向けてプラネッタを強く打った。すでにギルは砲剣を抜いて待ちかまえている。最後に射しや撃げきではじいて球体を門ポルタに押しこむつもりだった。

　後衛の三機が緩かん慢まんな動きで門ポルタを取り囲むように集まってくる。ギルのとどめの攻撃を防ぐつもりなのだろう。

（……甘いな）

　ギルは射撃にも長たけている。多少の守備などものともしないだろう。ギルが目の前に到達したプラネッタに砲剣を向けた瞬しゆん間かん、続けざまに銃声が響ひびき渡った。

「な……」

　アダマスの全身が凍りついた。発砲したのはギルではなくレガリオン軍の後衛たちだった。

　しかし、弾丸が命中した先はプラネッタではなかった。その背後にいたギルとジャンヌだ。人と竜りゆうの体から血飛沫しぶきが上がるのがはっきり見えた。

　空中でぐらりと彼らの体が傾かしぎ、木の葉のようにゆっくりと落ちていった。

「ギル！　ジャンヌ！」

　アダマスは大声で叫んだ。味方の騎き竜りゆうたち──ティアナ、フリデリカ、ソーニャは一いつ斉せいに反応した。彼女たちは仲間を助けようと持ち場を離れて降下し始めた。

　最初にギルたちに追いついたのは近くにいたアダマスとソーニャだった。ギルの背中の防具が鮮血に染まっている。完全に意い識しきを失っているらしい。レガリオン軍の後こう衛えいたちは装甲のない部分を正確に射抜いたのだ。

　その一方でジャンヌは目を開けて、体勢を立て直そうとしている。右の翼つばさを撃うち抜かれているが、滑空ぐらいならできそうだった。

「ジャンヌ！　どこかへ着陸しろ！」

　普段から無口な彼女は、アダマスに軽くうなずいてみせた。さらに高度を下げ、川に浮かんでいた平底の貨物船によろけながら降り立った。慌てて駆け寄っていく船員たちの姿が見える。その瞬しゆん間かん、激しい怒号が上がり、アダマスははっと空を仰いだ。

　空っぽになった門ポルタをプラネッタが通過していくところだった。いつのまにかレガリオン軍の前衛が動いていたのだ。得点が入ったことを示す銅ど鑼らが鳴り響ひびいて、シシハネの都を包みこむ怒りの声はますます大きくなった。試合は中断されていなかったのだ。

　アダマスの頭にかっと血が上った。

「どういうことだ！　ふざけるな！」

　あの後衛たちは故意にギルを撃った。誰だれの目にも明らかな反則ではないか。アダマスははるか上空にいる審判をにらみつけた。

「ソーニャ！　今すぐあの審判のところへ……」

　突然、アダマスは言葉を失った。

（試合中、自分から審判に一いつ切さい話しかけるな）

　冷たい汗に濡れた体が小刻みに震え始めた。あの仮面の男が言っていたのはおそらくこのことだ。なにが起ころうとも審判に抗議してはいけないという指示だったのだ。アダマスにこの「仕事」を提示した時から、ギルを撃つつもりだったのだろう。

　足下の貨物船の上に、ぐったりと横たわったギルの体が見える。

　すべて自分の責任だということを認めざるを得なかった。策さく謀ぼうに失敗してレガリオン軍に脅迫されたこと、八百長を拒んだこと──その結果として右腕となる配下が撃たれてしまった。

　ひょっとすると命を落としてしまったかもしれない。

（名誉や地位や金銭、肉体的な苦痛以外の負担）

　それがなんなのかアダマスにもようやく納得がいった。

　良心の呵か責しやくだった。
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「……プラネッタを撃うとうとして、誤ってその後ろにいる選手たちを撃ったように見えた。故意の反則とまでは判断できなかったので、試合を中断しなかっただけだ」

　空中にいる小太りの騎き士しは渋い表情で言った。

「でも、あれは……」

　フリデリカに乗ったクリスがさらに抗議しようとすると、審判は話を続けた。

「ただ、罰則は適用される。次にあの後こう衛えいたちの撃った弾丸が誰だれかを傷つけた場合は即座に退場だ……そろそろもう試合が再開されるぞ」

　新しいプラネッタの入った袋を運んでくる竜騎士ドラグーンの姿が見えた。それ以上の抗議は無駄のようだった。クリスは怒りをこらえながら味方たちのいる場所へ戻っていった。

「……どうだった？」

　真っ先にアバディーンが尋ねてくる。

「ダメだったよ。得点も無効にはならない」

　クリスは拳こぶしをぎゅっと握りしめた。今までギルとは親しいとは言えなかったが、この大会では同じチームの仲間だった。その彼が今生死の境をさまよっている。パートナーのジャンヌは命に別状はないが、当分飛べない状態らしい。

『問題はこれからどうするかです……さっきのような陣形はもう組めません』

　と、ティアナが言った。

「俺おれたちも攻撃に参加するしかねえだろ」

　アバディーンが口を開いた。

「もう一点取られてるんだ。こっちが取り返さない限り勝ちはない」

　もちろん、そうなればアバディーンという鉄てつ壁ぺきの後衛を失うことになる。しかし、他ほかに選択肢がないのも事実だった。

「いや、その必要はない」

　突然、それまで黙だまっていたアダマスが顔を上げた。

「アバディーンは門ポルタの前から動くな。ぼく一人が前衛として敵陣に攻めこむ。キッドマンは後ろから必要な時に援えん護ごをしてくれ。それ以外に助けは要らない」

「君はなにを言ってるんだ？　一人でなんて無理に決まってるだろう。全員で協力して……」

　アダマスは怒りに燃えた目でクリスをにらみつけた。クリスの背筋がぶるっと震えた。彼の敵意は相手のチームだけではなく、自分にも向けられているような気がしたからだ。

「いいからぼくの言うとおりにしろ！　このチームの主将はぼくなんだ！」

　審判が旗を振って、選手たちに陣形を取れと促うながした。アダマスは話を打ち切って、競技場の中央に飛んでいってしまった。クリスはアバディーンと顔を見合わせる──とにかく、彼の言うとおりにさせるしかない。アバディーンたちが門ポルタの前に戻り、クリスたちはアダマスと同じ方向へ飛んだ。

　すぐに試合は再開された。審判がプラネッタを空中に放り投げると同時に、アダマスたちは急上昇して突進していった。球体を仗ロツドで捉とらえたアダマスは、それを追い立てるように敵陣に侵入した。仗ロツドを使って近距離からプラネッタを追うのは、カリクマ騎き士し団だんのチームが使っていた戦術だ。

（確かにあれなら単騎でも運べないこともない）

　その後ろを飛んでいるクリスは思った──ただ、ギルとのコンビで運んでいた時と違って、門ポルタにそう素早く近づけなかった。プラネッタが予測しがたい動きを見せているからだ。

（どうして止めないんだろう）

　クリスは首をかしげた。アダマスとソーニャの動きはその気になれば十分に捕ほ捉そくできるものでしかない。しかし、レガリオン軍は前ぜん衛えいも後衛も同じ位置についたまま、動こうともしなかった。

　奇妙な眺めだった。まるでアダマスたちの存在がまったく無視されているかのようだ。

「フリデリカ、上昇して」

　クリスは指示を出した。なにか嫌いやな予感がする。高度を上げれば敵陣全体を見渡せ、援えん護ご射しや撃げきもよりしやすくなる。

　アダマスの動きに合わせてゆるゆると移動し、東側の門ポルタを正面から見下ろせる位置に来た。万が一に備えて「ファイアーフォックス」を構える。

　下方にいるアダマスたちは、門ポルタのすぐ目の前に到達しても停止しようとしなかった。そのまま門ポルタを守る後衛たちの群れへ突っこんでいく。砲剣を使わずに仗ロツドだけでプラネッタを押しこむつもりなのだ。

「……危険だ」

　クリスはつぶやいた。カリクマ騎士団の突撃が有効だったのは、乱らん闘とうになっても彼らの人数の方が多かったからだ。しかし、今のアダマスは一騎しかいない。

　彼と後衛たちの激しい打ち合いが始まった。間断なく仕掛けられる攻撃を必死にしのぎ、叫びながら仗ロツドで攻撃を仕掛ける。果敢に戦ってはいるが前進を止められていた。やがて、三機に完全に取り囲まれて、アダマスの姿そのものが見えなくなった。彼めがけて三本の仗ロツドが容赦なく振り下ろされる。

（助けに行かなきゃ）

　クリスがフリデリカに指示を出そうとした時、

「キッドマン！」

　アダマスの断だん末まつ魔まのような絶叫が響ひびき渡った。接近戦からはじき飛ばされたプラネッタが垂直に上昇し、ふらふらと風に揺れている。

（……そうか）

　きっとアダマスはこれを狙ねらってクリスに援えん護ご射しや撃げきを命じたのだ。彼女は「ファイアーフォックス」の銃口を遠くの球体に向け、その竜りゆう鱗りんの表面に連続で弾丸を命中させた──プラネッタは斜めに飛んで門ポルタを通過した。同時に得点の入ったことを示す銅ど鑼らが鳴った。

　地上からいっそう大きな歓声が上がった。レガリオン軍のチームが失点したのはこれが初めてだった。しかし、クリスはあまり喜ぶ気になれなかった。首をかしげながら自陣へ戻り、アバディーンとティアナのいるところまで近づいていった。

「これで同点だな」

　アバディーンが嬉うれしそうに言った。一いつ瞬しゆん、彼の笑顔で気持ちが弾みかけたが、すぐに気持ちを引きしめた。なにか釈然としないものを感じる。アダマスが攻めたというより呼びこまれたような気がしていた。

「……追いついてやったぞ、このぼくが」

　くぐもった声に振り返った。ソーニャに乗ったアダマスが戻ってきたのだ。クリスの顔から血の気が引いた。アダマスの顔の半分が腫はれ上がり、片目を開けることさえできなくなっている。防具の隙すき間まから仗ロツドを打ちこまれたらしく、服のあちこちが破けて血がにじんでいた。

「バルバートル、その腕……」

　指先までだらりと垂たれた両腕には、仗ロツドも砲剣も見当たらなかった。関節が増えているかのようにおかしな方向にねじれていた。

「そんな心配そうな顔をするな。ぼくは大丈夫……」

『アダマス様はさっき両腕を折られたんです！』

　ソーニャの取り乱した声が響ひびいた。

「……黙だまれソーニャ」

　アダマスが力のない声で言った。クリスはようやく納得がいった。残った前ぜん衛えいもつぶすために、レガリオン軍のチームはわざと自陣に誘いこんだのだ。

「ふざけんなあいつら！　こんなことまでやりやがって……」

　アバディーンの叫び声に、敵陣にいた前衛がこちらを振り向いた。仮面の下で嘲ちよう笑しようを浮かべている気がした。

「くそっ！」

　彼は肩を震わせる──これが反則にならないことは誰だれもが分かっていた。カリクマ騎き士し団だんとの試合でもそうだったように、あくまで接近戦での「事故」なのだ。

（……さっき止めればよかった）

　クリスは後悔していた。アダマスはギルの負傷で冷静さを失っていた。

『これでわたしたちの戦力は半分になりました。もう前衛は残っていません』

　ティアナは重々しい声で言った。

　沈ちん黙もくが流れる。これがただのプラネッタの大会であれば、中止を申し出るべきところだった。もはや競技などと呼べるものではない。

　しかし、それができないことは誰だれもが分かっていた。ウルス公国──いや、海ユ洋ニ連オ合ン全体の将来を左右する試合なのだ。

　競技場の中央で新たなプラネッタが用意されている。試合が再開されるらしい。

『どうするか話し合うヒマはありません。しばらくは門ポルタを守りながら戦術を考えましょう。今は失点しないことが重要です……キッドマン』

　ティアナがクリスに向かって言った。

「は、はい」

『わたしたちの援えん護ご射しや撃げきをお願いします。ソーニャは競技場の端はしに退たい避ひしなさい』

「ソーニャ、そんな命令を聞くな」

　アダマスの言葉にソーニャの動きが止まった。普段、彼女はアダマスの命令に逆らわない。

『なにをしているのです？　これ以上パートナーの命を危険に晒さらすつもりですか！』

　それでもティアナが一喝すると、競技場を横切るようにクリスたちから遠ざかっていった。

「待ってくれ……ティアナ様、アバディーン、キッドマン……主将はこのぼくなんだ……みんなぼくの指示に……」

　アダマスの悲痛な声が切れ切れに聞こえてきたが、クリスとフリデリカは振り向かずに自陣の奥へ飛んだ。自分たちは試合を続けなければならない。

　門ポルタの前で静止するティアナの下を通り過ぎて、クリスたちは背後のやや下方に場所を定めた。あのセーロフ騎き士し団だんの遊撃手が使っていた戦術だ。門ポルタの正面にプラネッタが来たら、射撃で敵の陣地まではじき返す──相手の攻撃をしのぐための手だった。

　アバディーンとティアナの鉄てつ壁ぺきの後こう衛えいもいる。門ポルタを破られることはまずないはずだ。相手があのレガリオン軍の前衛だとしても。

　空中にプラネッタが放たれ、試合が再開された。騎士学院グランデコルの選手はもはや競技場の中央にいない。風に煽あおられながら球体がゆっくりと落下していく。

　唐突に前衛の機甲竜ヒユドラが動いた──その場から消えたと言った方が正しい。黒い突風めいたものがプラネッタを天空へとはじき飛ばす。瞬しゆん時じに空の一点と化したプラネッタを、機甲竜ヒユドラがそれ以上の速度で追った。みるみるうちに両者の距離が詰まり、二つのシルエットがやがて一つに重なった。

「……速い」

　クリスは思わずつぶやいた。フリデリカの身体能力も高いが、ここまでの瞬発力はなかった。かつんと仗ロツドの音がかすかに響ひびき、今度はプラネッタが流星のように落下してくる。目指しているのはクリスたちの守る門ポルタだ。

　ティアナは瞬しゆん時じに反応し、落下の軌道に移動して待ちかまえた。突然、見えない壁かべにぶち当たったようにプラネッタが静止する。クリスはその瞬間を見逃さなかった。「ファイアーフォックス」を構え、アバディーンの頭上に浮かぶ球体の中心を正確に狙そ撃げきした。

　プラネッタは競技場の中央へ山なりに跳ね返っていく。これでとりあえず門ポルタを守った──この調子ならしばらくはしのげるかもしれない。クリスが胸を撫なで下ろした刹せつ那な、プラネッタに向かって飛んでくる機甲竜ヒユドラに気づいた。

　レガリオン軍の前ぜん衛えいだった。いつのまにか降下してきていたのだ。彼は正面からプラネッタに近づいていく。クリスは再び「ファイアーフォックス」を構えた。前衛がプラネッタをはじいた瞬間を狙ねらうつもりだった。

「えっ！」

　クリスは思わず声を上げた。前衛はそのままプラネッタを無造作につかむと、両腕でしっかり抱えこんだ。ありえない出来事に地上の観客たちからも大きなどよめきが起こった。

　このレガリオン軍の前衛には、プラネッタが反発しない。

（あまりにもプラネッタを自由自在に扱いすぎている）

　さっきのラフエッジの言葉がクリスの脳裏をよぎった。レガリオン軍の前衛はプラネッタを抱えたまま、素早くアバディーンたちの頭上を越えた。いくらアバディーンにプラネッタが強く反発するといっても、直接押さえこまれていればどうにもならない。クリスの射撃も無意味だった。

　機甲竜ヒユドラは翼つばさを折りたたむと、プラネッタを載せたまま門ポルタを通過していった。再び銅ど鑼らが鳴り響ひびいた──これで一対二だ。
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「……あいつ、退場にならないのか？」

　ジャンは敵陣を見ながら言った。審判はレガリオン軍の前衛と話し合っている。なんらかの不正を行っていないか、確かめているらしかった。

『プラネッタに細工したのでない限り、不正とは見なされないでしょう』

　ティアナの声が聞こえる。騎士学院グランデコルのチームの二騎きは門ポルタの周りに集まっていた。

『細工したんじゃないの？　あんなの、他ほかに考えようがないし……』

　と、フリデリカが言った。

「多分、細工じゃないと思う」

　クリスは首を横に振った。

「アバディーンの上を通り過ぎる時、プラネッタはちゃんと反応していた。あれ自体に問題があるわけじゃなさそうだよ」

　小太りの審判がレガリオン軍の前ぜん衛えいから離れた。地上から運ばれてきた新しいプラネッタを受け取っている──試合は再開される。不正とは見なされなかったということだ。

　ジャンはぎりっと歯を食いしばった。絶望的な状況だった。

（どうやって戦えばいいんだ？……）

　さっきのようにプラネッタを抱えこまれたら打つ手はなくなる。しかも、こちらには前衛の選手がいない。あと一点でも入れられたらこちらの負けなのだ。

『……このままで終われません』

　ティアナの決然とした声が響ひびいた。

『この勝負、どんな手段を使ってでも勝ちます』




　後衛を務めていた機甲竜ヒユドラの乗り手たちは、身じろぎ一つせずに試合の再開を待ち続けていた。彼らのかぶっている仮面は一人一人違っている。それらは特別な任務についている証あかしだ。任務の最中は自分を特徴づける人格や過去の記憶、名前ですら一いつ切さい意い識しきしなかった。

　彼らは全員機械を信仰の対象とするマキナ教徒で、自分も機械の一種と化すことを理想としていた。

　彼らはこのチームの主将である上官の命令に従っている。今、命じられているのはこの門ポルタの前から動かずに堅守することだ。そのために無駄な感情を一切排している。感情を持てば必ず迷いが生じるからだ。

　試合が再開され、プラネッタが空中高く上がる。彼らの上官が一直線に飛び出して、球体に仗ロツドで打ちかかっていた。

　そこへ一発の銃声がとどろき、プラネッタの軌道が逸それた。狙そ撃げきしたのは騎士学院グランデコルの黒髪の選手だった。彼らの上官は急停止できずに行き過ぎてしまう。

　球体はちょうど後衛たちの正面──ちょうど陣地の中心あたりに落ちてきた。それでも後衛の乗り手たちは動こうともしなかった。上官の命令の中に「こぼれ球を拾う」ことは入っていないからだ。

　相手チームの門ポルタから、猛然と金色の竜りゆうが突撃してきた。今まで守りに徹てつしてきたその竜がおそるべき速さで近づいてくる。プラネッタはその突進から逃れるように向きを変え、レガリオン軍の後衛たちの方に飛んでくる。

　乗り手たちの胸が水を浴びたようにひやりとした。彼らはそれが動揺であることすら意識しなかった。

　竜の背に乗った赤毛の少年が砲剣をプラネッタに向ける。彼らの脳裏に海ユ洋ニ連オ合ンで最も威力の強い砲剣だという情報が浮かぶ。予選でその威力を目の当たりにしている。

　彼らは無意識の抵抗を覚えながらも、門ポルタとプラネッタの間に割りこもうとする。

「それ以上動くな！　死ぬぞ！」

　その少年の叫び声は、なぜか上官の声によく似ていた。彼らの耳には本物の命令のように響ひびいた──その命令が全員の望みだったからだ。三機の機甲竜ヒユドラは空中で動きを止めた。

　その一いつ瞬しゆんの間かん隙げきに赤毛の少年は引き金を引いた。巨大の光の塊かたまりがプラネッタをはじき飛ばし、門ポルタの中心を貫く姿を彼らは他人事のように見送った。

　得点を知らせる銅ど鑼らが鳴り響き、大きな歓声が沸き起こった。それでも、彼らはなんの反応も見せない。恐怖を感じたわずかな時間を除いて、彼らの心は死者のように平静だった。




　レガリオン軍の前ぜん衛えいが自陣の門ポルタに舞まい戻った時、すでに得点は入った後だった。ジャン・アバディーンとティアナレルドの後ろ姿を見送りながら、彼はかすかに笑みを浮かべた。

「……ようやく動いたか、『最速の雷らい竜りゆう』」

　ティアナが動かないようでは、騎士学院グランデコルと戦う意味がない。しかし、まさかいきなり得点を奪われるとは思ってもみなかった。

　部下たちは無言のまま機甲竜ヒユドラに乗っている。彼らは高い能力を持っているが、時々意外なところで役に立たない。感情を排することにこだわりすぎた結果、かえって突発的な事態に動揺しやすい。敵の心理を洞察できないのも重大な欠点だった。

　ジャン・アバディーンが他人を巻き添えに発砲できないことに気づいていれば、もっと別の対応もできたはずだ。

「次にあいつが発砲しようとしても絶対に避よけるな。そのまま全員死んで構わない」

　残酷な命令にも部下たちは無言でうなずいた。もうさっきと同じ手は通じないはずだ。

　レガリオン軍の主将は敵陣に向き直った。これで二対二の同点──あと一点を入れれば優勝だ。もうプラネッタに反発しない体質であることを隠す必要はない。彼がプラネッタを捕まえれば誰だれも手出しはできない。レガリオン軍のチームの勝利は確定したようなものだ。

　ジャンとティアナは自陣の門ポルタまで戻ろうとしなかった。彼らは競技場の中央に陣取り、代わりにクリス・キッドマンが門ポルタの前に待機していた。

（なるほど、一いつ騎き討うちか）

　望むところだった。だからこそアダマスたちをこの試合から排除したのだ。

　天空から降り注ぐ陽光のもと、境界線を挟んで機甲竜ヒユドラと「最速の雷竜」が対たい峙じした。シシハネの都にいるあらゆる人々の熱い視線が両者に集中する──これでこの勝負も終わる。

　審判の騎き士しが新しいプラネッタをぐるぐると回転させ始める。さっきと同じく、試合再開とともにプラネッタを取りに行くつもりだった。

　ジャン・アバディーンが「ペイルライダー」を手に、挑みかかるような目でこちらを見すえていた。相変わらずなにを考えているか分かりやすい性格だ。

　審判の手からプラネッタが空中に放たれ、正午の太陽と日食のように重なった。金属の尾から噴ふき出した熱気が機甲竜ヒユドラを一気に上空へ押し上げた。この機体は並の竜とは比べものにならない瞬しゆん発ぱつ力りよくを持っている。心ここ地ちよい駆動音を耳にしながら、彼は近づいてくるプラネッタに手を伸ばした。

　これで終わりだ、と思った瞬間、巨大な光の塊かたまりが真下から噴ふき上がり、プラネッタをさらなる上空へと跳ね飛ばした。見下ろすとジャンが竜りゆうの背で「ペイルライダー」を構えている。

（……なるほど）

　こちらの手には簡単に渡さないということか。彼の機甲竜ヒユドラは上昇を続ける。ティアナもその下からついてくるが、なかなか差は詰まらなかった。自機の性能に彼はひそかにほくそ笑んだ。竜の体を覆おおう鱗うろこはそれ自体が重力に反発する性質を持っているが、垂直上昇に関しては推進機関を内蔵する機甲竜ヒユドラに分があるはずだ。

　プラネッタの上昇速度が鈍にぶり、少しずつ距離が縮まってくる。機甲竜ヒユドラの上で彼が身構えたとたん、再び下方で「ペイルライダー」が火を噴いた。プラネッタはさらに高度へと上昇していく。

　ようやくティアナが機甲竜ヒユドラと同じ高さに並んだ。すでにシシハネの都どころかウルス島すら遠ざかりつつある。目を凝こらしてもどこが競技場なのか見分けがつかなかった。

　レガリオン軍の主将はジャンたちの意図を悟った。彼らは機甲竜ヒユドラがどこかで上昇性能の限界に達し、引き返す時を待っている。それまではどこまでもプラネッタを上空にはじき続けるつもりなのだ。

（相変わらず面白い奴やつだ）

　こんな勝負のやり方は自分には思いつかない。緊きん張ちようと高揚感を同時に覚えた。しかし、この機甲竜ヒユドラは高々度での活動も視野に置いて設計されている。むしろ生身のティアナの方が不利なはずだった。

　彼らは何層もの薄い雲や気流を突き抜けていった。大地を離れるにつれて急速に気温も気圧も下がり、装備にはうっすらと霜しもが張りつき始める。ジャンの方を振り向くと、仮面のない彼の顔は血の気を失い、髪の先や睫まつ毛げまで凍りついていた。竜りゆう鱗りんの装備に覆われた体は痙けい攣れんのように震えていた──あれではそのうち死ぬだろう。軍人として雪中訓練も受けている自分の方が有利だ。

「……意地を張らずに戻ったらどうだ？」

　と、彼は声をかけた。吐いた先から息が凍りつく。ジャンは答えの代わりに、「ペイルライダー」でさらにプラネッタを撃うった。

　空の色が薄い青から夜のような濃のう紺こんに変わっていく。雲の層はすでにはるか下で、ウルス島すらもうほとんど見えない。遠くに見える水平線ははっきり湾曲し、この星の丸みを感じさせるほどになっていた。

　気圧の低下で呼吸も難しくなってきている。激しい冷気は痛みを通り越し、皮膚の感覚そのものを奪っていた。

　今の高度が防寒用の装備がない人間の肉体の限界だ。こわばった首を振ってティアナの方を見ると、ジャンは白い氷に全身をくるまれて、竜りゆうの首筋にぐったりと顔を伏せている。意い識しきもはっきりしていないらしい。安全索がなければとっくに地上へ落下しているだろう。少なくとももう「ペイルライダー」など撃うてないことははっきりしていた。

　浮力を失ったプラネッタが近づいてくる。やっとこの勝負も終わりだ。彼は凍りついた竜りゆう鱗りんの球体に向かって手を伸ばそうとする。

「……ティアナ」

　ジャンのかすれた声が聞こえた。突然、ティアナの上昇速度が飛ひ躍やく的に上がった。彼女は機甲竜ヒユドラをあっさりと抜き去りプラネッタに近づく。当然、ジャンの肉体と反発するはずだ。その方向を見定めて、今度こそ球体を捕まえようと身構えた──。

「なにっ」

　彼は仮面の奥で大きく目を見開いた。ジャンが震えながら上体を起こし、プラネッタを胸で受け止める。そのままうずくまるように体で押さえこんだ。

「なぜプラネッタが反発しない？」

　全身をくるむ冷気のことも忘れて彼は叫んだ。密度の薄い大気がびりびりと震える。

「お前は両腕に竜脈ナーデイを持っているはずだろう！」

　ジャンはその言葉にほとんど反応しなかった。気絶しているように見えた。

『プラネッタは正確には竜脈ナーデイに反発するのではありません……竜脈ナーデイを流れる生命の力、生気プラーナに反発しているのです』

　ティアナの声が直接頭の中に響ひびいた。

「同じことだ。竜脈ナーデイがある以上、どんな人間にも生気プラーナが……」

　彼ははっとした。「ペイルライダー」は人間の生気プラーナや竜ル気ンを著いちじるしく消費する砲剣だ。競技場からここに至るまで、一体ジャンは何発撃ってきたのか。

『やっと分かったようですね』

　ティアナは言った。

『今の彼の体には生気プラーナがほとんど残っていません……その状態を作り上げるために、わたしたちはここまで来たのです』

　仮面の男は死体のように動かないジャンを凝ぎよう視しし続ける。この相手には自分にはない強さがある──両腕の竜脈ナーデイだけではない。ありえない無む謀ぼうな作戦を、迷いなく実行する馬ば鹿かげた度胸だ。

「……やはり面白い奴やつだな」

　彼はしみじみとつぶやいた。

「頭でいちいち考えなくても、無む意い識しきのうちに正しい道を選ぶ」

『もう一つ、あなたに教えて差し上げたいことがあります』

　勝ち誇ったようなティアナの声が、耳元で語りかけられるようにくっきりと聞こえた。

『その醜みにくい機械に追いつくだけなら、いつでも簡単にできました』

　突然、金色の竜りゆうはほとんど垂直に落下し始めた。彼女の姿はみるみるうちに小さくなっていった。

　しばらくの間、仮面の男は他ほかに誰だれもいない濃のう紺こんの虚空に佇たたずんでいた。

（追うか？　……いや）

　まだ間に合うかもしれない。競技場では部下たちも健在のはずだ。

　しかし、もう勝負は終わっていると彼は感じた。しょせんウルス公国との同盟の話はただの目くらましだ。この大会に参加した目的は別のところにある──試作機の性能試験だ。

　そのためにできるだけ多くの生身の竜と戦わせる必要があった。特に「最速の雷らい竜りゆう」ティアナレルドとの戦いの記録まで取ることができた。

（……この機体でも彼女の実力の底を見ることができないか）

　また別の機会に実力を測ればいい。やり方などいくらでもある。







　　　終章







　プラネッタの大会で騎士学院グランデコルが優勝したという知らせは、ウルス公国だけではなく海ユ洋ニ連オ合ンの他ほかの国々にも瞬またたく間に広まった──それはウルス公国とレガリオン帝国の同盟が潰ついえたと同時に、騎士学院グランデコルとの同盟の締てい結けつも意味していた。

　海ユ洋ニ連オ合ンの今後を危き惧ぐする人々にとっては僥ぎよう倖こうだった。強力な軍隊を保持しているウルス公国が、反レガリオン帝国の陣営に加わることが明確になったからだ。

　シシハネの都は優勝チームを称たたえる声で沸き立ち、夜を迎えてもその興奮は収まらなかった。街角にあふれた人々は、レガリオン帝国との同盟を逃れたことへの安あん堵どと喜びを分かち合った。

　都の中心にある宮殿でもその興奮は変わらなかった。

「今、ここにいる若者たちがこの国を救ってくれた英雄だ！　みんな大いに称えるように！」

　ナジムの浮かれた声が宮殿の大広間に響ひびき渡る。詰めかけた各国からの大使や来らい賓ひんたちからも拍手と歓声が沸き起こった。

　ジャンとティアナ、クリスとフリデリカ──天てん蓋がいつきの巨大な玉座の前に、試合が終わっても無事だった騎士学院グランデコルの選手たちが並んでいる。騎士学院グランデコルの勝利を記念した舞ぶ踏とう会かいが始まろうとしていた。

「みんな、今夜は大いに食って飲んで踊ってくれ！　俺おれもそうする！　誰だれよりもそうする！」

　ナジムのよく分からない宣言に、ジャンは軽いめまいを覚えた。大きな声が頭にがんがん響ひびく。さっきの戦いで生気プラーナを失ったせいで、まだ体に力が入らなかった。

「……別の部屋で休んだらどうですか？」

　ティアナが小声で言った。

「わたしも長居する気はありませんし」

「そうしたいけど……」

　ガートルードからは最後まで出席しろと厳げん命めいされていた。重傷を負ったアダマスたちと、看病を申し出たソーニャが舞踏会を欠席している。主将がいない以上は、主しゆ賓ひんとしての役割をこなすのは決勝点を挙げたジャンたちということだった。

（……まったく）

　ジャンはため息をついた。

　アダマスが出てくれていれば、なんの問題もなかったのだが。




　宮殿の医務室にまで大広間からの喧けん噪そうは届いていた。「若者たち」「英雄」──ナジムのものらしい単語がとぎれとぎれに聞き取れる。騎士学院グランデコルの選手たちを紹介しているのだろう。

　ベッドに横たわっていたアダマス・バルバートルは、その声に目を開けた。全身に厚く包帯を巻かれ、両腕には添え木がされている。ヴィクトル・アバディーンが誇らしげに出席していると思うと反へ吐どが出そうだった。きっと一人で手柄を立てたような顔をしているに違いない。そのそばにはクリス・キッドマンも善ぜん人にん面づらで控えているはずだ。

「……死ね」

　アダマスはつぶやいた。チームの主将であり、今回の試合でも最初に得点を挙げたのは自分だ。それなのに大公家の人間はおろか、学院長のガートルードですら自分に会いに来ない。

　試合の後でアバディーンやクリスたちがここへ見み舞まいに来たが、アダマスを褒ほめ称たたえる言葉はほとんどなかった。アダマスが知りたいだろうと言わんばかりに、どうにか一命を取り留めたギルの話ばかりしていた。

「あの……お目覚めですか？　お水、要りませんか」

　ソーニャがおずおずと話しかけてくる。今、部屋にいるのはアダマスと彼女だけだった。

「……お前はどうしてここにいる？」

「あ、あの……それは……わ、わたし、アダマス様が……」

　彼女は口ごもった。相変わらず苛いら々いらさせられる。しかし、それでも出て行けと言うつもりはなかった。こんな奴やつでもいないよりはましだ。

　ふと、彼は壁かべ際ぎわの丸いテーブルに活いけられた花に気づいた。赤や黄色や紫の派手な南国の花。馬ば鹿かにされている気分だった。

「なんだ、あの花は？」

「た、たった今、アバディーンが一人で見み舞まいに来たんです……さっきは花を忘れてたから届けに来たって。アダマス様はお休みになっていましたけど……」

「捨てろ」

「え……？」

「聞こえなかったのか？　今すぐ捨てろ」

　ソーニャは黙だまって立ち上がり、花瓶から引き抜いた花を思いきりよく投げ捨てた。アバディーンが一人で来たということは、クリスを始めとする他ほかの連中は相変わらず舞ぶ踏とう会かいでお楽しみというわけか。まったく大した「仲間」だ。

（あいつらのせいだ）

　自分の持っているものを連中はすべて奪おうとしている。あのスパイがギルや自分を傷つけたことも、結果的にヴィクトル・アバディーンの活かつ躍やくの場を作っただけだ──それが目的ではないかと思えるほどだった。

（こけにしやがって）

　このままでは収まらない。あのレガリオン軍のスパイにも、いつか必ず復ふく讐しゆうするつもりだった。

「……死ね……死ね……死ね……死ね」

　彼はほとんど無む意い識しきのうちに繰くり返していた。その言葉をソーニャは眉まゆ一つ動かさずに耳を傾けている。




　大広間には無数の踊りの輪ができている。

　模様入りのタイルで飾られた壁にもたれて、ラフエッジはぼんやりと人々の動きを目で追っていた。ちょうど輪の間を縫ぬうように、赤毛の少年が広間を横切ろうとしている──ヴィクトル・アハディーンだった。

「……なにを考えている？」

　隣となりに立っているマグノリアが言った。

「いや、別に……」

　彼が思い浮かべているのは、今日きようの決勝戦で見たレガリオン軍の前ぜん衛えいだった。機甲竜ヒユドラに乗り、ティアナたちと対たい峙じしている姿。

　ヴィクトル・アバディーンと似ている気がした。

　髪の色や服装をのぞけば、まるで鏡合わせのようだと感じた。誰だれかに言うほどではなかったが、どうしてもその考えが頭から離れなかった。

「……久しぶりにお前と踊りたいと思ってたんだ、マグノリア」

「う、噓うそだ！」

　彼女は真っ赤になって目を逸そらした。確かに噓だったが、口に出してみると悪くない考えだ。ラフエッジは居い住ずまいを正して、彼女に手を差し伸べた。

「お手をどうぞ」

「やらん！　死ね！」

　彼は姿勢を崩さなかった。誘いに乗ってくれるまで待ち続けるつもりだった。




「待って！　ヴィクトル！」

　サラは踊っている人々をかき分けて、赤い髪の少年に声をかけた。驚おどろいたように彼は振り返る。

「やっと見つけた！　わたしと踊って！」

　彼女は白い手袋をしたヴィクトルの手をぎゅっとつかんだ。

　試合での活かつ躍やくには本当に胸がどきどきした。特に今日きようの決勝戦で、最後にプラネッタを抱えて空から降りてきた時、彼女は心に決めてしまった──誰だれがなんと言おうと、あの人の妻になる。

　昔会った時のヴィクトルとは全然違っているが、今の彼の方がずっといい。

「いや、悪いんだけど……」

　彼は困ったようにあたりを見回した。

「あんまり体調がよくなくてさ……ティアナを捜してるんだよ。学院島まで運んでもらおうと思って」

「えー、そんなー」

　断られたことよりも、ティアナの名前が出てきたことにむっとした──しかし、彼が疲れていることも分かっていた。なにしろプラネッタをつかむために、ほとんど体内の生気プラーナを放出してしまったという話だ。

「まあ、しょうがないね。今日は大変だったんだから」

　ここは無理を言わない方が好印象だと思った。

「ティアナならさっき庭に出て行くの見たよ。あの子も疲れてるんじゃない？」

　彼女は正直に答えた。ティアナと二人きりにするのは癪しやくだったが、どうせしばらく学院島はシシハネの都のそばに停泊しているはずだ。今夜でなくても、ヴィクトルに迫る機会はいくらでもある。

「分かった。ありがとな」

　そう言ってヴィクトル・アバディーンは去っていった。




「いやもう、なんつーかマジで疲れたわ……」

　カジカ・サカイはため息をついて、ごつんと窓ガラスに頭をぶつけた。彼は庭に通じる大きな窓のそばに立っている。

「あの大公のおっさんに一昨日おとといの昼からず──っと付き合わされててよー……寝かしてもくれねーんだ。なんつーか大人おとなとしてダメだろ、あのおっさん……」

「ちょっと、なんであんたの愚痴を聞かなきゃなんないのよ。あたしたちの方がよっぽど大変だったんだから。あんたなんか宮殿で遊んでただけじゃない」

　フリデリカが仏ぶつ頂ちよう面づらで文句を言う。

「普通に遊んでるわけじゃなかったぜ。カードだってサイコロだって偉い人に勝ちすぎたらまずいだろ？　色々気ぃ遣つかったんだよ……これは接待ってやつで……」

「知らないわよ！　それよりあたしの話聞きなさいよ。どんなに苦労したか……」

　二人の言い合いを聞きながら、クリスはぼんやり物思いに耽ふけっていた。試合の間は夢中だったが、終わってみると頭に浮かぶのはヴィクトル・アバディーンのことばかりだった。

　態度に出さないようにしているつもりだが、そのうちうっかり言ってしまいそうだ。

　この前の続きをしたい、と。もちろん、そんなわけにはいかない。お互い騎き士しを目指す身で、恋愛にうつつを抜かしている場合ではない。ただ──。

（昨日きのうのドレス、買おうかな）

　彼も可愛かわいいと言ってくれた。本当に邪じや魔まの入らないところで、あれを着て二人きりで会いたかった。いつか来るかもしれないその時のためだ。

　不意にクリスは目を瞠みはった。ヴィクトル・アバディーンが彼女の前を通り過ぎて、開かれた窓から庭へ出て行ったからだ。

「アバ……」

　呼び止めようとした彼女は途中で口をつぐんだ。遠ざかっていく背中を無言で見つめる。

　宮殿の雰囲気のせいか、普段の彼とはどこか違って見えた──まるで初めて見る人間のような気がした。




「……ティアナ」

　自分を呼ぶ声にティアナは振り返った。咲きほこる花か壇だんのそばに立っていた彼女に、広間の方から赤毛の少年が近づいてきた。

「なにやってるんだよ、こんなところで」

「……花を見ていました」

　かすれた声で彼女は答えた。舞ぶ踏とう会かいになど興味がないせいもあるが、試合の後から彼女はずっと気掛かりなことがあった。それを考えるために一人になったのだった。

「なんかあったのか？」

　と、彼は言った。ティアナはその手元をちらりと見た。騎士学院グランデコルの制服に白い手袋がよく映えている。

「もし気になることがあるんだったら言ってくれ……一応、お前のパートナーなんだから」

　ティアナの背中にぞわりと悪お寒かんが這はい上ってくる。嫌けん悪おなのか怒りなのか自分でも分からなかった。

「……結論はたった今出ました」

　密ひそかに身構えながら彼女は言った。周囲には人の姿はなく、大広間からも距離がある。聞こえてくる音楽や話し声が一気に遠ざかった気がした。

「なんなんだよ、結論って」

　彼は不思議そうに首をかしげる。いかにも彼がやりそうな堂に入いったしぐさだった。普段だったら騙だまされていたかもしれない。腰の砲剣も「ペイルライダー」によく似ているが、微妙に質感が違っている。

「あなた自身が答えです……本物のヴィクトル・アバディーン」

　突然、相手の表情ががらりと変わった。口元が引きしまり、油断ならない光が目に宿った。顔立ちは一いつ切さい変わらないのに、まるで別人が現れてきたようだった。

　彼は手袋を外してティアナに晒さらした。契約を結んだことを示す印ムドラが見当たらなかった。

「どうして分かったんだ？」

　ヴィクトルはいかにも面白そうに問いかけてきた。

「ぼくの正体に気づいた者は、ただの一人もいなかったのに」

「以前から不思議に思っていました。あなたが学院島に潜せん入にゆうしている時、どうやって情報を集めていたのか……生徒や職員に変装しなければ難しいのではないか、と」

　まさかそれが自分のパートナーだとは想像もしていなかった──実際に住んでいる人間に化ければ情報を引き出しやすくはなるだろうが、正体が露ろ見けんする危険も増すはずだ。

「はっきり不審を抱いたのはさっきの戦いの時です。あなたは彼について『頭でいちいち考えなくても、無む意い識しきのうちに正しい道を選ぶ』と言いましたね……遠い昔、彼が自分の兄からかけられた言葉だそうです」

「……あいつ、そんなことまで話したのか」

「パートナーであるわたしに話してもおかしくはないでしょう。よく思い返せば、あなたの体格も声も彼によく似ています」

　沈ちん黙もくが流れた。ティアナは相手から目を離さなかった。今のヴィクトルはグロリア・レガリオン腹心の部下であり、ウルス公国への正使すら任されるほどの地位についている。

　アバディーン戦せん役えきで捕虜になって寝返っただけで、そのような地位が与えられるとは思えない。アバディーン戦役そのものに関かかわっていると考えた方が自然だ。なにしろ「神童」と呼ばれた少年なのだ。

「あなたはなにをしにここへ来たのですか？」

　と、ティアナは言った。

「君の顔を見に来たんだよ……弟がぼくの名を借りているのは君の差し金だろう？　それぐらいは構わないじゃないか。それとも誰だれかここへ助けを呼ぶつもりか？」

　それはできない話だった。パートナーのジャンにもこのことだけは話せない──自分の兄がレガリオン軍にいて、アバディーン戦せん役えきの黒幕かもしれない、などと。

「そんなに険しい顔をしなくてもいい。なにもする気はないさ……君はぼくの同類だからね」

「……同類？」

「そうだろう。ぼくと同じように君は噓うそつきだ。自分の噓に他者を巻きこむことも厭いとわない。自分を守ることがなによりも大切なんだ」

「違うわ！」

　自分の大声にはっと口をつぐんだ。誰かが来てしまうかもしれない。

　ジャン・アバディーンは舞ぶ踏とう会かいが始まってすぐ、ちょっと休憩すると言って大広間を出て行った。少し経たったら戻るとも言っていた──そうすれば、真っ先に捜すのはパートナーである自分だ。

「……話を早く済ませなさい」

　ティアナはうめくように言った。ヴィクトルの口元に笑みが広がる。相手が屈服したことを悟った様子だった。

「レガリオン軍は近いうちに、北の地で軍を動かす」

「……えっ？」

　意外な話に彼女は驚おどろいた。

「おそらく、アバディーン戦役に匹敵する戦争が起こるだろう……止めたければ、止めるといい。もっとも、まずこの話をどうやって伝えるかを考える必要があるだろうが」

　ヴィクトルはゆっくり近づいてくる。彼女は体をはっと硬くした。

「……また会えることを楽しみにしている」

　彼女に触れることなく通り過ぎ、ヴィクトルは庭の奥へ去っていった。足音が少しずつ遠ざかっていく。

　気配が完全に消えた後も、ティアナは彫像のように立ちつくしていた。

　冷たい風が花弁を一いつ斉せいに揺らす。彼女はかすかに背中を震わせた。







　　　あとがき




　三み上かみ延えんです。皆さんこんにちは。初めましての方は初めまして。




　時々、ファミレスや喫茶店で仕事をしています。

　別に肉体が移動したところで脳が入れ替わるわけではありません。本来は家にいても書けるはずですが、外に行った方が効率が上がる……こともある……気がします。

　おそらくやれることはなんでもやろうというせっぱ詰まった意い識しきの表れでしょう。滅多に行かない近所の神社で、突然お守りを買ってしまう受験生と似たような気持ちかもしれません。

　特に半年ぐらい前まではよく行っていました。その頃ころ、住んでいた土地には物書きやマンガ家が多かったようで、夜中に駅前のファミレスに行くと紙やノートパソコンと向かい合う一人客が目につきました。多分、ぼくと同様せっぱ詰まった人たちのたまり場だったんだと思います。

　ある晩、ぼくが窓まど際ぎわのテーブルで血走った目でキーボードを叩たたいていると、不意に誰だれかがすぐそばに立つ気配がありました。顔を上げると見知らぬ初老の男性が遠い目をしています。

「雨、止やむかな……」

　もちろん全然知らない人です。確かにいつのまにか窓の外では雨が降ってました。

「ど、どうですかね。明け方には止むんじゃないですか」

　戸惑いながら答えると、男性はふっと笑いました。ちょっとカッコいいです。

「あんたも仕事？」

「え？　ええ、はい……」

「ま、がんばれよ」

　ぽんと肩を叩いて喫煙席の方へ去っていきました。

　一体なんだったのか未いまだに分かりません。ファミレスで他ほかの客に励まされるなんて生まれて初めてでした。ただそれ以来、詰まっていた原稿はぐんぐん進み、収入も身長も飛ひ躍やく的てきにアップ、彼女もできて結婚も決まりました。ひょっとするとあの人はせっぱ詰まった物書きの前に現れた救いの天使だったのかもしれないなんてことは特に起こらないのが現実です。

　後でトイレに行った時、その男性のそばを通りかかると、テーブルに顔を伏せて爆ばく睡すいしていました。そばには空になったビールの中ジョッキが。いや、あんたこそがんばれよ……。




　……といった話はさておいて『偽いつわりのドラグーン』三巻です。相変わらず前フリと繫つながらないあとがきですいません。

　前巻までがわりと重い話だったので、明るい話で行こうと思ったんですが……そうでもないかもしれません。

　今回は「プラネッタ」という架空の球技が中心の話になっています。脇わきの登場人物たちのエピソードもかなり盛りこんでありまして、ちょっと長めの話になりました。楽しんでいただければ幸いです。




　最後になりましたが謝しや辞じを。

　この本を手にとって下さっている皆さんに感謝を。いつも迷惑をかけてしまっている担当の高たか林ばやしさん、毎回素晴らしいイラストを描かいて下さっている椎しい名なさん、校こう閲えつさんや営業担当の皆さん、本当にありがとうございます。そして筆が遅くて申し訳ありません……。




　次の巻はなるべく早くお届けできるといいなと思っております。


三み上かみ 延えん
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三み上かみ 延えん

神奈川県出身。東京都在住。仕事の合間にモノレールの高架を見に行きました。大きな乗り物が頭上を走り去る姿にぞくぞくします。これはベストショットのつもりで撮った一枚。誰に見せても微妙な反応しかかえってきません……。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞＜金賞＞受賞者。電撃文庫では、『モーフィアスの教室』『月と貴女に花束を』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。
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